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    人物紹介


    



    遠見啓介〔とおみ・けいすけ〕…………主人公、高校二年生。空っぽの手品師


    アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト…………《方はこ舟ぶね》からやってきた飛行少女


    友月未由〔ともづき・みゆ〕…………魔女と恐れられる啓介のクラスメイト


    冬上雪絵〔ふゆがみ・ゆきえ〕…………裏表がある優等生。友月をライバル視


    朝ノ宮陽名〔あさのみや・ひな〕…………自称・占い師。飛び級の転校生


    遠見由衣〔とおみ・ゆい〕…………啓介の妹。３年前の海難事故で行方不明


    九棚裕也〔くだな・ゆうや〕…………友月家に仕える執事


    ホリイ＝ライト…………奪われたアリッサの肉体を依り代とする謎の人物


    鵺〔キメラ〕…………《群クラウドれ》の魔獣
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    序章


    



    　梅つ雨ゆが明け、灰色の季節が終わり、初夏の強い日差しが街に降り注ぐ。


    　夏の訪れに心を浮き立たせる人々が街路を賑にぎわせ、気の早い蝉せみがどこかで鳴いている。


    　雲の檻おりから解き放たれた街は、とても明るく鮮やかだ。


    　だが光が強くなればなるほど、影も濃くなる。淡い陽光の中では灰色に溶けていた影も、今は光との間にはっきりとした境界線を引いていた。


    　そんな夏が届かぬ日陰の中で、一人の少女が日ひ向なたを歩く人々を眺めていた。


    　輝く金髪に宝石のような碧へき眼がん、さらには幾き何か学がく模様の描かれた奇妙な服を纏まとう小こ柄がらな少女だ。目立たないはずはないのだが、誰も視線さえ向けない。まるで見えていないかのように。


    「世は変わったな。だが――人は変わらぬ」


    　少女が見かけに似合わぬ厳いかめしい口調で呟つぶやく。


    「誰もが願いを胸に秘め、生きている。些さ細さいな願い、切なる願い、途方もない願い、邪よこしまな願い、それを叶えるため足あ掻がき続ける。いつの時代もそれは同じ。願いのために生き、願いのために殺す」


    　群集の中から誰かを探すように少女は目を細める。


    「魔女よ。汝なんじの願いは、何だ？」


    　唐とう突とつな問いかけ。どこにも届くはずのない小さな声。だがそれが独ひとり言ごとでない証拠に、その瞳は射るように人ごみの向こう、通りの反対側を歩く黒髪の少女へ向けられていた。


    　肩までの髪はまっすぐで癖くせがなく、白い肌と細身の身体はまるで精せい緻ちな人形のよう。


    　彼女の整った横顔を目で追いながら、少女は懐かしむように微ほほ笑えむ。


    「よく――似ている。血脈、か。〝血〟も変わらぬものの一つやもしれんな。混ざり、薄まったとしても決して消えることがない。何という巡り合わせ……いや、運命か」


    　だがそこで少女の笑みが質を変える。凍るような冷たいものへと。


    「だが、我わが盤上に汝の居場所はない。欠かけ片らが集まり、時が満ち、もうすぐ千年に亘わたる悲願が成じよう就じゆする。万が一ということもある。そこに力ある者が居てはならぬのだ」


    　少女はそう告げると、ふっと表情を崩し、視線を逸そらした。


    「――くく、孤独が長かったせいか独白が染み付いてしまったな」


    　日向に背を向け、より影の深いところに足を向ける少女。


    「もがくがいい。我が何もせずとも、汝は多くの〝願いの敵〟だ。うねる欲望に呑のまれ、息絶えよ。だが――」


    　少女はそこで言葉を切り、彼女を振り向く。


    「それを拒こばむというのなら、我が汝の願いを叶えてやろう。そして――我が願いで汝を殺そう」


    　そう呟き、今度こそ少女は影に吸い込まれるように姿を消した。


    　少女がいたことにも、消えたことにも気づく者はいない。


    　世界はまぶしすぎて、影はあまりに――深かった。
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    第一章　初夏の陰影、背押す視線


    



    
      １

    


    



    「暑い……」


    　僕はふらふらと歩きながら低く呟つぶやく。汗でベタつくシャツの襟えり元もとを広げ、パタパタと風を送ろうとするが、そんなもの焼け石に水だ。


    　梅つ雨ゆが残していった湿気が残っているせいか、まだ七月に入ったばかりだというのに、街は茹ゆだるような暑さ。その上、この人ごみが発する熱気……やってられない。


    　朦もう朧ろうとした頭で歩を進めていた僕だったが、ふと隣に気配がないことに気づき立ち止まる。


    　振り返り傍かたわらにいたはずの連れの姿を捜す。彼女は少し後ろで足を止めて向かいの道路を眺めていた。


    「友とも月づき、どうしたんだ？」


    　訝いぶかしげに声をかけると、はっとしたように彼女は僕を見た。


    「え、あ、ごめん啓けい介すけくん。なんか誰かに、見られてた気がして……」


    「誰か？」


    　僕は友月が見ていた方を向いてみるが、そこには雑ざつ踏とうが広がるばかり。こちらを注視している者など見当たらない。


    「気のせいじゃないか？　それより早くしないと待ち合わせに遅れるぞ」


    「そう、だね」


    　友月はまだ不思議そうに通りの向こうを見ていたが、僕に頷うなずくと歩き始めた。


    　今日は日曜。夏休みが間近に迫り、浮かれる山やま崎ざきと宮みや島じまに誘われ、僕と友月は集合場所の駅前広場に向かっていた。休日に友月を加えて四人で遊ぶのはこれが初めてだ。緊張しているのではないかと友月を横目で見ると、ばっちり目が合ってしまった。


    「な、何だ？」


    　僕はどぎまぎしながら、まじまじとこちらを眺める友月に尋ねる。


    「え？　あ、あの……啓介くんの私服が少し珍しくて」


    　友月は慌あわてたようにそう答える。心なし顔が赤い。


    「ああこれか、僕は制服の方が楽なんだけど、今回は山崎たちが私服で来いってうるさかったんだよ。なんか制服ヤローが一人いると浮くんだとか言い出してさ。何で今日に限って……」


    　僕は自分の服を見下ろしながら答える。私服は色々と値踏みをされそうで気を使う。タンスから引っ張り出したＴシャツとジーンズは久しぶりに着たせいか少し窮きゆう屈くつだ。買ったのは去年だが、あれから背も伸びたし僕らが魔術を手にして以来続いているアリッサとの訓練で筋肉もついてきたのかもしれない。


    「まあ僕のことは置いておいて、友月は似合ってるよ。間違いなく」


    　肩が出るデザインの青いワンピースを着た友とも月づきにお世せ辞じではなく、そう告げる。


    「……う、うん」


    　僕の言葉に小さく頷うなずいて、顔を伏せてしまう友月。あれ、何か変なこと言ったか？


    　ぎこちなく会話が途切れたまましばらく歩き続けると、目的地が見えてきた。時計がはめ込まれた背の高いモニュメントの周りで多くの人がたむろしている。


    　そういえばあの辺りでオウルが《黒こつ血けつの徒と》として演説をしていたのは、一か月前のことだ。


    　時が流れるのは早い。その当人と直接戦うことになったのが一週間前。そしてオウルと美み澄すみ透とう子こが街を発ったのはつい四日前のこと。あの日は駅からの帰り際に大変なことがあった。アリッサが――。


    「～～っ」


    　ここ数日、僕の頭を悩ませ続ける問題を思い出しかけて、頭を振る。今は忘れたままにしておこう。そうじゃないとまた一日を無駄にしかねない。学校では物思いに耽ふけりすぎて気がつけば授業が終わっているという有様なのだ。


    　頭を切り替えて、僕は広場に山やま崎ざきたちの姿を探す。視線を彷徨さまよわせる必要もなく、彼らはすぐに見つかった。だが、そこにいるはずのない人物の後ろ姿も見つけ、僕は表情を凍こおらせる。


    「帰ろう、友月」


    　足を止めると僕は友月の腕を掴つかんで、真剣な声こわ音ねで告げた。


    「きゃっ、どうしたの啓けい介すけくん？」


    　友月は驚いたように、僕の顔と掴まれた腕を交互に見る。


    「いいから早く。今ならまだ間に合う。見つかる前に――」


    　頭の上に疑問符を浮かべている友月を引っ張り、きびすを返す。だがそこへ無駄に元気のいい声が響き渡った。


    「啓介さんっ、どこに行くつもりですかぁ？」


    「な――」


    　来た道を戻ろうとした僕の目の前に、小さな女の子が立ち塞ふさがっていた。淡い色の髪を手で梳すきながら、ニコニコと僕らを見上げている。一見小学生にも見えてしまうが、僕は彼女が高校二年生であることを知っていた。恐る恐るその名前を呼ぶ。


    「ひ、陽ひ名なちゃん……なんで、ここに……？」


    　問いかけながらも、僕は事態を把は握あくしつつあった。だができればこの予測は外れてほしい。息抜きの休日が地獄の試練になってしまう。


    　だがダメ押しのように陽名ちゃんの大声で気づいた山崎たちが集まってくる。その中には《彼女》の姿もあった。


    「もー、遠とお見みくん遅いじゃない。約束の五分前には集合！　これ常識よ？」


    　つやのある長い黒髪を靡なびかせ、整った怜れい悧りな顔を僕に近づける彼女。短いスカートから伸びた脚はすらりと長く、スタイルも文句なしの美少女だ。


    「……おかしいな、冬ふゆ上がみと待ち合わせはしてないはずだけど？」


    　せめてもの反撃にと、僕は引きつった笑みを浮かべながら彼女――冬上雪ゆき絵えに問いかける。隣の友とも月づきも表情を険しくして、僕に同意するように頷うなずく。


    「あら、そうだったかしら。でも私、山やま崎ざきくんに誘われたんだけどな。遠とお見みくんたちは違うの？」


    「ぐ……まあ、そうだけど」


    　僕はしぶしぶ頷きながら、冬上の後ろでにやにやしている山崎と宮みや島じまを睨にらむが、我関せずといった風に視線を逸そらされてしまう。


    「はい！　わたくしも山崎さんたちに誘われたです！」


    　陽ひ名なちゃんも手を上げて名乗り出る。冬上は満足げに頷く。


    「ね？　今日は私たち六人で遊ぶみたい。楽しみね」


    　にっこりと微笑ほほえむ冬上に、僕はそれ以上抗弁できず肩を落とした。


    



    　人ごみを掻かき分け、宮島と陽名ちゃんが僕らを先導する。その後に睨にらみ合いながら友月と冬上が続き、最後尾を僕と山崎が歩く。当初僕は友月と冬上に挟まれていたのだが、いつの間にか二人が僕を置いてきぼりに火花を散らせ始めたので、こっそり後ろに下がらせてもらった。剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを醸かもし出す友月たちを見て溜ため息いきを吐つく。


    「おい山崎、ちゃんと説明しろ。どうしてこんな修しゆ羅ら場ばを作り出そうとする？」


    　隣の山崎に低く囁ささやく。冬上を呼びたいにしても、友月と鉢はち合あわせさせるとはどういうつもりだ。いくらこいつでもこうなることは予想できたろうに。


    「修羅場だって？　何言ってんだ遠見、ここにあるのは楽園じゃねぇか。クラスどころか学園でも指折りの女子三人と遊びに来てんだぜ。何の文句がある。それにほら、友月だって楽しそうだろ？」


    「楽し……そう？」


    　お前にはそう見えるのかと、僕は友月と冬上の後ろ姿を眺める。二人はぽつぽつと言葉を交わしているようで、僕は耳を傾けてみた。


    「――あら友月さん、さっきからずっと仏ぶつ頂ちよう面づらじゃない。そんなんじゃ男の子は喜ばないわよ？」


    　冬上の台詞せりふに友月は余計目を鋭くして言い返す。


    「あなたみたいに、いつでも笑顔を作っているのは――変。不自然だし、安っぽい」


    　言葉を交わすたびに殺気を高めていく二人。楽園なんかじゃない。ここは間違いなく修羅の世界だ。


    　信号で流れが止まった人波の中で、僕は途方に暮れて上を向く。するとビル壁面の電光掲示板がちょうど目に留まった。流れる文字を自然と目で追ってしまう。


    　それはどこかの国の首相が暗殺されたという速報だった。


    　なんか、最近こういうニュースが多いな。


    　近頃インターネットでもよく暗殺やテロの二文字を見る。全ては自分と直接関係のない遠い出来事で、何の感情も湧きはしない。だが誰かが誰かを殺すというのはありふれた事件なんだなと実感する。今、この平和な時間の中ではひどく遠く思えるが、僕もたぶんそんな世界に片足を突っ込んでいるのだ。


    「遠とお見み、信号変わったぞ」


    　山やま崎ざきに声をかけられ、僕は慌あわてて歩き出した人波に取り残されないように横断歩道を歩きだした。


    「そういや山崎、これから何するかとか決めてあるのか？」


    　現実に思考を引き戻して、僕はそう尋ねる。宮みや島じまは俺について来いとだけ告げて歩き出したのでまだ目的地を聞いていない。


    「ふっふっふ、安心しろバッチリさ。昨日は一日中プランを練ねってたんだからな。夜まで予定はびっしりだぜ。遅くなると制服姿は色々目立つからお前には私服で来てもらったんだよ。もちろん俺の着こなしを引き立たせる意味もあるけどな」


    　悪びれもせず山崎はそう言って笑う。


    　僕は「そうかよ」とおざなりに答え、それならば流れに身を任せるしかないかと、諦あきらめの境地で早くこの一日が終わってくれることを願った。


    



    　ゴロゴロゴロと響く重低音。下のフロアから聞こえてくる甲かん高だかい電子音。最初に連れて行かれた街一番の複合遊ゆう戯ぎ施設には音が溢あふれかえっていた。屋外とは打って変わって、肌寒いほど冷房が効いている。


    「まあ……無難なところだな」


    　僕はそう感想を漏もらす。そんな僕の袖をくいくいと誰かが引っ張った。


    「啓けい介すけさん、今から何をするんですか？」


    「ん？　陽ひ名なちゃん、見て分からない？」


    　僕は目の前に並ぶ幾多のレーンと、その先に並ぶピンに向けてボールを転がしている人々を指差す。


    「えっとですね……これはもしかして――ぼうりんぐ、というものですか？」


    「そうだよ。でもどうして疑問形かつ片言なんだ？」


    「あ、や、やっぱりこれがそうなんですね！　わたくし初めてで……というか遊ぶこと自体あまり経験がないので実際に目にしたことがなかったのですよ。なので感動です！」


    　わなわなと感激に身を震わせている陽ひ名なちゃん。見れば友とも月づきも物珍しそうにプレイしている人たちを眺めている。すると山やま崎ざきが近寄ってきて満足気に笑った。


    「ふふ、どうやらここを選んだのは正解だったみたいだな。だがボウリングはただの遊びではなく――競技だ。競い合ってこそ楽しいものなのさ。そして皆、負けるリスクがあるから本気になるんだぜ」


    「お、おい、まさか敗者には罰ばつゲームとか言い出すんじゃないだろうな？　陽名ちゃんは初めてだし、友月もたぶんそうだぞ」


    「ふん、その辺りはちゃんと考えてあるさ。個人で勝負にならないなら――」


    「チーム戦ね」


    　山崎の言葉を遮さえぎって告げたのは冬ふゆ上がみだった。いつの間にか聞き耳を立てていたらしい。


    「あ、ああ、そう、チーム戦だ」


    「――いいアイディアね。面白そう」


    　そう言って冬上は微笑ほほえみ、友月を見つめたのだった。


    



    「――で、何でこんなことになるのよ」


    　不機嫌な声で冬上が告げる。


    「私が、聞きたい」


    　それに答えたのは友月。彼女達二人は僕を挟はさんで対たい峙じしていた。信じたくないことだが……これが僕のチームメイトだった。


    　グーとパーによる集団の分割によりこの組み合わせが実現する確率は確かに存在した。だが楽観視していたのだ。まさか本当にこんなチーム構成になるなんて……。


    「な、なあ今は仲良くしよう。同じチームなんだしさ」


    　陽名ちゃんを中心に和わ気き藹あい々あいとボールを選んでいる山崎たちのチームを羨うらやましく思いながら、二人を諫いさめる。


    「遠とお見みくん、本気で言ってるの？」


    「啓けい介すけくんの言葉でも……無理」


    　同時に返ってきた言葉に僕は肩を落とした。


    　ああ、分かってるよ。言ってみただけさ……。


    　まあチーム戦とは言え、ボウリングは個人競技だ。チームワークは必要ない。さすがに冬上は経験があるだろうし、向こうはボウリングを見るのも初めてな陽名ちゃんがいる。戦力で言えば決して劣っているわけではない。何とかなる……よな？


    　しかしその自分に対する問いかけは、ゲームが始まってすぐに空虚なものとなった。


    　ゴロロロロ――――ガコッ……。


    「ひ、久しぶりだから勘かんが鈍ったのよ」


    　玉を投げた体勢でしばらく硬直した後、冬ふゆ上がみはこちらを振り返り罰ばつが悪そうに視線を逸そらす。


    　ゴロ――ガコン……。


    「ボウリング、難しいね……」


    　ガーターレーンをゆっくり転がっていく玉を見送りながら友とも月づきが呟つぶやく。


    　対して相手チームはというと、山やま崎ざきはストライクを何度もたたき出し、宮みや島じまは変幻自在な変化を見せる球筋でスペアを量産していた。そして唯一の穴と思われた陽ひ名なちゃんも――。


    「てやっ！」


    　ゴロロロロロ……。


    　掛け声と共に両手で投げられた重量感のある赤い玉がゆっくりと転がっていく。その先に待つ十本のピンに向けて。


    　レーンの中央をまっすぐに進んだ玉は、これまたゆっくりとピンをなぎ倒した。


    「やりましたっ、全部倒れました！　これ、ストライクっていうんですよね！」


    　陽名ちゃんが歓声を上げる。「おぉ～」と拍手をする山崎と宮島。


    　これは、無理かもしれない……。


    　僕は胸中で呟つぶやき、肩を落とした。
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    　ガコガコガコガコ……。


    　またしてもピンの列を全て崩くずす陽ひ名なちゃんの超スローボール。


    「よっしゃあ！」


    　歓声を上げる山やま崎ざきと宮みや島じま。


    　だが僕、友とも月づき、冬ふゆ上がみの三人は「あぁ……」対照的に残念そうな声を上げた。


    「これでわたくしたちのチームが勝利ですねっ！」


    　駆け寄ってきた陽名ちゃんがスコアを見て告げた。


    　そう、僕らは今、負けたのだ。


    「確か、負けたチームの人たちはジュースを奢おごってくれるって約束でしたよね？」


    　満面の笑みで陽名ちゃんがそう尋ねる。


    「はいはい、分かってるわよ。朝あさノの宮みやさんの両手投げがあんなに正確無比だったなんてね。こっちの足手まといとは大違いだったわ」


    　冬上はそう言いながら友月に目をやる。


    「私、初めてだったんだから……仕方ないでしょ。でも足手まといはあなたも同じ」


    　むっとしたように冬上を睨にらむ友月。


    「わ、私もボウリングなんてずいぶん久しぶりだったのよ。でも確かに始めは調子が出なかったけど、途中からは普通に当ててたでしょ！　少なくても友月さんよりは得点に貢こう献けんしてるわ。ああもう、なんで同じチームなのかしら。相手側なら文句なく私の勝ちだったのに。残念だわ」


    　溜ため息いきを吐いて冬上が嘆く。


    「チーム分けはクジで公正に決めたんだから、今更文句を言ってもしょうがないだろ」


    　とうに諦めの境地に達していた僕は二人を宥なだめる。


    「そうね、じゃあ遠とお見みくん行きましょうか。皆待っててね」


    　僕の言葉に頷いた冬上は、強引にこちらの腕を掴つかむと自販機のある一角へ歩き出す。


    「あ、わ、私も！」


    　慌あわてて追ってこようとする友月。だが、何か気づいたかのように視線をあらぬ方へ向け、足を止めてしまう。どうしたのかと思ったが、それを尋ねる間もなく僕は冬上に引きずられていってしまう。


    「ふふ、奢るとは言ったけど、ジュースの選択権は私たちにあるのよね。せっかくだから変なのを選んであげましょうよ」


    　自販機の前まで来ると、冬上がそう言って意地悪い笑みを浮かべる。


    「――まったく……転んでもタダじゃ起きないやつだな」


    　呆あきれたように僕が言うと、冬上は「私、負けず嫌いなの」と硬貨を投入し、ホットお汁しる粉こ缶かんのボタンを押した。明らかに冬限定商品だ。何故まだ残っている。


    「それ、誰に飲ませる気だ？」


    「朝あさノの宮みやさん……は、ど、どうしてか気が引けるから山やま崎ざきくんにしようかしらね」


    　冷や汗を垂らして冬ふゆ上がみは苦笑する。


    　山崎……ご愁しゆう傷しよう様さまだな。まさか勝負に勝って罰ばつゲームみたいなことをさせられるとは思ってもいないだろう。


    「だけど冬上……今日はよく山崎の誘いを受けたよな。男子の誘いは基本的に突っぱねてるって話じゃないか」


    　そう、冬上は表向き品行方正な優等生。そういったことにはガードが固いのだ。こんな場所に来ることも普段はないのだろう。ボウリングに慣れていなかったのも頷うなずける。


    「まあね、だって一回オーケーしちゃうと際限がなくなっちゃうから。でも今日は例外。だって遠とお見みくんが来るっていうんだもの」


    　そう言って上目遣いにこちらを見上げる冬上。だが僕は騙だまされまいと頭を振る。


    「――ああもう、やめてくれ。この前、お互いに嫌いだって認めたじゃないか。そんな僕じゃなくてさ、構うなら山崎にしろよ。あいつは……僕や友とも月づきみたいな事情もなく、入院してた冬上のことをずっと気にかけてた。心配してたんだよ――すごく、真剣に」


    　僕がそう言うと、冬上は今日会ってからずっと絶やすことのなかった笑顔を消した。


    「遠見くんも、ずいぶん友達の顔が上う手まくなったわね」


    「な、どういう意味だよ？」


    　表情を険しくして詰め寄ると、冬上は唇に笑みを戻す。


    「ふふ、ごめんなさい。貶けなしたわけじゃないわ。褒ほめたのよ。遠見くんにもしっかりした表が出来てきたなぁって」


    「表？」


    「そ、裏表の表。内面と外そと面づら。だけどいくら表が上う手まくなっても遠見くんは裏が本質の人間よ。私と同じく、ね。そして山崎くんは、表の人」


    　冬上はそう告げて酷こく薄はくな表情を浮かべる。


    「私は自分がなかなかに捻ひねくれた性格だってことを自覚しているわ。本当の私を知られれば誰にだって嫌われるでしょうね。そんなのはゴメンだけど、私を嫌う人じゃなきゃ、私にとっては人間じゃないの。友月さんと張り合って……それが分かった気がする。私の世界には人間がいなくて、だから退屈で、くだらない遊びに夢中になっていたのかもしれない。今考えたら馬鹿らしいわね」


    　肩を竦すくめて冬上は苦笑する。


    「要するに、私は友月さんや遠見くんをからかう方が楽しいの。山崎くんには悪いけどね」


    「なら山崎にも裏の顔を見せてやればいいじゃないか」


    　僕の案に冬上は呆あきれたように息を吐く。


    「言ったでしょう？　山やま崎ざきくんは表の人だって。私の裏を見せれば嫌いになるのはもちろんだけど、きっと理解できないわ。表の幻想に固執されるのがオチよ」


    　冬ふゆ上がみはそう告げて、背を向ける。


    「あーあ、変なこと言っちゃったかしら。遠とお見みくん、私先に戻っているわね。お汁しる粉こがぬるくなっちゃうと勿もつ体たい無いし」


    「あ、おい冬上」


    　歩き出そうとした冬上に僕は慌あわてて言葉を投げる。


    「何？」


    「いや……山崎は、たぶんそんなに浅い奴じゃないよ。それに裏も表も変わっていくもんだと思う。確かに冬上のことは苦手だけど、今の冬上は――そんなに嫌いってわけでもない……気が、する」


    　冬上はそれを聞いて「ふふっ」と微笑ほほえんだ。


    「遠見くん、そんなことを言われたら好きになっちゃうわよ？」


    「なっ……」


    　その台詞せりふと微笑みが一瞬あいつともダブり、顔が紅潮する。そんな僕を見て冬上は肩を揺らして笑い、機嫌良さそうに去っていった。そして彼女と入れ替わりに辺りをきょろきょろと見回しながら友とも月づきがやってくる。


    　僕を捜しているのかと思ったが、どうもそんな様子ではない。まるで何かを警戒しているような……。


    「友月、どうしたんだ？」


    「あ、啓けい介すけくん。ううん、大したことじゃないんだけど……」


    　近づいて声をかけると、友月はまだ周囲に視線をやりながら、張り詰めた声で答える。


    「もしかして、まだ誰かに見られてる気がするのか？」


    　そう尋ねるが友月は曖あい昧まいな表情で首を捻ひねる。


    「そう……なの、かな。でもさっきとは、違う感じ」


    　不安そうな友月を見ながら考える。視線を感じるというのは僕にもある。だけどそれは元々、視線を気にしていることが前提だと思う。普段はそんなもの気に留めない。


    「なあ友月、何か心配事でもあるのか？」


    「えっ？」


    　僕の問いに友月はびくっと身体を震わせる。


    「ど、どうして？」


    「えっと……何となく」


    　頭を掻かきながらそう答えると、友月は困ったような表情を浮かべた。


    「ちょっと……ね。あ、でも《家》のことだから、啓介くんは気にしなくていいよ」


    　あ……そういえば先週友とも月づきは家の用事で街を離れていた。思い返せば帰ってきてから少し様子がおかしかったかもしれない。


    「そっか……でも一人じゃ手に余るようだったら、ちゃんと相談してくれよ。友達なんだからさ」


    「友達……」


    　友月はその言葉を何故か反はん芻すうした。


    「どうかしたか？」


    「ううん、ただ今の私には、それよりも気になっちゃうことがあるから――たぶん《家》のことなんて小さな問題なんだと思う。だから大丈夫」


    「何だ、他にも悩みがあるのか？」


    　その問いに友月はどこか切なげに頷うなずく。


    「うん、でもそれは――啓けい介すけくんには絶対に相談できないこと」


    「そ、そうなのか……」


    　予期せぬ友月の拒絶にショックを受けるが、彼女は気にした風もなく微笑ほほえんだ。


    「啓介くん、早くジュース買って戻ろ。さっきのもたぶん気のせいだと思うから」


    「あ、ああそうだな。じゃあ僕は宮みや島じま用にこれ買うから、友月は陽ひ名なちゃんの分を買ってあげてくれ」


    　そう言って僕はお汁しる粉この隣にあったコーンポタージュ缶（当然ホット）を指差す。


    「え、こんな暑いのに、そんなの選ぶの？　でも七月なのにまだこんなのあるんだ。売れ残り……かな？　啓介くん、意地が悪いよ」


    　僕に向けて苦笑を浮かべる友月。


    「僕は負けず嫌いなんだ」


    　先程の冬ふゆ上がみを真似て僕は告げると、硬貨を入れてぽちっとボタンを押した。


    



    　騒がしい時間はあっという間に過ぎる。


    　ボウリングの次に行ったゲームセンターでは友月と冬上が同じクレーンゲームの景品に目を付け、お互い大量の百円硬貨を消失した挙あげ句く決着には至らなかった。だが冬上が友月とあからさまに張り合う様子は、山やま崎ざきたちに対してもある程度取り繕つくろうのを止やめたようにも窺うかがえた。もしかしたら僕の言葉を少しは信じてくれたのかもしれない。


    　その後、女子主導のショッピングに付き合い、宮島オススメの軽食屋で夕食を摂とり、最後はカラオケを歌い、長いようで短かった一日を締め括くくった。


    「うーん、歌った歌った」


    　山崎が伸びをしながら満足げに呟つぶやく。


    　僕ら六人はすっかり暗くなった街を並んで歩いていた。大音量の空間に長い間いたせいで音が遠く感じる。


    「まさか……赤とんぼに負けるなんて」


    　冬ふゆ上がみは笑みを引きつらせながらブツブツと言葉を発している。友とも月づきに歌の得点で勝負を挑み、返り討うちにあったのがよほどショックだったのだろう。勝った友月は対照的に上機嫌だ。カラオケではその一曲しか歌おうとしなかったが、十分満足したらしい。


    「それにしても宮みや島じまさんの歌はすごかったですねー」


    　横を歩く陽ひ名なちゃんが、そう話しかけてきた。


    「ああ、あいつは自称七色の声こわ音ねって特技を持ってるからな。大たい抵ていの曲は歌いこなせるらしい。な、宮島？」


    　僕がそう言って宮島に同意を求める。


    「お、おう」


    　だがその宮島はやけに甲かん高だかい声で答える。ソプラノ歌手のような女声だ。


    「どうしたんだ、まだモノマネの続きか？」


    「いや……違うんだ。色んな声を使いすぎて、元の声を忘れた」


    　宮島の予想外の返事に皆呆あつ気けに取られ、次の瞬間一斉に吹き出した。


    「み、宮島……そ、それはないだろ……」


    　山やま崎ざきが腹を抱えて笑いながら告げる。不機嫌だった冬上も心底おかしそうに表情を崩していた。


    「あ、でも宮島さん。その声で歌っていた曲、すごくよかったです」


    　くすくすと笑いながら陽名ちゃんが言う。


    「あー、あれか……」


    　僕は思い出す。その歌は耳に残っている。独特のメロディーラインと、何より歌詞が印象的だった。記憶を探らなくても、まだ歌声が頭の奥で流れ続けている――。


    



    　　　雨が降る


    　　　雨が来る


    　　　私の傘かさは破けている


    　　　骨に沿って裂けている


    　　　弱い雨ならそれでいい


    　　　この傘でも歩いていける。


    



    　　　でも


    　　　強い雨


    　　　これじゃ傘かさは役に立たない


    　　　雨はきっと私を濡らす


    　　　服が重くなり


    　　　体が重くなり


    　　　骨が重くなる


    　　　そして私は止まってしまう


    　　　だからここから動けない


    



    　　　けど


    　　　小さな傘


    　　　私の手を引く誰かの手


    　　　重なる傘が道を開く


    　　　足が軽くなり


    　　　体が軽くなり


    　　　心が軽くなる


    　　　次の場所まで共に行こう


    　　　並んでいれば雨は遠い――


    



    　妙に心を揺さぶれる歌詞だ。何となくだが、一人じゃないという心地にさせられる暖かさがある。


    「そうだな。宮みや島じまの歌唱力が高かったのは確かだけど、それ以上に曲がよかった。えっと、誰の歌だっけ……」


    　僕が同意して呟つぶやくと、山やま崎ざきが信じられないという顔でこちらを見た。


    「遠とお見み……まさかお前……珠す洲ず里りユヤを知らないってんじゃないだろうな？」


    「すずり、ゆや？　んー……なんか聞いたことあるような」


    「おいマジかよ。世情に疎うといのも大概にしとけよな。今や超有名な歌姫だろうが。しかもこの街出身の」


    「そ、そうなのか。いや、さすがに曲は聴き覚えがあったぞ。ただ名前まで知らなかっただけだ」


    　ぼくの言葉を聞いた山崎は呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。


    「あのなあ、そもそもこの数日、教室じゃあユヤの話題でもちきりだったろ。この街でチャリティーコンサートを開くってさ。凱がい旋せんライブだぜ」


    　そんなことを言われても全く聞き覚えがない。まあ最近は授業ですら上の空だったのだ。噂うわさ話ばなしなど耳に届いていなかったのだろう。


    「知らなかった……。でもどこでライブなんてやるんだ？　駅ビルの大階段とかか？」


    「そんなちゃちぃ場所じゃねぇよ。ほら、駅前の大通りをずっと東に行くと図書館やら美術館が固まってる一角があるだろ。あそこに新しくコンサートホールができたんだよ。そのオープニングイベントも兼ねてるのさ。言っとくがチケットなんてとっくの昔に完売だぞ。行こうなんて思っても無駄だからな？」


    「はは……大人気だな」


    「当たり前だ。言っとくがそこいらのアイドル歌手と一緒にすんじゃねぇぞ。ユヤは歌姫だ。アーティストってのは、ああいう人のことを言うんだよ」


    　完全に心しん酔すいした瞳で語る山やま崎ざきに「あ、ああ」と曖あい昧まいに頷うなずく。こいつ……完全に信者だ。


    「ふふ、珠す洲ず里りユヤには熱狂的なファンが多いのよ。おかげで地元の人に向けたコンサートだったのに、チケットはほとんど他県の人たちに買い占められたって聞いたわ」


    　冬ふゆ上がみが山崎に目をやりながらそんな補足を入れた。


    「へぇ……何か残念だよな、それ」


    「人って自分のことしか考えないから仕方ないわよ。視野が狭せばまってる人間なら特にね。求めることに必死で、与える人の気持ちなんて考えないんだから」


    　冬上は冷ややかな意見を軽い口調で告げる。それに同意したのは意外なことに友とも月づきだった。


    「――うん、どうしてあんなに……欲しがるんだろう、ね」


    　友月は僕らの会話に加わったようでいて、実際はどこか遠くを見ていた。


    「友月さん？」


    　冬上は名前を呼ぶが、物思いに沈んでいるのか友月は反応を返さない。だがその横顔には翳かげりがあり、僕は不安な心地を抱きながら周囲を見回す。


    　今日、友月が口にしていた視線は今も特に感じない。だが街を、僕らを包み込む闇の中に、誰かが息を潜ひそめているかのような気がして、僕は唾つばを飲み込んだ。


    



    
      ２

    


    



    「遠とお見み、そんじゃまた明日なー」


    　女子寮まで友月たちを送り、山崎たちとも男子寮棟前で別れた僕は、遠ざかる二人に手を振り返して寮の中へ入る。


    「はぁ……」


    　自然と溜ため息いきが漏もれる。それは今日一日の疲れのせいでもあったが、寮へ帰ってからに対する憂ゆう鬱うつの現れでもあった。


    「ん？」


    　入り口にある郵便受けの前を通り過ぎようとしたとき、僕の部屋番号が記されたポストから手紙が覗のぞいているのに気づく。カラフルな縁取りの封筒……エアメール？


    　差出人の名前を確認するまでもなく、誰からの手紙か分かった僕は微笑ほほえむ。帰ってこれを見せれば、あいつはきっと喜ぶだろう。


    　そう、今日はあいつ――アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトは留守番。いつもなら半透明で頭上に浮いているのだが、今は部屋にいるはずだ。オウルの一件で別行動は危険だと理解してはいたが、そうせざるを得なかった。何故なら――。


    「ただいまー」


    　僕は自室の前に辿たどり着き鍵かぎを開けると、中へ呼びかける。


    「…………」


    　しかし奥からの返事はない。まさかと思いつつ、僕は靴くつを脱いで部屋に入る。そしてベッドの上で眠る金髪の少女を見つけて目を丸くした。


    「もしかして……朝からずっと寝てるのか？」


    　そう――それは今け朝さのことだった。目覚めた僕の傍かたわらでアリッサが寝息を立てていたのだ。しかも実体化したままで。それは僕にとって驚くべき出来事だった。疲労や睡眠などで意識が保てなくなれば実体は維持できなくなるはずなのに……。


    　事実、僕はアリッサが眠りにつくと同時に姿を消してしまうのを何度も見ている。朝は何とかしてアリッサを起こそうとしたが、目覚める様子はなく、仕方なく書き置きを残して出かけたのだ。


    「おい、アリッサ？」


    　家を出る前は、アリッサの悪ふざけかもしれないと軽く考えていたが、今は焦りを覚える。


    「う……ん……」


    　だが今朝とは違い、僕の呼びかけにアリッサは反応を見せた。ゴロンと寝返りをうち、むにゃむにゃと何か寝言を呟つぶやいている。


    「――やっぱり、寝てるだけか」


    　あまりに心ここ地ちよさそうな寝顔に、心配して損をしたと肩を落とす。異常事態ではあるが深刻なものではないようだ。


    「いつまで寝てるんだ。いい加減起きろ」


    　声で起きないならば揺すってやろうと、肩に左手をかける。だがそこに感じた柔らかで温かい華きや奢しやな体たい躯くに、思わず動きを止めてしまう。


    　こんなに無防備なアリッサを見るの……初めてだよな。


    　朝は寝坊したせいで焦っていて深く考えなかったが、こうして寝姿を見せられてしまうと否いやが応おうにも女の子を意識する。


    



    『あたし、ケースケのことが好きなのよ。きっとね』


    



    　僕を悩ませ続けるあの台せり詞ふを思い出して、頭を振る。しかし目線は眠るアリッサの顔から外すことができなかった。すぅすぅと寝息を立てるぷっくりとした唇に視線が吸い寄せられる。


    　好き……か。


    　あれは、告白だったのだろうか。だがあれから思い悩んでいるのは僕ばかりで、アリッサは家でも訓練でも普段通り。何ら変わりない。


    「どういうつもりで……あんなことを言ったんだ？」


    　面と向かって言えない台詞をポツリと零こぼす。


    「――あんなことって？」


    「え、そりゃ……」


    　答えかけたところで気づく。いつの間にかアリッサがぱっちりと目を開けていた。


    「うわっ！」


    　僕は慌あわてて肩に置いたままだった手を離すと、ベッド脇から飛びのく。


    「何よ、そんなに驚かなくてもいいじゃない」


    　アリッサは半眼で僕を睨にらみながら伸びをした。


    「あー……よく寝た気がするわ。それでケースケ、あんなことって何よ？」


    　そう言ってアリッサはベッドを下りて僕に詰め寄る。


    「そ、それは……」


    　言葉に詰まり、僕は視線を逸そらす。


    「――なんか最近のケースケはいっつもそう。何であたしに目を合わせようとしないの？　言いたいことがあるんならいいなさいよ。訓練でもずっとぎこちないし……あたし、結構イライラが溜まってるんだから」


    　腰に手を当てて、僕を詰きつ問もんするアリッサ。


    「う……。あ、でも今はそんなことより大事なことがあるんだ。アリッサ、お前な――さっき本当に寝てたんだぞ」


    　アリッサは僕の言葉に眉を顰しかめる。


    「何当たり前のこと言ってるのよ？」


    「いや、当たり前じゃないんだ。アリッサは実体のまま眠ってたんだよ。朝から今まで、ずっと」


    「……そんなわけないじゃない。あたしは意識を保ってなくちゃ実体でいられないのよ。それどころか精神体も維持できない。だから寝るときはケースケを依より代しろにして自己が分解しないようにしてるんだもの」


    　僕が嘘を言っているのだと思ったのだろう。アリッサは不機嫌そうに告げる。


    「それは知ってる。だけど本当なんだ。じゃあ試しにもう一度寝てみてくれよ」


    「あのね、起きたばかりでそう簡単にもう一度眠れないわよ。それにそんなことをしなくても分かるわ。いい、ケースケ？　実体でいるっていうのは案外大変なの。こうやってちょっとでも気を緩ゆるめればすぐ透過体に――」


    　そう言ってアリッサは身体から力を抜いてみせる。


    「ん？」


    　だが変化はそれだけ。僕は訝いぶかしげに首を傾げた。


    「あ、あれ？」


    　アリッサが慌あわてたように自分の身体を見下ろし、次にペタペタと辺りの物に触ふれて回る。


    「触さわれる……どうして……な、なんで？」


    「アリッサ？」


    　もしやと思いつつ僕は声をかける。するとアリッサは表情を引きつらせ、震える声でこう言った。


    「あたし――実体化を解けなくなってる」


    



    「それで……原因は分からないのか？」


    　あれから動どう揺ようするアリッサを何とか落ち着かせた僕はそう尋ねる。ベッドに腰掛けたアリッサは顔を俯うつむけて首を横に振った。


    「分からない……こんなこと普通なら有り得ないのに」


    「うーん、じゃあ体の具合はどうだ？　どこかおかしくないか？」


    「ううん、この数日はむしろ調子がいいぐらいだったもの。今もそう。全然元気よ」


    　確かに最近のアリッサはむやみに活発だった。訓練でも動きが良く、僕が集中できていないことを差し引いても、技にキレがあったように思う。


    「だったら、何でだろうな。まあアリッサに分からないことが僕に分かるはずはないんだろうけど……」


    　さじを投げる僕だったが、アリッサは自分の手の平を見つめて呟つぶやく。


    「でも、そう……調子がいい。調子がよすぎるのよ」


    「どういう意味だ？」


    　そう問うと、アリッサは言葉を選ぶようにしてゆっくりと告げる。


    「この身体を形作っているのは精神……つまりあたしの心そのもの。そしてそれを支えているのが精神力――意思の力。それが……今のあたしには過か剰じように溢あふれている気がするわ。もしかしたら精神力が有り余っているせいで、自意識が曖あい昧まいになっているときでさえ実体でいられるのかもしれない……」


    「ま、まさかそれって、僕から大量に力を吸い上げてるってことか？」


    　恐る恐る尋ねると、アリッサは苦笑を浮かべる。


    「違うわよ。ケースケからはいつも通りの量しか貰もらってないわ。もう慣れちゃって疲労も特に感じないでしょう？」


    「ああ、確かに」


    　ほっとして胸を撫なで下ろす。この前のようにギリギリまで精神力を奪われて動けないことになるのはゴメンだ。


    「だけど理由は予想できても、肝かん心じんの原因が見当つかないわね。とりあえずは精神力を消費するまで、このままでいるしかないかしら」


    　お手上げだと言うように、肩をすくめるアリッサ。


    「そうか……仕方ないな。でもどこか悪いとかじゃなくてよかったよ。この前の戦いではお前、結構無茶してたからさ」


    　美み澄すみさんの力に吹き飛ばされたときなどは、体を明滅させていたほどだ。そのダメージでどこかおかしくなったのかもしれないと考えてしまった。


    　そういや美澄さん、元気だろうか。友とも月づきの紹介で外国の病院に入院したらしいけど……。


    　一週間前、彼女――美澄透とう子こを中心に巻き起こった戦いは、危うい綱渡りのようなものだった。《群れクラウド》の目的が世界の守護者《天使》の復活であることが判明し、その因子保持者であった美澄さんにアリッサが手を下そうとしたのを何とか思い止とどまらせた。顕けん現げんしそうになった天使だけを滅ぼすことにも成功し、事件は一ひと先まず終わったと言えるが謎なぞは残っている。


    　一つはアリッサの体を使う誰かの存在。願う者の味方だと告げ、《群れクラウド》の情報をリークし、美澄さんを殺すようアリッサを唆そそのかしたそいつは、本物の魔術師だった。


    　そして何故か天使復活の鍵かぎとして利用されていたアリッサ。アリッサが接触するたびに天使は目覚めに向かった……。


    「――あ、そうだ」


    　物思いに沈みかけていた僕だが、美澄さんのことで肝心なことを忘れていたことを思い出した。


    「どうしたの、ケースケ？」


    　僕はアリッサへ郵便受けに入っていたエアメールを渡す。


    「これは？」


    「差出人を見てみろよ」


    　きょとんとするアリッサを僕は促す。


    「え――トウコからじゃない!?」


    「ああ、住所を教えておいたんだ。宛名は僕になってるけど、たぶんアリッサが先に読んだほうがいいと思う」


    　僕はそう言って、声を裏返らせて驚くアリッサに鋏はさみを渡した。


    「う、うん。じゃあ開けてみるわ」


    　アリッサは緊張した面持ちで封を切り、便びん箋せんを取り出す。


    「……………………」


    　食い入るように文面を見つめるアリッサ。視線が動き、読み進めるほどにアリッサの表情が柔らかくなっていくのを見て、悪い報しらせではないのだなと安あん堵どした。


    　美み澄すみさんは余命半年と告知された病を患わずらっており、その進行を押し留めていた天使因子がなくなったせいで、再び病と闘っている。三年前は治療困難であったが、現在では試験的ではあるものの治療法が見いだされていたのだ。


    「――トウコ、向こうに着いてからはずっと検査ばっかりで、治療は今週かららしいわ。でも他の人たちに比べてずいぶんいい状態みたい。普通は無理な投薬のせいで体が弱ったり、他の病気にかかっていたりするんですって」


    　アリッサは僕に手紙を手渡して笑みを浮かべる。手紙には美澄さんの近きん況きようが綴つづられていた。アリッサの言うとおり、どうやら合がつ併ぺい症しようを起こしていなかったことが大きなアドバンテージになるらしい。幸さい先さきはいいようだ。生活もオウルが真剣な顔で頼む度たびに、どの人も親切にしてくれるので問題はないとか。


    「いや……あの顔で凝視されたら誰でも親切になるって……」


    　僕は苦笑して小さく呟つぶやく。


    　手紙の最後にはアリッサに向けてだろう、「彼とも仲良くしてくださいね」という言葉が添えられていた。


    　そういえばアリッサは美澄さんに何かを言われて、あんなことを口にしたんだよな。


    　横目でアリッサを見る。遠い異国に思いを馳はせているのか、彼女はボーっと窓の外を眺めていた。


    「なあアリッサ」


    「ん？」


    「その、さ……僕のことで美澄さんと何を――」


    　話したんだ、と尋ねようとしたところで口ごもる。ダメだ、やっぱりこんな直接的になんて聞けやしない。


    「もう、何よケースケ。また目を逸そらして……。いい加減限界だわ、こうなったら力に訴えるしかないかしらね」


    　アリッサは「てりゃっ」と叫んで僕に飛び掛かってきた。


    「お、おい、うわっ！」


    　意表を突かれた僕は敢あえ無く床に組み伏されてしまう。


    「さあ聞かせてもらうわよ。あたしに何を隠してるの？」


    　馬乗りになって顔を近づけてくるアリッサ。


    「な、何も隠してなんかない。それよりこの体勢は色々と不ま味ずいって！」


    「不味いって何がよ？」


    　本当に分からないらしく、アリッサは首を傾げる。一向に退のこうとしないアリッサに僕はとうとう業ごうを煮やして叫んだ。


    「だからお前さ、好きだって言ったろ――僕のことを。なのに、こんなことを平気でしてくるな！　お前は恥ずかしくないのかよ？」


    　それを聞いたアリッサはポカンと口を開けた。


    「恥ずかしい？」


    「ああ――そうだよ。こうなったら白状するさ。僕の態度がおかしく見えたんだとしたら、それはお前が僕のことを好きだなんて口走ったからだ。冗談だったんなら、撤てつ回かいしてくれよ。おかげで僕はずっと悩んでるんだから」


    　恐らくあれは僕をからかったのだろうと結論付けて告げる。だがアリッサは予想外の反応を示した。


    「恥ずかしくて……悩んでたんだ……ケースケ、そんなに嫌だったのね……」


    　急に声のトーンを低くして、落ち込んだ様子のアリッサに僕の方が慌あわてる。


    「え、ええ!?　い、いや、そういう意味じゃなくてさ。えっとさ、好きって言われたらさ、その先に色々考えるだろ？　だから恥ずかしいんであってさ、決して嫌なわけじゃ……。それに悩むのはかなり重大な選択なんだから当たり前だし……」


    　たどたどしく何とか言い繕つくろうとアリッサは不思議そうな表情になる。


    「その先に色々？　好きだったら何かするの？　何かを選ぶの？」


    「え……？　そりゃあ――」


    　頭には様々なことが浮かぶものの、それを口に出せるわけがない。そんな僕の困った様子を見てアリッサは考え込んだ後、ポンと手を打った。


    「えっと……つまりケースケはあたしが好きって言ったことで何かすると思って、それが恥ずかしかったのね？　そして好きって言われたら何かを選ばなきゃいけない。それで悩んでいたってことかしら？」


    「あ、ああ」


    「そうだったのね……好きだったらすることがあって、何かを選ぶんだ……。それはトウコに聞いてなかったわ」


    　アリッサのその台詞せりふで、僕は互いの認識が決定的に食い違っていたことを知る。


    「なんだ……お前、結局は好きってどういう意味か分からず言ってたんだな」


    　安あん堵どの溜ため息いきを吐ついて僕は呟つぶやく。しかしアリッサは首を横に振った。


    「ん？　それは知ってるわよ。大切で……特別ってこと。最初トウコに言われたときはピンとこなかったけど、この前の戦いでケースケがあたしの前に立ちはだかって――止めてくれたとき、何となく理解できたの」


    　そして目を奪われるような満面の笑みを浮かべて告げる。


    「ケースケは特別よ。だからそれはトウコが言うように好きってことだと思うの」


    　顔が火ほ照てるのが分かる。こんな真正面からそんなことを言われれば仕方がない……が、やはりアリッサは好きということをまだちゃんと理解していない気がした。もちろん僕自身も〝好き〟がどんなものかなど本当は知りもしないのだが。


    　要するに僕の独ひとり相ず撲もうだったってことか。


    　考えすぎだったな。この分じゃ、アリッサも妙なことはしてこないだろうし……。


    「――じゃあ好きだったら何をするか、ケースケのパソコンで調べてみるわね」


    「やめろぉぉぉぉっ！」


    　僕は安息の生活を守るため、パソコンの前に回り込むとパスワードを変更し、さらにネットケーブルを引っこ抜いて後ろ手に隠したのだった。
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    「――どうなんだろうな、会場前で待ってれば見れると思うか？」


    「あ、だったら俺、サイン欲しい！」


    「ばーか、ファンが山ほど来てるんだ。サインなんか無理に決まってるだろ。どうせ裏口から入るに決まってるだろうし、見れやしないって」


    　翌日の月曜、放課後の教室。授業中熟睡していた僕は終業のベルで目を覚ましたものの起き上がる気力が湧かず、机に突っ伏しながら周囲の話し声に耳を傾けていた。


    　確かに山やま崎ざきの言う通り、意識すれば教室は珠す洲ず里りユヤの噂うわさでもちきりだった。コンサートは今週末の土曜らしい。だったら無理もない。僕もカラオケで聞いたユヤの曲を宮みや島じまのモノマネではなく実際に聞いてみたいという気持ちはあった。


    「はん、だったら裏口で張り込むまでさ。他のファンなんて掻かき分けて特攻してやんよ」


    「――やめとけ、今は物騒な事件が続いてるから警備もすげぇだろうし、不審者扱いされたら逮たい捕ほされちまうぞ？」


    「そ、それは……勘かん弁べんして欲しいな――」


    　話し声が遠くなり、聞こえなくなる。教室を出て行ったのだろう。


    　物騒な事件……か。昨日の街頭テレビでも見たが、世界中で暗殺やテロが頻ひん発ぱつしている。それは権力者に限ったものではなく、俳優などの著名人も多く被害に遭あっているそうだ。さらにこの街では通り魔事件が起こってから日が浅い、警備が物々しくなるだろうと予想するのは当然かもしれない。


    「――啓けい介すけくん？」


    　考えに沈んでいた僕の肩をポンポンと誰かが叩いた。


    「ん？」


    　顔を上げると、そこには鞄かばんを持った友とも月づきの姿。


    「今日はずっと寝てたね。山やま崎ざきくんたちは啓けい介すけくんがあんまり起きないから、先に帰っちゃったよ？」


    「いや、しばらく前に目は覚めてたんだけど……もうしばらくまどろんでいたくて……」


    　苦笑しながら僕は答える。


    「どうしたの、寝不足？」


    「ああ……気がかりが一つ解決したと思ったら、別の問題が出てきてさ……勘かん弁べんしてほしいよ」


    　昨夜、アリッサのネット接続を阻止したまではよかったが、代わりにあいつの暇つぶしを奪う結果となってしまった。すると拗すねたアリッサは、起きたばかりで寝れないと言ったにもかかわらず、僕のベッドを占領して不ふ貞て寝ねし始めたのだ。


    　僕は仕方なく床で寝ることにしたものの、実体のままのアリッサが気になって寝付けなかった。眠りに落ちようとするたびに、アリッサの小さな寝言や呼吸音に意識を引き戻され、一いつ睡すいもしていない。


    「そうなの……」


    　友月は何か聞きたそうな顔をしたが、口にしたのは結局短い相あい槌づちだけだった。だが友月にはアリッサの異常を説明しておいた方がいいと思い、僕は昨日のことを語る。


    「――え、アリッサさんが？　じゃあ今もここにはいないんだ……」


    　話を聞き終わると、友月はそう言って驚く。


    「ああ、透明になれないなら一緒にいることもできないし今日は留守番だよ。でも訓練はやるだろうから、そろそろ行こうか。睡眠も取れて、何とか元気も出たしな」


    　僕は手早く帰りの支し度たくを済ませると、友月と共に教室を出る。


    「じゃあ、今日は一度寮に寄ってから行くの？」


    「そうなるな、姿を消せないアリッサを男子寮から連れ出すのは難しいから、窓から飛んで出てもらわなきゃいけないけど……」


    　階段を下り、一階の廊ろう下かを下駄箱に向かって歩きながら友月とそんな会話をしていると、バタバタと慌あわただしい音が前から響いてきた。


    「あれ、山崎くんたち……かな？」


    　友月がそう呟つぶやく。


    　確かにこちらに向かって駆けてくるのは、先に帰ったはずの山崎と宮みや島じまだった。


    「どうしたんだお前ら。帰ったんじゃないのか？」


    　声を掛けると二人は僕らの前で急停止し、興奮した様子で語りだす。


    「いや、今な、下駄箱ですげぇニュースを聞いたんだよ」


    　山やま崎ざきの目はきらきらと輝いている。


    「ニュース？」


    　すると今度は宮みや島じまが口元を手で隠しながら内緒話をするようにこう告げた。


    「ああ、なんか帰りがけの奴らが噂うわさしてたんだけどな、図書室に見たこともない美少女がいたんだってよ！」


    「見たこともない……美少女……？」


    　どこか嫌な予感を覚えながら、僕は鸚おう鵡む返がえしに問う。


    「おう、金髪の華きや奢しやな子だってさ。だけどこの学校に留学生とかいたかな……」


    　山崎の答えに冷や汗が頬を伝った。まさか――。


    　僕は友とも月づきと顔を見合わせる。同じ想像に至ったことを確認した僕らは図書室に向かって走り出す。あまり利用することはないが、図書室は一階の突き当たりだったはずだ。


    「お、おい待てよ遠とお見み！　抜け駆けはずるいぞ！　あ、友月さんまで――」


    　後ろから追いかけてくる非難の声を無視して図書室に飛び込むと、中は思った以上の生徒で溢あふれていた。いや、単に入り口で足を止めているだけだ。恐らく図書室に入った途端、あいつを見つけてしまったのだろう。


    「――ねぇ、あれ誰かしら？」


    「知らない。だけどあんな目立つのに見覚えがないのは変よね……転校生かしら？」


    　ひそひそと囁ささやき交わす生徒達の視線を辿たどる。するとそこに僕の予想通り、椅い子すに座って本を読む――制服姿のアリッサがいた。


    「何やってるんだあいつは……」


    　額を押さえて、僕は呟つぶやく。


    　だけど、どうする？　連れ出すか？　でもそれじゃ目立つな……友月に呼んできてもらうのが一番いいかもしれない。


    　しかしそれを友月に伝えようとする前に、図書館の静寂を破る大声が響き渡った。


    「あっ、ケースケ！　もしかしてもう学校が終わる時間？」


    　ビキッと全身が凍りつくのを感じる。僕の名前を知らない生徒達はきょろきょろと辺りを見回すが、遅れてやってきた山崎と宮島は僕へじっとりとした視線を向けた。


    「――なんだ遠見、まぁたお前の知り合いか？　最近、ずいぶんと女に縁があるじゃあないか……」


    　殺気混じりの声に震えが走る。だがそんなことはお構いなしにアリッサは本を棚たなに戻すとこちらに歩いてきた。


    「ここ、いいわね。びっくりするほど色んな書物があるじゃない。面白い本が多くて時間を忘れちゃったわ」


    　そう言うアリッサの腕を僕は左手でがっしりと掴つかんだ。


    「――逃げるぞアリッサ」


    「へ？　きゃあっ！」


    　針のように突き刺さる視線地獄から逃のがれるべく、僕は駆け出す。それにアリッサがこの学校の生徒かどうか詮せん索さくされると非常にまずい。


    「あ、待って、啓けい介すけくん！」


    　友とも月づきも慌あわてて僕たちに続く。


    　どうしてこうも心の休まる暇がないのだろう。僕は走りながら、今度山やま崎ざきたちから受ける追及を想像し、明日は学校に行きたくないなと胸中で嘆いた。


    



    「お前な……なんだってあんな場所にいたんだよ？」


    　注目を集めながら校門を走り抜け、人通りの少ない小道にアリッサを引っ張り込んだ僕はようやく足を止める。そして息を整えつつアリッサを詰きつ問もんした。友月も肩で息をしながらアリッサを見つめている。


    「え？　だって姿を消せないにしても、あまり離れているのは得策じゃないでしょ。だからケースケの授業が終わるまで学校で待つことにしたのよ。落ち着ける場所も見つけられたしね。少し調べものをしたかったからちょうどよかったわ」


    　あっけらかんと答えるアリッサに頭痛を覚える。


    「だからって目立ちすぎだ。よく不審に思われなかったな……。先生に声を掛けられなかったのか？」


    「昼過ぎからずっといたけど、誰にも話しかけられなかったわよ？　というか誰もいなかったし。静かでよかったんだけど急に雑音が増えてきて、どうしたのかしらって思ったらケースケを見つけたの」


    「はぁ……そりゃ運がよかったな。不幸中の幸いか」


    　安心する僕を見て、アリッサは表情に疑問を浮かべる。


    「えっと……あたし、何かマズいことしたかしら？　この服を着ていれば、学校に入ってもいいルールじゃないの？」


    　制服のスカートを摘つまんで眺めながら首を傾げるアリッサ。


    「あ、あのね、アリッサさん。確かに学生は制服を着なきゃいけないけど、制服を着たからって学生になるわけじゃ、ないの」


    　友月が横からアリッサの勘違いを指摘する。


    「そうだぞ。仮に学生だったとしても授業中に図書室へは行かない。サボりには生活指導っていう罰ばつ則そくがあるから、これもルール違反だな」


    「る、ルール違反……」


    　ルールという言葉に弱いアリッサは、ショックを受けたようにうな垂だれる。


    「だったらもう、あの部屋には行ったらダメなのね……」


    　とても残念そうに呟つぶやくアリッサ。少し可哀想な気もするが、また今日のような騒ぎを起こされては堪たまらないので頷うなずく。


    「――そっか、まあいいわ。一応目的は果たせたから」


    　だがアリッサは気持ちを切り替えたように明るく笑った。


    「目的？」


    「そう、言ったでしょ？　知りたいことがあるって。ケースケ、ミユ、今日は訓練の前にちょっとやりたいことがあるの。いいかしら？」


    「別に構わないけど……」


    　僕は訝いぶかしく思いながらも了りよう承しようし、友とも月づきもコクンと首しゆ肯こうした。


    



    　駅前から東西に伸びる大通り、西に行けば繁華街が広がり、対して東は大学や美術館などが立ち並ぶ文化的な街並みが広がっている。


    　にぎやかな場所を歩きたい。理由は分からないが、それがアリッサの頼みだった。


    　そんな訳で僕らはぶらぶらと目的地もなく駅前まで移動し、そこから何となく東へ向かっている。


    　左隣を歩くアリッサは先ほどからチラチラとこちらに視線を向けてくるが、何故かずっと黙ったままだ。どこまで歩くつもりだろう。


    　右にいる友月も様子がおかしい。そわそわした様子で周囲を見回している。だがアリッサとは違い、その理由に見当がついた僕は友月に話しかける。


    「また……か？」


    「うん……やっぱり人通りが多い場所に来ると、視線を感じる。ごめんね、過敏になりすぎているの、かも」


    　友月の緊張した表情を見て、やはりたとえ《家》のことであろうと事情を聞いた方がいいのかもしれないという思いが生まれる。


    「なあ友月――」


    　だが僕がそれを友月に切り出そうとした瞬間、予想を遥はるかに超えた出来事が起こった。


    「け、ケースケっ！　き、今日もいい天気ねっ」


    　アリッサが素すっ頓とん狂きような声で間の抜けた話題を口にしながら、僕の左腕に抱きついてきたのだ。


    「お、おい、アリッサ？」


    　腕に押し付けられる柔らかな感触に、思考回路がショートして僕は硬直する。道のど真ん中で立ち止まった僕らを、通行人が横目で見ながら通り過ぎていく。


    　友とも月づきも足を止め、呆あつ気けに取られたような顔でこちらを見ていた。


    「～～～～～～～～～～～～～～っ！　やっぱり……無理！」


    　アリッサは僕の左腕を抱えたまま顔を赤くし、声にならぬ声を発していたが、唐とう突とつにそう叫んで僕を突き飛ばす。


    「うわっ！」


    　よろめいて地面に尻しり餅もちをついた僕は全く理解ができないまま、顔の赤いアリッサを見上げる。


    「な、何であたしが、あんたにこんなことしなきゃいけないのよ！」


    　アリッサは目の端に涙を浮かべて僕に指を突きつける。


    「いや――それは僕が聞きたいんだけど……」


    　そう言葉を返すとアリッサは気まずそうに目を逸そらす。


    「だ、だってそう書いてあったんだもの――」


    「は？」


    「でもやっぱりやめ！　さ、もう訓練に行くわよ！」


    　こちらに背を向けて、今来た道を戻りだすアリッサ。僕は慌あわてて立ち上がりながら、その後を追う。


    「いったい何だったんだ？」


    　頭を掻かきながらそう呟つぶやく僕を友月が横から窺うかがうように見上げて、おずおずと声をかけてきた。


    「ね、ねえ啓けい介すけ……くん。聞いても――いい？」


    「友月？　ん、何をだ？」


    　僕が問い返すと、友月は視線を下へ向けてこう尋ねた。


    「あ、あのね……もしかして啓介くん……アリッサさんと付き合うことに、したの？」


    「な――」


    　思いもしなかった問いに僕は絶句する。


    「前にその……告白されてたし……今のも――」


    「い、いや違うって！　あの発言は友月が思ってるような告白じゃなかったんだ。だから付き合うも何もあったもんじゃないし、さっきのは僕にも何がなんだか……」


    「そ、そうなの？」


    　僕が誤解を解こうと焦りながら説明すると、友月は俯うつむいていた顔を上げた。


    「ああ、それにアリッサは付き合うとかいう概がい念ねんがよく分かってないみたいだしな」


    　すると何故か友月はほんの少し表情を明るくした。


    「なんだ、そうだったの……」


    　どこか嬉うれしそうに呟く友月。


    　目の前の信号が点滅し、僕らは立ち止まる。だが話していたせいで前を歩くアリッサとの距離が開いており、既に横断歩道の中ほどにいたあいつは先に向こう側へと渡ってしまった。僕らが付いてきていないことに気づいたのか、振り返り「何してるのよ！」と叫んでくる。


    　僕はすぐに行くからと手を振り、信号が変わるのを待つ。大通りを行き交う車が撒まき散らす排気ガスが煙たくて、ごほごほと咳せきをする。


    　トン――。


    



    「――え？」


    



    　それは、唐とう突とつだった。


    　雑ざつ踏とうと車のエンジン音に紛れて、確かに驚いたような友とも月づきの声を聞いた。


    　そして何故か――僕の前に友月の背中が見えた。


    　おかしい。僕は信号待ちをしている人々の先頭に立っている。僕より前の空間は車の占有道路。そこに友月がいるはずがない。


    　だがそんな僕の認識を裏切るように、友月は車が行き交う道へよろめき出て行く。


    　そこでようやく僕は現実を把は握あくした。


    「友月っ!!」


    　声を上げて左腕を伸ばす。友月もバランスを崩くずしながらも振り向き、助けを求めるように僕へ手を伸ばした。


    　届けっ！


    　左手が友月の指先に触れる。


    「このっ！」


    　一歩踏み出してあと少しの距離を詰めると、僕はがっしりと友月の手首を握り締め、全力でこちらへ引っ張った。


    「きゃっ!?」


    　勢いで歩道側に倒れてしまうが、僕は友月を腕の中に抱きとめる。


    　通りが広かったことが幸いし、車線にはぎりぎり踏み込まなかったようで、車は何事もなかったかのように目の前を通り過ぎていった。


    　信号が青になり、周囲の人々は僕らを見下ろしながらも、自分たちには無関係のことだというように歩き去っていく。


    「ミユ！　ケースケ！」


    　そこにアリッサが顔を蒼そう白はくにして横断歩道を渡ってきた。きっと僕もあんな顔をしているのだろう。


    　今更ながら心臓が早鐘を打ち始め、僕は大きく息を吐いた。


    「大丈夫か、友月？」


    「うん――」


    　友とも月づきは放心した様子で機械的に頷うなずき、こう続けた。


    「そう……やっぱりあの人たちは――私を……」


    　ぎゅっと僕の制服を握り締めて呟つぶやく友月は、静かな嘆きを瞳に宿していた。


    



    
      ４

    


    



    　先ほどの横断歩道近くにあるバス停。バスは行ったばかりらしく、停留所はガラガラだった。


    　表情を険しくしている友月を空いていたベンチに座らせ、僕は真剣な口調で話しかける。


    「なあ――さっきのあれ……まさか後ろから突き飛ばされたのか？」


    　友月ははっきりと首を縦に振る。


    「お、おい、それって友月を誰かが殺そうとしたってことじゃないか！」


    「うん――そうみたい。本当に……こんな手段を取るなんて、ね」


    　その台詞せりふにアリッサが気け色しきばむ。


    「ミユは犯人に心当たりがあるの？　教えなさい、あたしが取っ捕まえてやるんだから」


    　今にも飛び出して行きそうなアリッサに友月は曖あい昧まいに頷く。


    「首しゆ謀ぼう者しやの心当たりは、ある。だけどさっき私の背中を押したのは、たぶん顔も名前も知らない人よ。きっとあの人たちが雇った誰か。視線を感じてから、ずっと注意していたのに……ほんの少し気を緩ゆるめた隙すきを――突かれた。もしかしたら本物の殺し屋、かも」


    「殺し屋だって!?　いったいどうなってるんだ？　ちゃんと説明してくれ、友月」


    　僕がそう頼むと、友月は躊躇ためらうように顔を俯うつむかせたが、やがて「うん」と呟いた。


    「本当は私一人の問題で、私だけで解決しなきゃいけなかったのに……巻き込んで、ごめんね。今の私には魔術だってあるから、何とかなると思ってたんだけど……」


    「仕方がないわよ、ミユ。魔術は精神で使うものなんだから。心の隙すきを突かれたら、いくら未定義魔術を使えるミユでも対応できないときがあるわ。いいからあたしたちも頼りなさい」


    　アリッサがそう言って促すと、友月は「――はい」と頷きゆっくりと語り始めた。


    



    「一週間前――啓けい介すけくんたちが、オウルさんと戦っていたとき、私は街を離れていたよね？」


    「ああ、電話が掛かってきて確か家の用事とかで……」


    　僕が頷くと友月は表情を曇らせる。


    「啓介くんたちには《家》――友月家に深く関わって欲しくなくて、事情は黙っていたけど……あれは友月家の現当主が危き篤とくに陥おちいったっていう報せだったの」


    「危篤……亡くなった……のか？」


    「ううん、何とか持ち直したわ。だけどもう長くないことは確かで、後継を決めるための親族会議が開かれたの。でも啓けい介すけくん……こんな瀬せ戸と際ぎわになるまで跡継ぎが決まっていないなんて、変でしょ？」


    「そうだな……何か揉もめていたのか？」


    「うん、ちょっと今の友とも月づき家は事情が複雑でね。何人もの次期当主候補がいるの。当然、誰も譲ゆずらないから、いつまでも決まらない。だけどそんな醜みにくい争いに、何故か病床にある現当主の一声で私が加わることになった」


    「友月が？」


    「うん……私は本来、除外されるはずの立場だったのに……第一候補に据えられた。友月家にとって――〝血〟が一番大切なんだと告げられて……」


    　友月は苦笑を浮かべながら自分の白い手のひらを見つめる。


    「もちろん私は――辞退することを親しん戚せきたちの前で、告げたわ。くだらない争いに巻き込まれるのは嫌だし、陽ひ名なさんからの報せを聞いていたから早く帰りたかった。だけど……それを素直に信じてはくれなかったみたい。さっきの出来事は――その答え」


    　そう言って肩を竦すくめる友月。


    「要するに、利権や財産の相続争い、か……」


    　魔術絡みの事件とは違う、もっとリアルでドロドロとした闇を感じる。


    「そう、だからね――本質的に解決するには、結局私がどうにかするしか……ない。黙っているのも心配かけるだけだと思って話したけど、啓介くんたちにできることはあまりないの。それに……友月という家には関わらない方が、いい」


    　弱弱しく笑ってみせる友月に、僕は踏み込めないものを感じた。だがアリッサがそれを否定する。


    「確かに、ミユの問題をあたしたちが直接解決することは無理みたいね。だけど今できることはたくさんあるわ。まずはミユを突き飛ばした犯人を捕まえるのよ。そうすれば一ひと先まず危険を取り除けるし、現状を打開する糸口を掴つかめるかもしれない」


    　前向きなアリッサの案に僕も同意する。


    「そうだな……とりあえず友月を狙っている奴が近くにいるのなら、そいつを何とかしよう。だけど問題はどうやって探し出すかだけど……友月、今も視線を感じるか？」


    「うん、まだ見られているような気がする……。でも大丈夫――私、犯人を見つけられるから。今までは直接手出ししてこなかったけど、犯人は私を攻撃した。啓介くん、忘れてる？　私の魔術は……復ふく讐しゆうに向いているの」


    　気弱な笑みをかき消して、友月が暗く怜れい悧りな表情を浮かべた。


    「先手は取られたけど、今度は私たちが狩り出す番。啓介くん、アリッサさん、お言葉に甘えて協力、お願いします」


    「あ、ああ」


    　そんな友とも月づきに圧倒されながら頷うなずく。


    　そうだ、友月は以前のように脆もろくはない。僕は友月の中に、様々なことを乗り越えて得た芯の強さを感じていた。


    



    「――奪うは幸福。眩くらき赤の満ちる底、痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王」


    　人目を避けて入った裏道に、友月の厳おごそかな詠えい唱しようが響く。


    「受けし刃やいば、貫かれし穂先の残影、悪意の虚うろ。仮かり初そめに舞え――」


    　そして友月は片腕を持ち上げると、力強く告げる。


    「痛みの片蝶ペインピース！」


    　すると掲げた指の先に赤い光点が生まれ徐々に大きくなり、ひらひらと舞う蝶ちようの姿となった。


    「これは……どういう魔術なんだ？」


    　紅あかい蝶を見上げながら僕は友月に問う。


    「この蝶は、私に触れた悪意。それを具現化したモノ。私を攻撃した人の場所に案内してくれる。昔……私が無意識で復ふく讐しゆうに使っていた未定義魔術に近いものなの。あれは具現化した悪意が直接危害を与えるものだった。強力なんだけど制せい御ぎよが利かないから、今回はこっち」


    「そっか、だったらあの蝶を追いかければいいんだな？」


    　コクンと頷く友月。


    　蝶は一定の高度を保ちながら、どこかに向かって飛んでいこうとしている。その先に友月の命を狙ったやつがいる。


    「行くわよ、二人とも！　見失っちゃうわ」


    　アリッサが僕らを急かし、早足で歩き出す。


    「――気をつけて。本当に殺し屋だったとしたら、油断できない」


    　後に続きながら友月が言う。


    「わかってるわよ。でもこの中じゃケースケが一番不安ね」


    　アリッサがそう答えて僕を見た。


    「……さっき僕も《備え》はした。いざってときに足手まといにはならないよ」


    　右手を振ってみせながら僕は笑う。


    　そして――相手の姿が見えない追跡劇が始まった。


    



    　タッタッタッタ――。


    　狭い路地を勢いよく駆け抜け、人通りの多い道はできるかぎりの早足で蝶を追いかける。


    「ケースケ、また曲がったわ！」


    　これで何度目だろう、蝶ちようは角の向こうへ消える。見失わないように足を速めながら僕は違和感を覚えていた。


    「――ちょっとおかしくないか？」


    「何が？」


    　僕の言葉にアリッサが首を傾げる。


    「もう十分以上は追いかけてる。でも蝶は道を曲がり続けて、僕らは駅前をぐるぐる走り回っているだけだ」


    「それは……相手も逃げてるからじゃ、ない？」


    　横から友とも月づきが告げた言葉に頷うなずく。


    「ああ、だろうな。だけど変だろ？　蝶の動きからみて、相手はまっすぐ逃げずに何度も角を曲がってる。まるで僕らから離れようとしていないみたいだ」


    「――確かに、そうだね。距離を取るんじゃなくて、死角に回り込まれてる感じ……」


    「ってことは……相手は今も僕らの監視を続けてるってことだよな。友月、視線を感じるか？」


    「うん。見られているような気はする……あくまで何となくだけど」


    「仮にそうだとしたらだ。相手がこっちを見ているなら、こっちからも相手が見えるはずなんだよ。でもこれだけ急いで追っているのに、見える範囲に慌あわてて逃げていくような怪しいやつはいない……よな？」


    　道を曲がり、蝶を再び視界にいれた僕らは歩調を緩ゆるめながら、周囲を見回す。アリッサもそれに倣ならう。


    「そうね、ケースケの言うとおり、そんな奴見当たらないわ」


    「だろ？　どんな方法を使っているのか知らないけど、相手は一方的に僕らを観察してるってことになる。そうなると、このまま蝶を追いかけても本当にいたちごっこだ」


    　アリッサがその言葉に眉を寄せる。


    「じゃあ、どうするのよ？」


    「こうなったらもう――あの作戦しかないな」


    「作戦？」


    　きょとんとする友月とアリッサに、僕は小声でその内容を伝えた。


    



    「上う手まく――いくかな？」


    　僕らの二メートルほど上空を舞う紅あかい蝶を見上げながら友月が呟つぶやく。


    「大丈夫。もし相手が僕らの動きを掴つかんでいるなら、今頃大慌てしているはず……」


    　大通りから一筋外れた、雑多な店が軒のきを連ねる通りを僕ら二人は歩いている。そう、二人だ。ここにはアリッサの姿はない。


    　つまり作戦とは二手に分かれるという単純なもの。だけどそれだけに効果は高いはずだった。


    「アリッサと僕は、互いの位置をだいたい感じ取ることができるんだ。だからアリッサは蝶ちようがいなくても僕らの進路が予測できて、逆から回りこめる。たぶんそろそろ尻しつ尾ぽを出すかも――」


    　そう言ったときだ、人ごみの向こうで不審な動きを見せる男が視界に映る。少し先の細い路地から何かに追いつめられるように後退りながら現れ、周囲を見回して早足で反対側の路地へ入っていった。


    　紅あかい蝶が進路を変え、男が消えた細い道へ飛んでいく。


    「友とも月づき、見たか？」


    「――あの人、みたいね」


    　頷うなずき合い、駆け足で後を追う。アリッサの気配を探ると、僕らが歩く方向を変えたことに気づいたようで、行き先に向けて大きく回り込むように移動しているのを感じた。


    「よし、追い詰められる」


    　距離が近づいたためか、スピードを上げた蝶は適確に男をマークし、僕らは迷いなく薄暗く細い道を走りぬけた。そして――。


    「もう、逃げても無駄だ！」


    　誰も立ち入らないような深い街の底、汚い裏道の奥で、僕らはとうとう男と対たい峙じした。道の反対側にはアリッサが仁に王おう立だちし、相手に逃げる場所はない。


    「…………」


    　無言ながら険しい顔で僕らとアリッサを交互に見る男。ニット帽を被かぶった青年だ。どこにでもいるような、無個性な顔立ちと服装。街で通りすがっても間違いなく印象に残らないだろう。蝶が男の頭上をくるくると旋回していた。


    「あんたね、ミユを狙ったのは！　諦あきらめて大人しくしなさい、そうじゃないと痛い目見るわよ」


    　アリッサがそう告げて距離を詰める。僕らも合わせて慎重に男へ近づいていく。


    「………………っ」


    　完全に挟み込まれた男は舌打ちすると、アリッサの方へ向けて駆け出した。女の子一人の方を突破口に選ぶのは当然だろう。だが、そちらはむしろハズレだ。


    「ふーん、抵抗するんだ。まあいいわ。ホントはあたし、痛い目を見せてあげたかったのよ」


    　体当たりで弾き飛ばそうというのか、全身でアリッサにぶつかろうとする男。普通なら体格差がありすぎて、勝負にもならない。しかしアリッサは普通ではなかった。


    　バギィッと鈍い音が響く。アリッサが男を殴なぐり飛ばしたのだ。


    　どさっと僕らの足元に男は落ちて、顔を押さえて呻うめく。恐らく何が起きたのか理解できていないだろう。


    「はー、すっきりした」


    　殴なぐりつけた拳を解いて、アリッサが息を吐く。奥歯が折れて地面に転がっている。やりすぎな気もするが、まあこれで逃げられないというのが分かったに違いない。


    「――あなた、誰に頼まれたの？」


    　倒れた男の前に友とも月づきが立ち、固い声こわ音ねで尋ねた。


    「………………」


    　男は鋭い視線で友月を見上げるが、何も答えない。


    「やっぱり答えてくれない、か。だったらそれはそれで、方法が――」


    　そう言って友月がしゃがみこもうとしたとき、男が動いた。


    　男はすばやく身を起こすと懐ふところに手を伸ばし、黒光りする鉄の塊かたまりを友月の額に突きつける。


    　銃！


    　僕はとっさに銃口の前に右手を翳かざす。


    　サイレンサー付きの銃だったのか、パスッという乾いた音が路地裏に木こ霊だました。


    「な……？」


    　それは、男が上げた驚きよう愕がくの声だった。銃弾は止まっていた。僕の――手の平で。


    　右手を握り締めると、弾は手品のように消失する。僕は男から銃をもぎ取ると離れたところに放り投げ、右手で男の腕を捻ひねり上げた。


    「があああっ！」


    　悲鳴を上げて、這はい蹲つくばる男。力を入れすぎたか？　でも一歩間違えば友月が死んでいたかもしれないと考えると、腕ぐらい折ってやりたい気持ちになる。


    　本当に――備えをしていてよかった。


    　そう、今この腕には《貪れ魔狼デイバウア―》が発現している。僕の右手に宿った魔術を喰らう世界の番犬《魔狼フエンリル》の力を借りた術。かつて目覚めかけ、狼ろう頭とうと変じた右手を再現した陽かげ炎ろうの腕。


    　オウルの奇襲から学び、とっさの事態に対応できるよう練習したのがこの陽炎の腕を不可視化させることだった。


    　元々、淡い影しか目には映らない魔術だったので、力を抑え込めば完全に見えなくなるんじゃないかとアリッサが提案してくれたおかげだ。精神力の消費も少なくなるので三十分程度は楽に維持できる。


    「お、お前ら何なんだ！」


    　怯おびえたように男が初めてまともな言葉を喋しやべる。


    「さあね。それでどうする友月？　今なら少しは素直に喋ってくれそうだけど」


    「ありがとう――啓けい介すけくん。また危ないところ……だった。ダメだね、私。あ、その人には影へ直接聞くわ。その方が本当のこと、分かるから」


    「影？」


    「うん、あまり使いたくないし、使わない方がいい魔術だけど……命を平気で奪えるような人には、遠えん慮りよしない」


    　鋭い口調でそう告げた友とも月づきは、しゃがみこんで男の下にできた薄い影に指で触れる。


    「奪うは幸福。眩くらき赤の満ちる底、痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王――大地に刻む暗き輪りん郭かく、他者の領域。紅くれないの怒りで侵おかし尽くせ」


    　身動きの取れない男からは友月が何をしようとしているのか死角になって見えず、不気味に響く詠えい唱しように怯おびえた表情を浮かべる。


    「侵される紅影クリムゾンシヤドー」


    　友月が触れた部分からざあっと男の影が真っ赤に染まる。


    「これは――」


    　僕はその光景に見覚えがあった。


    「うん……冬ふゆ上がみさんたちに使った、魔術。遠距離でも相手の影に打ち込めば、自分の支配下にできるの。影はその人の空うつ蝉せみ。だからこうすれば――なんでも分かる」


    　ずぷ、と友月の腕が紅あかい影の中へ沈み込む。ビクンと男が痙けい攣れんする。


    「あなたの――名前は？　誰に頼まれたの？」


    　静かに問いかける友月。


    「…………」


    　男は当然答えないが、友月は驚いたように目を見開いた。


    「この人――」


    「ミユ、どうしたの？」


    　アリッサが友月に驚きよう愕がくの訳を尋ねる。


    「名前は、梨なし谷や英えい汰た。依頼主はやっぱり私の親しん戚せきだった……。でもこの人、もう一つ名前が――ある。《鳶カイト》っていう《鳥》の名前が」


    「なっ、じゃあこいつまさか……《群れクラウド》の刺し客かく!?」


    　アリッサの叫びに男は表情を引きつらせた。


    「うん……そうみたい。透視、千せん里り眼がんの内的魔術を使えるんだって」


    　僕は驚きながらも納得した。内的魔術――人間の本来持つ力を引き出し、先せん鋭えい化させる魔術。アリッサや友月のような奇跡は起こせないが、ある意味超能力とも言える特殊な力。


    「透視、か。どうりでこっちからは見えないわけだ。でも、だとしたら本当に狙われたのは僕とアリッサだったのか？」


    　影に腕を浸している友月は、だが首を横に振る。


    「違う。啓けい介すけくんたちのことは、何も知らないみたい。ただ単に組織の任務として私を狙っただけ」


    「え……ってことはただの偶然？」


    「そうなる、ね。この人は《群れクラウド》の下したっ端ぱよ。前に啓介くんが陽ひ名なさんから聞かされた情報以上のことは何も知らない。つまり……暗殺まで請け負っていた《群れクラウド》が、あたしの親しん戚せきから依頼を受けて、偶然その対象が啓けい介すけくんたちの傍そばにいた人間だった……という訳みたい」


    「なんだ――じゃあ他にオウルみたいなとんでもなく強い奴が隠れていたり……ってことはないんだな？」


    　友とも月づきは首しゆ肯こうする。


    「うん、任務に就いたのはこの人だけ。簡単な仕事だと思われてたらしいから。でも、まさか友月家が《群れクラウド》と繋つながりを持ってたなんて……」


    　暗く呟く友月だったが、アリッサは何故か顔を輝かせた。


    「やったじゃない。もしこれでミユの《家》が《群れクラウド》の深くまでパイプを持っていたら、こっちから奴らを切り崩くずす糸口になるわ！　ケースケ、これであたしたちにとっても無関係じゃなくなってきたわよ」


    「あ……確かに」


    　今までは相手の行動を待つしかなかったが、これは大きなチャンスになるかもしれない。


    「……そっか、じゃあ私が頑張れば、啓介くんたちのためになるんだね。うん――私も、このままにはできないから、何とかしてみる。でもまずは、この人をどうにかしないと……」


    　友月は空いた手で携帯を取り出すと、ボタンを数回押しただけで誰かを呼び出した。


    「――もしもし、九く棚だな？　処理して欲しいことが、あるの。今すぐ来て。場所は――」


    　それだけ告げるとパタンと携帯を閉じる友月。


    「誰を呼んだんだ？」


    「えっと――私の秘書をしてもらっている、今の友月家で唯一信頼できる人間よ。だから、安心して。とりあえず彼が来る前に、この人縛しばっておかない？」


    「あ、ああ」


    　僕は頷うなずきつつも、友月が僕らに見せるのとはまた違う信頼の表情に、何故か心がざわめいた。


    　九棚……彼ってことは男か。どんなやつなんだ？


    



    　世の中には想像でしか知らない人種がいる。


    　空の果てまで飛んでいく宇宙飛行士や、言葉一つで国を動かす総理大臣などはその最たるものだ。そして目の前に立つ三十代半ばと思われる男もそういった類たぐいの人間だった。


    「――初めまして、私は未み由ゆ様の秘書を務めさせていただいている九棚裕ゆう也やです。お見知りおきを」


    　十分足らずで僕らの元に現れた執事服を着た男は慇いん懃ぎんな口調で挨あい拶さつし、軽くお辞じ儀ぎをする。そう――執事服だ。友月は秘書だと言ったが、目の前にいるのはドラマや物語の中でしか見ることのない執事そのもの。


    「あ、ど、どうも、僕は遠とお見み啓けい介すけです」


    「えっと……あたしはアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトよ」


    　僕らが挨あい拶さつを返すと九く棚だなさんは「よろしくお願いします」と答え、切れ長の目を細める。


    「あなたが――遠見様ですか……」


    　まじまじと値踏みをするような眼差しに僕は戸惑う。中性的で整った鋭角的な顔立ちをしているために、ひどく冷たい印象を受ける。


    「ええ、そうですけど……何ですか？」


    「いえ、未み由ゆ様から多少お話を伺うかがっていたものですから。失礼しました」


    　そう謝罪すると、九棚さんは友とも月づきの方を向く。


    「それで未由様。その男は？」


    　彼は足や腕をぐるぐる巻きにされた男を視線で示す。制服のネクタイとベルトで適当に縛しばりつけたのだ。


    「その人は、私の命を狙ってきたの。そこに銃もある」


    「な――お怪け我がはなかったのですか!?」


    　彼は初めて表情を崩くずし、焦りを見せる。


    「啓介くんたちが助けてくれたから、大丈夫。それより、その人はたぶん親族の誰かが放った刺し客かく。警察への引き渡しは後回しにして、彼らを炙あぶり出すカードとして使いたいの。九く棚だな、頼める？」
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    「――はい、分かりました」


    　言葉少なく頷うなずき、彼は男を肩に担ぎ上げる。身体は細く見えるのに、力はあるらしい。


    「屋敷の方へ連行しておきます。未み由ゆ様たちはどうなさいますか？」


    「私たちは、寮の方へ戻るわ。たぶんその人は何も喋しやべらないでしょうけど……分かったことがあれば、知らせて」


    　彼は頷き、手袋を嵌はめた手で銃も拾うと、足早に路地を出て行った。


    「さ、私たちも。あ……アリッサさん、今日の訓練、どうしますか？」


    「今日はなしでいいわよ。ミユ、疲れたでしょ？　ケースケも結構バテてるみたいだし、もう帰りましょう」


    　そう言って歩き出す友とも月づきとアリッサ。僕は少し遅れて付いていきながら、友月の後ろ姿を眺める。


    　また、僕の知らない友月の一面を見た。友月は《家》のことを語りたがらないが、今回のことはそれを知るきっかけになるかもしれない。


    　だけど僕は――本当に知って……踏み込んでしまっていいのだろうか？


    　僕を見下ろした九棚裕ゆう也やの鋭い瞳を思い出し、何故かそんな不安が――胸を過よぎった。


    



    
      ＊

    


    



    　極東の島国から遠く海を隔てた異国。


    　昼夜さえ逆転するほど離れたその大地で――殺さつ戮りくが行われていた。


    　舞台は呆あきれるほど広い豪ごう奢しやな屋敷。だが今は炎に包まれ、崩くずれ落ちようとしている。断続的に銃の発砲音が轟とどろき、硝しよう煙えんと血の匂においが満ちる。


    　けれど次第に銃声は途絶えていき、やがて完全に聞こえなくなった。


    　ぐしゃっ。


    　代わりに響いたのは――人が壊れた音だった。人間としての在り方を失ったモノは床に打ち捨てられる。高価な絨じゆう毯たんは何十人もの血を吸い、赤黒く染め抜かれていた。


    「――これで最後か。まったくもって喰い足りねぇ」


    　燃え盛さかる屋敷の中、数え切れぬ屍しかばねの上に立つ男がそう呟つぶやいた。


    　上半身の服はぼろぼろで、あらわになった浅黒い肌と肉食獣のような引き締まった筋肉が炎に照らされている。


    「おい《鸚鵡パラツト》！　仕事は終わった。さっさと次の狩場を寄越せ！」


    「……ご苦労さまでした。しかし派手に暴れたものですな。あなたならもっと簡単に標的だけを仕留められたでしょうに」


    　その男以外は全てが死に絶えたと思われた空間に、異なる声が響く。だが扉から入ってきた声の主は人間ではなく一頭のドーベルマンだった。


    「ふん――マフィアのボスとか言うから歯ごたえがあるかと思ってな。地味な殺しが続いた憂うさ晴ばらしだ。裏の世界の奴らならどんな殺し方をしても文句ねぇだろ。だが期待外れだったぜ。前みたいな軍隊丸ごと相手にする仕事はないのか？」


    　その問いに犬が人の言葉で答える。


    「残念ながらあなたの働きで厄やつ介かいな人物はあらかた片付きました。リストもじきに埋まりましょう。他の方々が予定通り事を運べば、次が最後の一人になります。リストの七十番、そこにお向かいください」


    　男はズボンからしわくちゃになった紙を取り出し、目を走らせる。


    「七十……ね。ふん、日本か。あの国は生なま温ぬるくて好きじゃないな。対象も一般人に毛が生えた程度。大した警備があるわけでもなさそうだ。俺様が行く必要はあるのか？」


    「はい、党首じきじきのご指名です。他にも任せたい仕事がある、と。それに彼かの地ちは今や変革の中心。あなたの望む戦場も得られましょう」


    「ほう、そうかい。じゃあせいぜい期待させてもらおうか」


    　獰どう猛もうな笑みを浮かべた男はいよいよ火の海になりつつある屋敷を出口へ向かって歩き出す。


    「だがもし退屈したときは覚悟しておけ。俺様は《鳥》じゃない。獣――肉食獣の《塊かたまり》だ。飢えれば何をするか分からねぇぜ？」


    　男の底冷えする声にドーベルマンは臆するように頭こうべを垂たれた。


    「はい……分かっております。《鵺キメラ》さま――」
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    第二章　因習の館、暴欲の獣
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    　目の前には――満天の星空が広がっていた。


    　星々の輝きは寒々しいのに、何故か僕は暖かい温ぬくもりの中にいる。


    　それだけで、ここが夢の中だと悟る。


    　こんなにも優しく柔らかな世界は、とっくの昔に失われてしまったから。


    「ねえお母様、前にお爺じい様さまは三日三晩も天使と戦ったと言ったけれど、どうしてそんなに長く続いたの？」


    　幼い少女の声が響く。それは僕の口から放たれた言葉だった。


    　そうか――僕は今、僕じゃないんだ……。


    　いつか同じような夢を見た気がする。だがはっきりとは思い出せなかった。


    「それはね、もちろん相手が手強かったこともあるけど、天使には幾いく多たもの《名》があったからよ」


    　僕を包み込む温かい誰かがそう返事をした。


    「名？　名前のこと？」


    「ええ、さらに名前とは魂たましいでもあるわ。天使は一度倒しても直ぐに別の因子が目覚め、より力を増して復元する。それは元々、天使の魂が多くの欠片かけらに分かれて転生を繰り返しているため。だから天使は倒されるたびに他の魂と合わさり、本来の姿へ近づいていくの」


    「じゃあお爺様は何度も何度も天使を倒さなきゃいけなかったんだ……」


    　驚いたように少女がそう呟つぶやいた。


    「そう――そして最後には《天使王ミトロン》となって顕けん現げんした。それこそが《物質界マルクト》を守護する天使の《真の名シアー》。あなたのお爺様はその名と魂を封じられたのよ」


    「ふぅん、天使は本当の名前を失くしちゃったんだね……」


    　少女の声がどこか寂しそうに響く。


    「ええ、本質を失えば他の欠片も目覚めることはないわ。名前を奪われるということは在り方を忘れてしまうということだから」


    「あたしは――失くしたくないなぁ」


    「え？」


    「あたしは、アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトっていう名前を失くしたくない。だってお母様たちがくれた、大切な名前だもの」


    　するとぎゅっと体を抱きしめられる感触が伝わってきた。僕――いや、少女を包み込む誰かの鼓動が直じかに伝わってくる。


    「そう――そうね。それがあなたの名前よ、アリッサ。大事にしてね」


    「うん！」


    　心地よい温かさの中で意識が遠くなっていく。


    　ああ、夢が終わる。それを理解する。


    　目覚めればきっとこの温度は遠いものになっているのだろう。そう思うとひどく惜しくなって夢に縋すがり付こうとするが、抵抗も空むなしく僕の意識は白に染まっていった……。


    



    
      １

    


    



    　眠りの波が遠とお退のき、意識は現実にその在あり処かを移す。


    　だが――何故か僕を包む温かさは消えなかった。柔らかな感触も未だ残っている。


    「ん……お母様――」


    　耳元で囁ささやく声に、一瞬で脳に血液が巡り、今の状況を猛スピードで分析する。


    　目を開こうとしたが、顔が何か柔らかいものに押し付けられていてできない。しかも頭ががっちりとホールドされていて身動きも取れなかった。


    　まさか、これは……。


    　おかしい、昨日はあいつにベッドを譲ゆずり、僕は床で寝たはずなのに。
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    「むごごー！」


    　とにかくこのままでは色んな意味でまずいと、僕は口をふさがれながらも呻うめく。


    「うぅん――うるさいわねぇ……」


    　再び耳元で囁ささやかれる声。吐息が耳をくすぐる。


    　いや、本当にこれはヤバイ。色々と。


    「むぐ―――!!」


    　喉のどから全力で声を絞しぼり出す。するとビクッと僕を拘こう束そくしている腕が震えた。


    「ん……何よもう……え――？」


    　あ、ようやく起きたか。これでようやくここから抜け出せる。


    　放してくれと伝えるため顔を左右にもぞもぞと動かす。


    「け、ケースケ!?　ちょっ！　あんた何やってるのよぉ！」


    「ぷはっ！　え？」


    　ドガッ！


    　何故か僕は腕から解放されると同時に強烈なアッパーカットを食らい、眠りの世界にもう一度落ちていった……。


    



    「で……何で僕が殴なぐられなきゃいけなかったんだ？　潜り込んできたのはアリッサの方だろ？」


    　顎をさすりながら、半眼でアリッサを睨にらむ。おかげで数十秒気絶してしまった。まだぐらぐらと頭が揺れている気がする。


    「だ、だってケースケがおかしなことするからでしょ！　この変態！」


    「へ、変態って何だよ！　お前の方こそベッドにいたはずなのに、何でこっちにいるんだよ？」


    「それは――好きな人とはそれが普通だって書いてあったし……」


    　もごもごと小さく呟つぶやくアリッサ。


    「ちょっと待て、昨日もお前そんなこと言ってたよな。書いてあったとかどうとか……。何のことだ？」


    　恐る恐る問いかけるとアリッサはわが意を得たりとばかりに頷うなずく。


    「あ、そうよ。あたし、ちゃんと昨日調べたの――好きだったら何をするかをね。本に書いてあったんだから、あたし間違ってないわ！」


    「本……まさか昨日図書館で調べてたことって……」


    「ええ、このことよ」


    　デジタルが封じられたからアナログな手段を取ったのか。


    「それで……どんな本を参考にしたっていうんだよ？」


    「確か『どきどき、ハナコちゃんのぎもん。好きってなぁに？』だったと思うわ」


    　僕はその気の抜けたタイトルに肩を落とす。


    　小学生向けの本か。恐らく色んなことがオブラートに包まれて書かれていたのだろう。おかげで決定的な危機は避けられた。というか何故そんな本が高等部の図書室にある。


    「あのな……本に書かれていることが全部正しいわけじゃないんだ。現実はもっと複雑なんだよ。それにアリッサ――お前は前提を間違えてる。昨日のことも今日のこともどっちかって言うと恋人同士がすることだ」


    「恋人？」


    「付き合ってる……って言っても分かんないか。つまりお互いに相手が好きな人達のことだ」


    　そう説明するとアリッサは腕を組み考え込む。


    「えっと……あたしが好きなだけじゃ、こういうことはしちゃいけないってこと？」


    「そうだ、まあルール違反だな」


    　僕はこの言葉でアリッサが引き下がってくれると思っていた。だが、アリッサはひどくショックを受けた顔を見せる。


    「じゃあ――ケースケは、あたしのことが好きじゃないんだ……。そりゃそうよね、あたし結構ケースケに乱暴なことしたと思うし。トウコの件ではケースケを裏切っちゃったものね。嫌われても仕方ない、か」


    　予想外の解釈に僕は慌あわてる。


    「おい、違うって、嫌いなんて一言も言ってないぞ。アリッサみたいなやつは嫌いじゃないって、いつか言ったろ？　ただアリッサのいう特別な〝好き〟には曖あい昧まいな気持ちで応えられないんだよ。すごく大切で重い言葉だからさ。それにアリッサ……お前はまだちゃんと分かってないんだ」


    「え？」


    「特別っていうのは本当に特別なんだ。世界で――これだけいる人間の中からたった一人を選ぶんだぞ。そんな途方もないことなんだ。胸に手を当てて考えてみろ、僕はそこまで何よりも、誰よりも大切な人間か？」


    「そ、それは……」


    　アリッサは困惑した様子で言葉を濁にごらせる。恐らく美み澄すみさんや《方はこ舟ぶね》にいる家族のことを考えているのだろう。


    　暴論だな……。


    　僕は自じ嘲ちようする。世界中から一人といっても実際は刹せつ那な的なものだろうし、それを家族愛と比べられるはずもない。これはアリッサを言いくるめるための詭き弁べんだった。


    　だが、今はこれで納得して欲しい。何故なら僕はアリッサの恋する顔を知っていたから。


    　思い浮かぶのは僕にとっては憎らしい長髪長身の男――ジン。かつて荒れくるう海で板切れを奪い、《方舟》から魔術を盗み出した悪党。


    　だが、アリッサにしてみればそれだけの存在ではない。


    　昔のジンを語るとき稀まれに見せる、切ない表情。憎しみと絶望に塗りつぶされても消えない、過去に向ける優しい笑顔。そんな顔を僕はまだ向けられたことがない。


    　チクリと胸が痛む。


    「――わかったか？　僕が特別なのは単に立場的なものかもしれない。もう一度ゆっくり考えたほうがいいよ」


    　アリッサの肩に手を置き、ゆっくりと静かに告げる。それは――自分自身に向けた戒いましめでもあった。


    「……うん」


    　しぶしぶといった感じで頷うなずくアリッサ。


    「でもケースケ、一つだけ聞いていい？」


    「何だ？」


    「あたしとミユ、どっちが特別？」


    　思いもしなかった方向からの質問に、思考が止まる。


    「は……？　ど、どっちってそんなの――」


    「分からないの？　じゃあユキエとヒナを加えてもいいわ。その中で誰が一番特別？」


    「ぐ……そ、それは……」


    　アリッサの目線が冷ややかになっていく。だがこんな質問に答えられるはずがない。


    「そう――わかったわ。少なくとも今のあたしが一番じゃないことがね」


    　僕の手を振り払ってアリッサは立ち上がる。


    「じゃあ仕方ない、か」


    「アリッサ……」


    　何かフォローしようと言葉を探すが、その前にアリッサが告げる。


    「あたしが調べなきゃいけなかったのは、好きだったら何をするかじゃなくて、どんな気持ちになるのか。そしてどうやったら好きになってもらえるのか――だったみたいね」


    　そう言って微笑ほほえむアリッサに、しばらく見とれてしまったのは不覚というより他になかった。


    



    　もう夏とはいえ、まだ朝は明け方の冷気が暑さを緩かん和わしてくれる。


    　アリッサのせいで早く目が覚めてしまった僕は、仕方なくいつもより早く寮を出て学校に向かっていた。まだ周囲に登校している生徒の姿はない――僕の隣で鼻歌を歌っている少女を除いて。


    「……何で付いてくるんだよ。しかも制服姿で」


    「もちろん調べ物をするためよ。ケースケの学校でね」


    　澄まし顔で答えたのはアリッサ。部屋に残してきたはずが、寮を出たところに先回りされていたのだ。


    「あのなあ昨日言っただろ。お前が図書室を使うのはルール違反なんだ」


    「でも……あたし考えたの。ケースケの部屋だって女の子は入れちゃいけないはずじゃない。でも現にあたしは毎日そこにいる。それが許されるのはあたしが見つかってないからよね？」


    「まあ、そうだな……」


    「じゃあ図書室だって、誰にも見つからなければ使っていいんじゃないかしら。それなら迷惑はかからないわよね？」


    　アリッサはずる賢い表情で僕を見上げる。


    「そりゃそうだけど、そんなに上う手まく行くわけない」


    「大丈夫よ。いざとなれば光を屈折させて透明になれる魔術だってあるのよ。燃費も悪いし最近までは自由に透とう過か体たいになれたから必要なかったけどね。今は力が有り余ってるから余よ裕ゆうよ」


    「ぐ……どうしても来るつもりだな。分かったよ、好きにしろ。ただし、絶対に見つかるなよ？　生徒ならまだいいけど、先生に見つかれば言い訳が利かない」


    　強引に押し切られ、僕は仕方なく頷く羽目になる。


    「ええ、もちろん。そんなヘマはしないわ。あ、昼休みは屋上でミユと作戦会議するからね。せっかく《群れクラウド》の尻しつ尾ぽを捕まえたんだから、放課後からすぐ行動に移れるようにしないといけないわ」


    　張り切るアリッサは僕の前に出て、後ろ歩きしながらそう告げる。


    　だが、ガクンとアリッサが突然バランスを崩くずした。


    「きゃっ！」


    　後ろ向きに倒れて尻しり餅もちをつくアリッサ。


    「大丈夫か？　ちゃんと前を見てないからだぞ」


    「え、ええ。おかしいわね。何かに躓つまずいたのかしら」


    　首を捻ひねりながら僕の差し出した手を握るアリッサ。


    　ん……アリッサの手、やけに熱くないか？


    　けれどそのことを言う前にアリッサは手を離して、歩き始めてしまう。


    　気のせい……だったかな。


    　しかし妙な違和感が残り、僕はアリッサが転んだ辺りの地面を見下ろす。


    　そこには蹴け躓つまずくような小石一つ、落ちてはいなかった。


    



    
      ２

    


    



    　昼休み。昨日の図書室でアリッサを見た山やま崎ざきと宮みや島じまの執しつ拗ような追及をかわし屋上へやってきた僕は、そこで既に待っていたアリッサと友とも月づきの姿を見つける。


    「悪い、遅くなった。山やま崎ざきたちを撒まくのに時間が掛かってさ。でもこの季節だと屋上はさすがに暑いな」


    　じりじりと照りつける太陽を見上げ、ぼやく。二人はフェンス近くで何かを話していた様子だったが、僕に気づくと慌あわてたようにこちらを振り向いた。


    「ん、どうかしたか？」


    　特に友月はやけに顔を赤くしている。


    「何でもないよ、啓けい介すけくん。確かにちょっと暑いよね。給水塔の影に行こうか」


    　やけに早足で友月は屋上の端にある給水塔に向かっていった。


    「――アリッサ、友月と何話してたんだ？」


    　僕は残ったアリッサに尋ねる。


    「え、ちょっとね。気になったことがあったから聞いてみただけよ。それだけ」


    　アリッサもどこかぎこちない様子で、何でもないと手を振る。


    「それよりケースケ。ちゃんとミユの分も買ってきてくれた？」


    「ああ、もちろん」


    　遅くなったのには購買に寄ってきたという理由もあった。昼休み終了後は激戦区なので、僕が友月のお使いを引き受けたのだ。


    「じゃあお昼を食べながら、話し合いましょう」


    　アリッサが僕の持つパンの袋へ、やけに熱い視線を送っている。僕は嫌な予感を覚えつつ、友月の後を追いかけた。


    



    　給水塔の四角い日陰の中、僕ら三人は昼食を摂る。そう、アリッサも含めてだ。


    「やっぱりこうなるのか……」


    　アリッサにカツサンドを奪われた僕はアンパンを口にしながら呟つぶやいた。


    　美み澄すみさんのお弁当を味わって以来、食の喜びを思い出してしまったアリッサは、しばしば僕の食料を強奪していくようになった。栄養摂取は必要じゃないくせに……。


    「何よケースケ」


    　恨みがましい視線をアリッサに向けていると、睨にらみ返されてしまった。


    「なんでもない……もう諦あきらめたさ。それで友月、昨日の男はあれからどうしたんだ？」


    　負けるのが決まっている言い争いは避けて、友月に話を振る。


    「今は、屋敷に滞在してもらってる。ただし、窓もない鍵かぎのかかった部屋だけど」


    「そ、それって……監かん禁きん罪ざいとかにならないのか？」


    「平気。相手は後ろ暗い人だし、こっちは友月家。後で何を言っても、警察は聞く耳持たない」


    　真顔で答える友とも月づきに、僕は《家》の力が持つ大きさを再び思い知る。


    「だったらいいんだけど……じゃあこれからどうするか、だな」


    　友月は頷うなずく。手に持った焼きそばパンならぬキノコスパゲティパンを握り締め、僕らに決意の篭こもった眼差しを向けた。


    「私――犯人を呼び出そうと思ってる」


    　友月の言葉を聞いたアリッサはニヤリと笑う。


    「そうね……犯人が分かってるならそれが一番手っ取り早いわね。シラを切られてもミユは心を覗けるんだし」


    「あ、違うの。確かに直接魔術で心を覗けば早いけど、それじゃあ彼らの知っている情報までしか分からない。だからとりあえずはこの街へ呼ぶだけ。一応口実はあるから、ね」


    「口実？」


    　僕が問い返すと友月は苦笑を浮かべる。


    「ほら、山やま崎ざきくんが前に言ってた出来たばかりのコンサートホール。あれも実は友月家が出資しているの。珠す洲ず里りユヤが歌うオープニングイベントには元々一族の主あるじだった人たちを招く予定だった。せっかくまた親族が集まる機会だから、物別れに終わった親族会議をもう一度開こうと提案して、予定より早くに来てもらうわ。それで……揺さぶってみる」


    「揺さぶる、か……具体的には？」


    　友月は少し間を置いて、こう告げる。


    「友月家を継ぐことにしたって――伝える。そうすれば焦あせって、もう一度《群れクラウド》に連絡を取ろうとするはずよ。その相手を突き止めれば、ただ犯人を捕まえるよりも多くの情報を手に入れられると思うの……」


    「その作戦自体は悪くないと思うけど、友月はいいのか？　家を継ぐ気はなかったんだろう？」


    　僕は友月の負担が大きすぎるように思えて口を挟んだ。


    「大丈夫。妨害はたくさんあるだろうし、いざとなればそれに屈したことにして辞退すればいい。それに……もしも後に引けなくなったとしても、上に立って《家》を変えていくのも、いいかもしれない。本当に命を狙われて思ったの。逃げても、何も変わらないんだなって」


    「そっか――自分が犠牲になろうとか、そういうことを考えていないのならオッケーだ」


    　正直まだ不安ではあったが、友月の意思を尊重して頷く。


    「実はもう、昨日のうちに九く棚だなが連絡を付けてくれているの。明日の夜、屋敷に親族が集まってくるわ。遅れる人もいるとは思うけど、犯人は必ず来る。私を襲った暴漢を捕らえてるって匂におわせておいたから」


    　つまり段取りは既に友月が整えてくれていたらしい。


    「悪いな、全部任せきりにしちゃって」


    「いいの、これは友月家の問題でもあるから」


    　むしろ申し訳なさそうな顔をする友とも月づきにアリッサが尋ねる。


    「じゃあ勝負は明日ってことね。ミユ、あたしたちは何をすればいいの？」


    「啓けい介すけくんとアリッサさんは、お客様として家に招くわ。できれば泊まってくれないかな？　犯人が動いたときに力を貸して欲しいから」


    　泊まり……か。傘さん陽よう学園は全寮制の学校だ。基本的に外泊は禁止されている。友月は実家なのだからまだ許可は出るだろうが、僕の場合は難しい。まあ男子寮の門限はあってないようなものなので、抜き打ち点てん呼こでもなければ問題ないだろう。朝早くに戻ればバレずに済むはずだ。


    「わかった。だったら今日は特にやれることはないな……どうしようか？」


    　僕の言葉にアリッサがピンと指を立てる。


    「ミユの家を下見しておくってのはどうかしら。前にジンと戦ったあの家でしょ？　やたら広かった気がするから、間取りを把は握あくしておくのは有利よ。明日、人がたくさん来てからじゃ歩き回りづらいでしょうしね」


    「そうだな……友月は今日家に行っても迷惑じゃないか？」


    「うん、大丈夫だと思う」


    　友月の同意が得られるのなら、別に反対する理由はないな。


    「よし、放課後は友月の家に行くことにしよう」


    　僕はそう告げて、アンパンを口に放り込むと素早く最後のパンに手をのばす。アリッサがカツサンドを食べ切ろうとしていたからだ。


    「む～……タマゴサンドぉ～」


    　恨めしそうに僕を睨にらむアリッサに気づかない振りをして、僕はタマゴサンドに口をつけた。


    



    　そして放課後。僕らは高級住宅街の中でも群を抜いた敷地を擁ようする豪邸の前にやってきた。


    「ここに来るのは、二か月ぶりだな」


    　僕は大きな門構えを見上げて呟つぶやく。


    「そうね、あのときは攫さらわれたユキエを追って、ここに辿たどり着いたのよね。そしてジンとの決着を付けた――」


    　アリッサにとってもここは特別な場所なのだろう。複雑な表情で《友月》と記された表札を眺めている。


    「……ごめんなさい、あの時は本当に迷惑をかけちゃった、ね」


    　友月は苦い表情を浮かべて、頭を下げる。


    「あ、いいんだって友月。もう昔のことだ。それより早く案内してくれ。僕ひとりじゃ畏おそれ多くてこんな屋敷の門はくぐれないよ」


    　冗談交じりに言うと友とも月づきは笑った。


    「うん、わかった。九く棚だな、私よ。開けて」


    　門の上からこちらを見下ろす監視カメラに向かって告げる友月。すると数秒後、閉ざされていた大門が機械的な音を立てて開き始めた。


    「どうぞ、いらっしゃい」


    「お、おじゃまします」


    　前はこそこそと通用口から入ったが、こうして門を潜くぐってみると敷地全体から感じる威圧感が違う。


    　長い前庭を抜けて屋敷の前に立つ。《嘆きし魔王》の咆ほう哮こうで消し飛んだ天井は跡も分からないほど綺き麗れいに修復されていた。ふと玄関の扉横にも表札があることに気づく。門の前にあったものよりずっと年季の入った立派なものだったが、気になったのはそこではなく書かれた文字だった。


    「《朋とも月づき》？」


    　僕の呟つぶやきが聞こえたのか、友月は目線を辿たどって苦笑した。


    「ああ、それ……友月家の旧名よ。昔はその漢字を使っていたらしいの。でも、いつからか一族内だけで使われる隠し名になったみたい。啓けい介すけくんはその名前の意味、分かる？」


    「意味……？　いや、月って漢字が多いなとしか思わなかったんだけど」


    「ふふ――啓介くん、らしいね。半分、当たり。《朋とも月づき》って名前の意味は《月の同どう朋ぼう》。友月家の祖先は、月から来たって言い伝えが残っているのよ。それを信じているのかは知らないけど、友月家の人間は自分を特別な存在だと思っている。皆……滑こつ稽けいなほど自尊心が高いの。見下ろすことは得意でも、見上げることは知らない人たち」


    　自じ嘲ちよう気味に友月は笑う。


    「自分のことみたいに言うなよ。友月は違う」


    「そう――かな。私も、友月家の人間として相応ふさわしいぐらいには、壊れていると思うけどな」


    　達たつ観かんしたように呟く友月。僕は何か否定の言葉を探すが、その間に扉が内側から開き始めた。


    「おかえりなさいませ、未み由ゆ様」


    　扉の向こうに立っていたのは昨日も見た九棚裕ゆう也やという男。彼は友月の後ろにいる僕たちを見ると「ようこそおいでなさいました。遠とお見み様、アリッサ様」と慇いん懃ぎんなお辞じ儀ぎをする。


    　だが一瞬僕を捉えた眼差しがやはり冷たいものに思えて、僕は愛想笑いを返した。


    



    「九棚は私のお母さんに大きな恩があって、それで昔から私に色々良くしてくれたの。病院から――いえ、叔お父じの手から私を逃がすために傘さん陽よう学園に入学させてくれたのも九棚。そのせいで叔父から煙けむたがられて遠くに追いやられていたんだけど、陽ひ名なさんの一件の後に呼び戻すことができたのよ」


    　激戦の名な残ごりなど欠片かけらもない大広間。僕らを先導しながら友とも月づきが九く棚だなのことを詳しく紹介する。


    「はい、九棚家は友月家の分家。幼い頃より未み由ゆ様の母上――未み世よさまとは親しい間柄でした。親しん戚せきの中で年が近いものが他にいなかったため、よく姉と弟のように遊んだものです。ですから、ご息女である未由様がお幸せになれるようにと、できる限りの手は尽くしましたが……力及びませんでした」


    　九棚さんは悔かい恨こんの表情を浮かべる。冷静に見えるが、実は感情的な人なのかもしれない。


    「――ですから遠とお見み様には感謝しております。私の差し出した生なま半はん可かな希望さえも奪われ孤立した未由様に、笑顔を取り戻していただけたのですから」


    「え、あ、いや僕は別に……」


    　いきなりなお礼の言葉に僕は慌あわてて首を振る。九棚さんの目には先ほどの冷たい輝きがなく、紛れもない感謝の光を宿していた。


    　だがそれはほんの一瞬で、すぐに元の寒々とした眼差しに戻ってしまう。


    「しかし――あまり深く踏み込みすぎるのは、未由様のためにも遠見様のためにもならないことを覚えていてください。私はもう、あのようなことが繰り返されて欲しくは――」


    「九棚」


    　友月が鋭く彼の名前を呼んだ。


    「……申し訳ありません。出過ぎた真似をしました」


    　何かを言いかけていた九棚さんはそれっきり口を噤つぐんでしまう。あのようなこと？　興味はあったがそれだけで聞いていいことには思えなかった。


    　だけど友月の母親か……どんな人なんだろ。友月は《家》のこととなると、ひどく口が重い。いつか話してくれるのだろうか。


    「あ、ねえねえ！　あんなでっかい壺つぼに何を入れるのかしら」


    　屋敷の豪華な内装やアンティークを眺めているアリッサだけが、お気楽に騒いでいる。


    　僕は溜ため息いきを吐つきながら「漬つけ物ものでも漬けるんじゃないか？」といい加減な返事を返した。


    



    「うわー、奥にも庭があるのね」


    　アリッサが感嘆の声を上げる。


    　僕らが通されたのは広い応接室だった。奥の壁は全面ガラス窓で、色とりどりの花が咲く中庭が眺ちよう望ぼうできる。窓を開けばそのまま庭に出られるようだ。


    「それではごゆっくりお寛くつろぎください」


    　九棚さんは運んできた飲み物をテーブルに置くと、部屋を出て行く。それでどこか張り詰めていた空気が和やわらいだ。


    「ふぅ……思った以上に広い家だったんだな。部屋がたくさんありすぎて一度出たらここに戻ってくる自信がない」


    　ジュースを飲みながら呟つぶやくと友とも月づきは苦笑を浮かべる。


    「応接室もいくつかあって、ここは一番奥まった場所だからね。私でも一人じゃ迷うかもしれない」


    「え？　自分の家なのにか？」


    　その言葉に友月は複雑な表情になる。


    「自分の家と言っても、私がここに住んでいたのは……ほんの短い間だったから。前に言ってなかったかな、入院していたこと。退院して直ぐに寮へ入ったから、そのわずかな間しか、この屋敷では暮らしてないの。私にとっての庭は――こんなに広くない」


    　花か壇だんというよりも花畑と表現した方が正しい鮮やかな庭園。それを眺める友月は、遠い過去に思いを馳はせているかのようだった。


    「すごい家ねー。あたしの城といい勝負だわ」


    　だがふとアリッサの独ひとり言ごとが耳に届き、僕と友月は顔を見合わせる。


    「城？」


    　聞き違いかと思い、問い返してみる。


    「ええ、言ってなかったかしら。方はこ舟ぶねには小さいものだけどお城があってね、あたしはそこで暮らしていたのよ」


    「へ、へえ……」


    　屋敷の次はお城か、何か感覚がおかしくなりそうだ。


    「ねえ、ミユ。この屋敷、探検してみてもいい？」


    　子供のように目を輝かせるアリッサに友月は苦笑する。


    「ちょっと休きゆう憩けいしたら、私が案内するつもりだったけど……先に行ってきてもいいですよ。私もあまり詳しくなくて、主あるじだった場所しか知らないから。好きに見て回った方が下見になると思います」


    「ほんと？　じゃあ行ってくるわ！」


    　部屋を飛び出していくアリッサ。まさしく風のようだ。


    「……知らないぞ？　探検って言ってたけどあいつは限度を知らないからな」


    「ま、まあいざとなれば九く棚だなが止めてくれるわ」


    　友月も軽けい率そつな許可を出してしまったと思ったのか、冷や汗を垂らしながら答えたのだった。


    



    　カツカツカツと石造りの床に二人分の足音が響く。


    「――この屋敷は中庭があることで四つの棟むねに分かれているの。まあ全部端で繋つながっているから、真ん中を正方形にくりぬかれているって考えたほうが、分かりやすいのかもしれないけど」


    　あれから早々に部屋を出た僕は、中庭に面した一階の廊ろう下かを友とも月づきに案内されながら歩いていた。ひとりで探険しているアリッサが少し不安ではあったが……。


    「玄関があるのが南館で、さっき見た通り中心は大広間になっているわ。あとは二階と三階に来客向けの設備がある。東館と西館は主に客室と使用人の部屋。残りの北館に寝室や書しよ斎さいとか、プライベートルームが集まっているの」


    　僕は友月の説明を聞きながら頭の中に屋敷の全体像を思い描く。


    「えーっと、じゃあ今いるのは東館ってことか」


    　今まで辿たどった道筋を考えて呟つぶやく。窓から見える中庭の向こうにある建物が西館だろう。黄色い残像を残して誰かが二階の廊下を駆け抜けて行った。間違いなくアリッサだ。


    「うん、でもここはわざわざ案内する場所もないから、このまま北館に行くね。アリッサさんともそこで合流できそうだし」


    　友月もアリッサを見つけていたようで、微ほほ笑えみながらそう告げた。


    　南館から東館へ来たときは単に廊下を折れ曲がっただけだったが、北館との境には扉があった。ここから先は部外者が立ち入らないように鍵かぎが掛けられるのかもしれない。


    「啓けい介すけくんたちはお客様だけど、明日は北側に泊まっていってね。親しん戚せきの人たちと一緒じゃ居心地が悪いと思うから。部屋は好きに選んでくれていいよ。いくらでも余ってるし」


    「ありがと、僕もその方が気楽だ。友月の部屋もこの棟なんだろ？」


    「一応、ね。二階にある。でも泊まることなんてほとんどないから、物置みたいな感覚」


    　北館に入り、一階の書庫や食堂を見せてもらいながらそんな会話をする。やがて階段の前までやって来るが、それは二階へだけでなく下へも続いていた。


    「地下か？」


    　他の場所にはなかった地階の存在に違和感を覚えて尋ねる。


    「あ、うん。地下はちょっと特殊な部屋があるの。たぶん昨日捕まえた《群れクラウド》の人もこの下にいると思う。でも……ごめん、私ここにはあまり入りたくないの。叔お父じの色が強く残っている場所だから……」


    　叔父……友月がもしかしたら冬ふゆ上がみ以上に憎んでいた人物。心を壊し、今は廃はい人じんのような状態になっていると以前聞いた。そうか、ここはあくまで友月の家というよりも、その叔父の家なんだな……。


    「いいよ、別に。なんか胸むな糞くそ悪くなりそうな予感がするから、わざわざ見たくもない。上に行こう」


    「ありがとう。叔父が使っていた三階の部屋は大体整理させたんだけど……地下は在り方そのものが、叔父を思い出させるから……」


    　申し訳なさそうな友月を促して二階へ上がる。明らかに他の階と比べて扉の数が少ない。部屋の一つ一つが大きいということだろう。


    「――ここが、私に割り当てられていた部屋」


    　そう言って友とも月づきは両開きの立派な扉の前で立ち止まる。


    「入っていいのか？」


    「うん、物置みたいなものだって言ったでしょ？　私室って感覚がしないから、別に恥ずかしくはないよ。はい――どうぞ」


    「お、おじゃまします……」


    　友月に背中を軽く押されて、僕は開かれた扉の向こうへ足を踏み入れる。だがそこは物置などとは程遠い空間だった。


    　広さは僕が暮らしている寮の部屋の十倍はあるだろう。窓際にある机や隅にあるベッドがやけに小さく思える。南向きの窓からは中庭が見下ろせた。


    「これを物置なんて言ったら罰ばちが当たるぞ……」


    　小さくぼやきながら、部屋を見回す。しかし何となく机に近づいてみて、僕はあることに気づく。


    「低い……？」


    　机と椅い子すは小学生から長く使うようなタイプのものだったが、その高さがずいぶん低く調節されている。とても今の友月が座れるようには思えない。それにこの屋敷にしてみれば安っぽい机にも思える。


    「それ――私がここに引き取られたときから、ずっとそのままにしてあるの」


    　友月が近づいてきて机にそっと触れる。そこにはひらがなで何かが書かれていた。落書きのように思えたが、よく見ればひらがなだ。


    「ささしろ……みゆ？」


    　名前、か。ひょっとして、この〝みゆ〟って――。


    「私の名前だよ、啓けい介すけくん。私のお母さんは友月家の人間だったけど、結婚して姓が変わったの。でも私は養よう子しとしてここに引き取られたから、また友月を名乗ることになった……。だから最初は友月って呼ばれることに、慣れなかったな」


    　友月は拙つたない文字を指でなぞりながら言葉を零こぼす。


    「そうだったのか……」


    「今でもまだ、苗みよう字じを呼ばれても……どこか自分のことじゃない気がする。だからね、啓介くん。明日のこともあるし、できれば――」


    　時が止まった机の前で、友月が僕を真しん摯しな瞳で見つめる。まるで僕らまで時間から取り残されてしまったかのように、辺りに静寂が満ちる。


    



    「あー、こんなところにいたのね！」


    



    　だが、友とも月づきが次の言葉を発する前に、明るい声が木こ霊だました。


    　振り返ると、開けたままだった扉の向こうからアリッサがこちらを覗のぞき込んでいる。


    「えっと、ここってもしかしてミユの部屋？」


    　興味深そうに部屋を見回しながら、アリッサは中に入ってきた。


    「はい、一応は。アリッサさんの探検は終わりましたか？」


    　友月は先ほどの会話を続ける気はないらしく、アリッサに言葉を向ける。


    「ええ、だいたいの場所は見て来たわ。入れない部屋も多かったけど、最後には魔術で中を探ったから、構造もばっちり覚えたわよ」


    「魔術って……お前、ドアをぶち破ったりしてないだろうな？」


    「失礼ね、そこまで乱暴じゃないわよ。風を流しただけ」


    　そういえば初めてこの屋敷に来たときも、アリッサは風の魔術で中の様子を調べていた。それと同じ魔術なのだろう。


    「だったらいいけどな。じゃあどうする友月？　僕らはまだ三階を見てないけど」


    「三階は叔お父じの私物を整理させたから、今は空っぽの部屋ばかりだし、見ても面白くないかも。とりあえず明日泊まる部屋を決めたら、一度応接室に戻らない？　九く棚だながそろそろ、夕食の支し度たくを始めてくれていると思うから」


    「夕食!?」


    　それに飛びついたのは当然アリッサだ。


    「早く戻るわよ！　ご飯は冷めると美お味いしくないんだから！」


    　急せかすアリッサに苦笑いしながら釘くぎを刺す。


    「あのな、ここは他人の家なんだから、少しは遠えん慮りよするんだぞ。満腹にならないからって、お代わりし続けたらダメだからな。それが暗黙のルールだ」


    　僕の言葉にアリッサはむっとした顔をするが、すぐに意地の悪い笑みを浮かべて告げた。


    「――お代わりができないなら、いったい誰の食べ物が減ることになるのかしらね？」


    



    　夕食をご馳ち走そうになり、屋敷を出るともう辺りは闇に沈んでいた。屋敷には泊まらず、今日は寮に帰るという友月を送り届け、僕はアリッサと夜道を並んで男子寮への帰路につく。


    「おいしかったわねー。また食べたことのない料理ばっかりだったわ」


    　満足そうに呟つぶやくアリッサ。


    「ああ。たぶん普通のレストランなんかよりずっと高級だったと思うぞ」


    　料理はアリッサにいくつか取られてしまったが、それでも十分な量があったので助かった。


    「でも――ミユはあんまり美お味いしそうに食べてなかったわね」


    「友とも月づきが？」


    　料理に意識が向いていて気づかなかった。


    「どこか緊張しているように見えたわ。料理が嫌いっていうよりも、あの場所が落ち着かないって感じ」


    「そうか、まあ……あの屋敷はあまりいい思い出がないみたいだからな。それに明日への気負いがあったんじゃないか？」


    「かも、しれないわね……」


    　アリッサは頷うなずいて、こちらをチラリと窺うかがうような仕草を見せる。


    「ねえ、ケースケ。ごめんね」


    「え？　料理を略りやく奪だつしたことだったら、僕も何とか腹はら八はち分ぶん目め以上は食べられたから許してやるけど？」


    「……違うわよ。あのね、ミユの部屋でケースケたちが話してたの、あたし邪魔しちゃったでしょう？　だから、ごめん」


    「あ、ああ。そういやそうだったな。でも何で今更？　それにあれはただタイミングが悪かっただけだと思うけど」


    　あれ、だけど何でアリッサは僕と友月が話している最中だったことを知ってるんだ？


    「いいえ、あれはあたしが悪かったの……。魔術を使って館を探ったとき、ケースケたちがどこにいるのかも分かったから、そこに向かったのよ。扉が開いていて、ケースケとミユが真剣な話をしているのが聞こえてきたわ。中に入りづらくて、しばらく隠れてたんだけど……なんだか我慢できなくなって、今来た振りをして声を掛けちゃってた」


    　バツが悪そうな顔をしながら頬を掻かくアリッサ。


    「何か大切なこと、言おうとしていたって分かったのに……悪いことをしたわ」


    「お前はたまに意味不明なことをするよな。だったら謝るのは、僕じゃなくて友月にじゃないのか？」


    「そうなんだけど……どうしてだかミユには言えなかったのよ」


    　アリッサは首を捻ひねって疑問を浮かべる。


    「まあいいわ、考えても分からないもの。あ、そうだケースケ。帰ったらお風ふ呂ろ沸わかしてね」


    「ふ、風呂？」


    　いきなりの話題転換に僕は戸惑う。いや、それよりも何故アリッサが？


    「ええ、何だか体が埃ほこりっぽいの。これまでは透とう過か体たいに戻ることで体を一番いい状態にリセットできたけど、今はずっと実体のままだからかしらね。服は何とか消せるけど体はそのままだから、臭くなっちゃうわ。だから今日はお風呂に入るの」


    「そ、そういうことか。わかった」


    　何故かドキドキしながら頷うなずく。


    「言っておくけど――」


    　覗のぞいたら殺すわよ……という台詞せりふが続くと思われたが、突然、ハッとした表情を浮かべ、アリッサは言葉を切り、僕をじっと見詰める。


    「え、えっとケースケ、一緒に入りたい？」


    「は？」


    　呆あつ気けに取られる。それを見たアリッサは顔を一気に紅こう潮ちようさせた。


    「じょ、冗談に決まってるでしょ！」


    　バコッと何故だか殴なぐられる。


    　言ったのはアリッサのくせに……理り不ふ尽じんだ。


    



    
      ３

    


    



    　次の日、放課後に集合してそのまま友とも月づきの家に行く約束をしていた僕は、ホームルームが終わると同時に席を立つ。またアリッサのことをあれこれ詮せん索さくされる前に教室を出ようと急ぐが、友月に制服の袖を引かれ、立ち止まる。ふりかえると、友月は少し心配そうな表情で宮島を指差した。


    　見れば宮島は生気の抜けたような顔で椅い子すに座っている。そういえば今日はやけに大人しかったなと思い返した。


    「宮島のやつ、どうしたんだ？」


    　さすがに心配して、宮島を囲んでいる山崎と陽ひ名なちゃんに近づいて話しかける。


    「あ、啓けい介すけさん。実はですね、宮島さんはすごく落ち込んでいるそうなんです」


    「落ち込んでいる？」


    　陽名ちゃんの言葉に疑問を浮かべると、山崎が詳しく説明してくれる。


    「俺はあんま知らないんだけどよ、宮島が尊敬していた外国のコメディアンが亡くなっちまったんだと。それでこいつ凹へこんでるんだよ。しかも狙撃されての暗殺だってさ」


    「暗殺……」


    「ああ、ホントこのところ多いよな。テレビでやってたんだけどよ。この一週間で五十人以上、偉人や天才、カリスマとか言われてた奴らが死んでるそうだぜ。まあ有名な奴が狙われるのは仕方ないのかもしれねぇけど、偶然にしては続きすぎだよな。ユヤまで狙われねぇといいけど……」


    　山崎は真剣な表情で不安を口にする。


    　五十人以上……多いとは思っていたが、そんなにいたとは。自分の手が全く届かないところでの事件なのだが、得体の知れない危機感を覚える。


    　事件が頻ひん発ぱつするようになったのはオウルとの戦いが終わった後からだ。


    　何か関係があるんだろうか――。


    



    「ケースケ、どうしたの。何か考え事？」


    　昨日も通った友とも月づき家の門を過ぎ、屋敷への道を歩いているとアリッサが声を掛けてきた。


    「いや、ちょっと教室で気になる噂うわさを聞いてさ。世界中で異様なほど暗殺事件が続いてるらしいんだ。よく考えたら友月も暗殺されかけたわけだろ？　何か不吉な感じがして……」


    　だが一緒に歩いていた友月はそれを聞いて苦笑する。


    「狙われたのは、とても有名な人ばかりって聞いたよ。だからそれとは関係がないと思う」


    「まあ、そりゃそうなんだけどさ。でも、有名人がただ目立ってるだけで、実際はもっとたくさんの人が暗殺されているのかもしれない」


    　僕が暗く呟つぶやくと、アリッサは呆あきれた顔をする。


    「あのね、そんなの確かめようがないじゃない。今はとにかくミユのことよ。ぼーっとしていたら、もしミユが襲われたとき動けないでしょ。集中してなさい。ここにはミユを殺したいって思ってる人間が来てるんだから」


    「――そうだったな」


    　既にここは昨日の家と同じではない。様々な意味で戦いの場なのだ。


    「あ、車がある。もう誰か来てるみたい」


    　友月が屋敷横にある駐車スペースを指差して言う。見ると黒塗りの高級外車が既すでに何台か停まっている。


    「啓介くんたちには、親しん戚せきたちとあまり顔を合わせて欲しくないから……できれば直ぐに北館へ向かってくれない？」


    「え？　でも挨あい拶さつぐらいしとかなくていいのか？」


    「うん、きっと嫌な思いをするだけだから……」


    　しかし、そんな友月の配はい慮りよとは裏腹に、玄関に入った途端、僕らは九く棚だなさんと話している二人の男女と鉢はち合あわせてしまう。


    「――これはこれは未み由ゆさん、今ご帰宅ですか？　今日はご招待いただきありがとうございます」


    　九棚さんより早く友月を見つけた男性が大げさに会え釈しやくをする。長身でややお腹が出ているが、着ているものが高級そうなせいか、むしろ恰かつ幅ぷくがよく見える。年としは四十代半ばほどだろう。


    「世よ一いち叔お父じさん、ようこそ。来ていただけて嬉うれしいです。あと静しず江えさんも御機嫌よう」


    　男性と女性それぞれに挨拶をする友月。女性は世一と呼ばれた男性と同じ年代だろう。大きな宝石を何個も身につけている。彼女は軽く頭を下げただけで友月から目を逸そらした。


    「それで、後ろの方たちはご学友ですかな？　しかし本日は重要な親族会議の場。あまり部外者を立ち入らせるのは感心しませんな」


    　にこやかな表情ながらも、僕らに厳しい視線を向ける男性。やはりというか、歓迎されてはいないようだ。


    「はい、彼らは私の友達です。部外者なのは分かっていますが、今日一人でこの屋敷に泊まるのは心細くて……。私が命を狙われたこと、ご存じでしょう？」


    　友とも月づきも表面だけの笑顔を浮かべ、男性を含みのある眼差しで見上げる。


    「あ、ああ、はい聞き及んでいますよ。全くもって許しがたい。大事ありませんでしたかな？」


    「平気でした。その時、彼らが助けてくれたんですよ。だから今日も一緒にいてもらうことにしたんです。北館でおもてなししますので、世よ一いち叔お父じさんや他の親しん戚せき方と顔を合わせることはないと思います。理解していただけませんか？」


    　そう問われた男性はこちらへ苦々しい表情を向けたが、しぶしぶ頷うなずく。


    「そういう理由でしたら仕方ありませんな。というか私はあくまで意見を述べただけですから」


    　しかしそれまで黙っていた静しず江えと呼ばれた女性が吐き捨てるように呟つぶやいた。


    「まったく好き勝手に……。完全に屋敷の主人気取りね。灘なだ世せさんがいないことをいいことに――」


    「やめないか静江」


    　女性は男性に窘たしなめられて口を噤つむぐが、友月を刺すように一ひと睨にらみした後、背を向けて広間の奥に歩き去っていった。男性も友月に無礼を詫わび、女性を追いかけていく。


    「何あれ、感じ悪いわね」


    　アリッサが憮ぶ然ぜんとしながら呟く。


    「彼らは友月世一、静江夫妻よ。私のお母さんには三人の兄がいたんだけど、世一叔父さまは、その長男。さっき灘世って名前が出たよね。それが次男で、私の叔父であり養父だった人よ」


    　友月が淡々と説明したが、最後に九く棚だなさんへ聞こえないよう小さく付け加えた。


    「私を殺す依頼を出したのは――あの、世一叔父さんなの」


    



    　それから友月に案内された北館二階の部屋。昨日決めたときはベッドも何もなかったのだが、今はどこのスイートルームだというぐらい豪華に整えられている。友月の部屋は隣なので、いざというときにでも直ぐに駆けつけられるだろう。


    「でも、とりあえず今はやることないよなぁ……。友月は話し合いが終わるまでこっちにはこないだろうし」


    　驚くほどふかふかのベッドに寝転び、高い天井を眺めながらぼやく。


    「そうね、確かに退屈だわ」


    　窓枠に腰掛けるアリッサがそれに同意した。


    「って、アリッサは何でこっちにいるんだよ。ちゃんと別々に部屋を用意してもらっただろ？」


    「何言ってるのよ、こうして二人でいても暇ひまなのに、一人だったらもっとやることがなくなるじゃない」


    「まあ、そりゃそうだが……」


    　寮の部屋では会話が途切れることなどないのだが、慣れない場所で落ち着かないためか話すことさえも途切れ途切れになり、ついには気まずい沈黙が訪れる。


    「………………………」


    「………………………」


    　三十秒ほど経ったところでアリッサが我慢できなくなったのか、叫び声を上げた。


    「ああもう、こうしていても時間の無駄じゃない！　ケースケ、行くわよ」


    「どこへだよ？」


    「ミユのところ」


    「今は親族会議の真っ最中だろうが、つまみ出されるぞ」


    　しかしアリッサは甘いわねと指を振る。


    「大丈夫、図書室と同じ。これもバレなきゃいいのよ」


    　本当は止めるべきなのだろうが、友月が心配なのは確かだったので「お前、最近そればっかりだな」と言いつつも、僕は頷うなずいて見せた。


    



    「――もうちょっとくっつきなさいよ、この魔術は効果範囲が狭いんだから」


    「そ、そんなこと言われてもな……」


    　僕はアリッサとほとんど腕を組むような距離で並んで歩きながら、困り果てる。


    　今僕らは南館の大広間に来ていた。会議は大階段を上った先の二階で行われていると友月は言っていたが、具体的な場所は知らない。


    　至近距離で感じるアリッサの体温に心を乱されながら、僕は周囲を見回す。


    「本当にこれ、見えてないんだよな？」


    「ええ、この魔術《虚飾せし光衣インビジブル》は光を屈折させて、視覚では完全に捉えられなくなるわ。ただこうやって喋しやべってる声や足音は消せないから、静かにね」


    「あ、ああ」


    　しかしこれでは仮に部屋を見つけても、扉を開けることができないんじゃないか？　いくらなんでも扉が勝手に開けば不審に思われるだろう。


    「ケースケ、誰か来たわ」


    　アリッサの囁ささやきに身を固くする。現れたのは九く棚だなさんだった。ワゴンにたくさんのグラスを載せている。


    「……ちょうどいい、きっと飲み物を届けにいくんだ」


    　僕らは足音を立てないよう慎重に九く棚だなさんを追いかける。辿たどりついたのは二階の突き当たりにある一ひと際きわ大きな扉だった。


    　コンコンとノックをして九棚さんが扉を開く。僕らはワゴンが運び入れられる隙すきに中へ入り込んだ。


    　楕だ円えん形の広い机を囲んで十人ほどが座っている。正に会議室といった風だ。中年から初老の男性が多く、その中で友とも月づきは少々浮いていた。


    　九棚さんが来たことで一旦話が中断したのか、部屋には沈黙が下りていた。だが九棚さんが空いているグラスを下げ、部屋から出て行くと同時に、玄関で見た静しず江えという女性が甲かん高だかい声で叫んだ。


    「未み由ゆさん、先ほどあなた、何と言いました？　聞き違いですわよね？　当主候補の辞退を取り消すなんて！」


    　自分に向けられた言葉ではなかったが、驚いて思わず声を上げそうになる。アリッサが慌あわてて僕の口を塞ふさぎ、腕を引っ張り部屋の端に連れて行く。


    　悪いと両手を合わせて、仕し草ぐさで謝る。そして僕らは息を潜ひそめ、話し合いの成り行きを見守った。


    「聞き違いではありません。私は確かに、そう言いました」


    　友月が抑えた口調で答える。見た目はまったく動じていないように見えたが、本心は分からない。


    「よくもまあ恥ずかしげもなく……今更そんなことが通ると思ってらっしゃるの？」


    　だがそれに答えたのは友月よりも上かみ座ざに座る初老の男性だった。


    「静江様、あなたは何か勘違いしておいでだ。元より当主はまだ辞退の旨むねを了りよう承しようしておられない。ですから取り消すもなにもありはしないのですよ。ですが未由様がその気になっていただけたなのなら喜ばしいことです。本日は当主代行を務めさせていただいている第一秘書の私が、責任を持って未み永えい様にお伝えしましょう」


    　静江は苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をして、友月を睨にらんだ。


    「忌いま々いましい……どうしてこんな子が……私達の息子、一かず哉やの方がずっと才覚も溢あふれているのに――」


    「それは前回お話ししたはずです。友月家は代々直系の女子が《未永》の名と当主の座を継承します。たとえ勘かん当どうされ、友月と縁を切られた未み世よ様の娘であっても、その血筋は紛れもなく直系。灘なだ世せ様のご養女となられたことで、友月の姓を取り戻され、資格は十分だと判断されました。このような反対に会うことは予見できたため、お伝えするのは遅れましたが、灘世様の強い推すい薦せんもあり、既に決定されていたことなのです」


    　それを聞いた静江の夫である世よ一いちが皮肉っぽく笑う。


    「ふ……ふはははっ、そうか、灘なだ世せはこのために……。全てあやつの思い通りになったということですな。もっとも本人は喜ぶこともできない状態ですが」


    「なんとかならないんですの!?　そんな古臭い風習――」


    　諦あきらめきれない様子で言い募つのる静しず江えだったが、第一秘書という男性の一ひと睨にらみで黙り込む。


    「静江様、たとえ分家の中でも格が高い二に崩ほう家の出であろうと、友とも月づき家の決まりに口を出すことは許されませんよ。それに当主が女性であることは、大きな利点があるのです。世界中の権力者は多くが男性。これは事実です。彼らの中から夫を迎え入れることで、友月家はより成長します。そうやって千年に亘わたり発展を続けてきたのです。当然、未み由ゆ様のお相手も既に決まっています。いい機会ですし先方の予定が合えば、コンサートホールの落成式にお招きして初顔合わせをいたしましょうか」


    「え――？」


    　ぽかんと呆あつ気けに取られた表情の友月。それは僕も同様だった。


    　なんだって？　夫……？


    「どうかなされましたか、未由様？」


    「そ、そんなこと聞いて……」


    「ふむ、この前はお早く帰られたのでまだお伝えしておりませんでしたな。しかしこれは次期当主としての責務です。今更、再び言げんを翻ひるがえすなどとは仰おつしやいませぬよう」


    「…………っ」


    　友月は男性に気け圧おされて言葉を飲み込む。だが友月の動どう揺ようを見て取った静江が、嘲あざけるような笑みを浮かべた。


    「あら未由さん、そんなに嫌なのかしら。だったら逃げてもいいのよ。あなたの母親と同じようにね。どこの馬の骨とも知れない男を誘惑して、連れ出してもらえばいいんじゃない？」


    　友月の肩が震え、纏まとう雰ふん囲い気きが変わった。キッと静江を睨にらみ付ける。


    「両親を、悪く言わないで下さい」


    　その瞬間、静江の前に置かれたグラスがピシッとひび割れたのを僕は見た。


    「ひっ……きゃあっ！」


    　友月から発せられた鬼気に怯おびえたのか、椅い子すごとひっくり返る静江。


    　会議の場は騒然とし、倒れたときに腕をぶつけたと騒ぐ静江を世よ一いちが運び出す。そのまま今日のところは解散ということになり、親しん戚せきたちが次々と部屋を出て行く。


    　足音とざわめきが遠ざかる……。


    　友月一人になったのを見計らって、僕とアリッサは姿を現した。


    「え……啓けい介すけくん!?」


    　さすがに驚いたようで、友月は目を丸くする。


    「ごめん、実は途中から聞いてたんだ」


    「そうだったの……じゃあさっきのも見てたよね。無意識に、未定義魔術を使っちゃった。まだまだ訓練不足ね」


    「いいえミユ、よく抑えたと思うわ。きちんとセーブできたんだから上出来よ。あたしだったら直接ぶん殴なぐってるわ」


    　アリッサの言葉に笑う友とも月づき。しかし僕にはそれより気になっていることがあった。


    「なあ……どうするんだ。このままじゃ友月は会ったこともない奴と結婚する羽目になるんじゃないのか？」


    　声が自分でも上ずっているのが分かる。


    「うん……みたいだね。結婚の自由なんてあまり期待していなかったけど、こんなに早く突きつけられるなんて思ってなかったな。それにコンサートで顔合わせなんて……婚約前提のお見合いね。何としても私を当主にしたいみたい」


    　人事のように呟つぶやく友月に僕は焦る。


    「おい、落ち着いてる場合じゃないだろ。友月はそれでいいのか？」


    「よくはない、よ。でも《群れクラウド》との繋つながりを探るまで断ることはできないし、あの場でやっぱりやめたなんて言っても無理だろうしね。私の意志は、関係ないみたいだから」


    「でも――」


    　僕は歯を噛かみ締める。


    「ありがとう、心配してくれて。だけど大丈夫だよ。これは私が決めたこと。自分で何とかするから」


    　友月はそう言って静かに微笑ほほえんだのだった。


    



    
      ４

    


    



    　夜、食事を終えて部屋に戻っても僕は落ち着かなかった。


    「どうしたのよ、ケースケ？　そんなにそわそわして」


    　部屋を意味もなく歩き回る僕にアリッサが話しかける。


    「じっとしてられないんだよ。僕らが《群れクラウド》のことに拘こだわったから、友月は今回のことを計画してくれたんだ。でもそのせいで……」


    「そうね……ミユには思った以上の重荷を背負わせちゃったわね。でも、今あたしたちにできることはないわ」


    「わかってる。だから、歯がゆいんじゃないか。ああもう……ちょっと外出て来る」


    　少し頭を冷やそうと僕はアリッサを残して部屋を出る。隣の部屋をノックしてみるが返事はなかった。友月は親族たちと食事をするため南館に行ったが、まだ戻っていないのだろう。


    　そのままぶらぶら廊ろう下かを歩いて階段の前まで来る。昨日足を踏み入れなかった三階には行きづらく、僕は一階へ下って中庭へ出た。


    　暗い花畑には虫の音ねが満ちていた。夜気を大きく吸い込んで深呼吸する。


    「遠とお見み様ですか？」


    　だが誰もいないと思った中庭に自分の名を呼ぶ声が響き、心臓が跳ねる。


    「え、あ……九く棚だなさん」


    　振り向いた先に執事服を着た細みの影を見つけ、胸を撫なで下ろす。


    「どうしたのですか、こんな場所で」


    「いや、ちょっと外の空気を吸いたくなって……。九棚さんこそどうして？」


    「簡単にですが、庭の草木に水をやっていたんですよ。今日は忙しく手が回りませんでして、夕食後になってしまいました」


    「あ、食事は終わったんですね。友とも月づきはどうしてますか？」


    「未み由ゆ様でしたらお部屋にお戻りになられたと思いますが」


    　ちょうど行き違いになったのかもしれない。僕は礼を言って戻ろうとするが、九棚さんが「お待ちください」と引き止めてくる。


    「遠見様はもう未由様からお話を伺うかがいましたか？」


    「……当主候補や結婚がどうのこうのってことなら知ってます」


    「そうですか……。何故突然、未由様が辞退を取り消されたかは分かりかねますが、こうなった以上あなたに一つ言っておきたいことがあります」


    　九棚さんは固い声で僕に告げる。


    「――これから先、未由様を惑まどわすのはお止やめください。もしも再び未由様が心変わりなされて現当主のお怒りを買えば、友月家からの除名も有り得ます。未み世よさまと同じように……」


    「除名……勘かん当どうってことですか？　だけど親でもないのにそんなこと……」


    「戸こ籍せきの問題ではないのです。ただ単に友月家として扱われなくなる。それだけです。しかしそれは社会を敵に回すのと同じこと。未由様にはそんな思いをさせたくありません」


    「さっき少しだけ耳に挟みました……友月の母親は逃げたとかどうとか――」


    　僕がそう言うと九棚さんは沈ちん痛つうな表情で頷うなずく。


    「はい、未世様は生まれつき体が弱く、その頃は当主も健在だったため、直系ではあっても後継者としては扱われていませんでした。しかしそれでも友月家は未世様を手札の一つとして数え、政略結婚を強制したのです。そして当時大学生だった未世様は笹ささ代しろ由ゆ紀き斗とという男と駆け落ちを――」


    「ささしろ……」


    　昨日見た友月の机に書かれていた名前だ。となると彼が友月の父親なのだろう。


    「苦しい生活だったそうです。しかもそれに耐えた挙あげ句く、事故で……。私がこのようなことを遠見様に話すのは、同じことを繰り返して欲しくはないからです。未由様とあなたがどのような関係なのかは存じません。ですが、友とも月づき家はあなたが考えている以上に途方もなく大きいことを忘れないで下さい」


    　そう告げると九く棚だなさんは庭を横切って南館へ歩き去っていった。


    　僕はもしかしたら押しなおしの効かないスイッチを入れてしまったのかもしれない。後戻りのできない不安を抱きながら、屋敷の屋根に四角く切り取られた夏の夜空をじっと見上げた。


    



    「今日、何か動きがあるかしら」


    　アリッサが腕組みをして唸うなる。


    　あれから部屋に戻った僕らは友月を交えて今後の相談をしていた。ついさっき聞かされた九棚さんの話が心に重く圧のし掛かっていたが、できるだけそれを表に出さないよう振る舞う。


    「どうだろ……まあ静しず江えって人はかなり頭にきてたみたいだけど」


    「あの人たちが怪しいことは九棚にも伝えて、見張ってもらってる。この屋敷のセキュリティはすごいの、特に内側は……。だから動きを見み逃のがすことはないと思う。もし何かあれば九棚が報しらせてくれるわ」


    　僕は友月の含みのある説明を聞いて部屋を見回す。


    　要するに監視カメラなどがそこら中にあるのだろう。下手すれば盗聴器まで普通に設置されていそうだ。ここにはないといいのだが。


    「じゃあとりあえず報告あるまで待機ってことね。ケースケ、あたしはミユと一緒に寝るわ。また別の奴がミユを狙ってきたらいけないしね」


    「そうだな、それがいい。あ、でもアリッサ、実体化がそろそろ解けそうとかいうことはないのか？」


    　もしそうなら、僕から離れて意識を失えば消滅してしまう。


    「えっと、たぶん大丈夫よ。今日魔術を使ったけど全然消耗した気がしないわ。《虚飾せし光衣インビジブル》は燃費がよくないはずなのに……力は溢あふれそうなほど。これなら透とう過か体たいに戻る心配はないでしょうね」


    「わかった、じゃあ頼む」


    　そう言って僕は二人を送り出すが、ふと思う。


    　アリッサが実体でいられるのは有利ではあるが、やはり異常なのだ。日曜から数えれば既に四日目。もう日常になりつつあるが、それをこのまま当たり前だと受け入れてはいけない。そんな気がした。


    



    　ドォォォォン……。


    　遠くから火山でも爆発したかのような重低音が響き、僕は目を開けた。


    　あれ、ここはどこだ？　それに揺れてる……地震？


    　高い天井を見上げながら寝ね惚ぼけた頭で考える。


    　ああ、そういえば今日は友とも月づきの家に来てたんだっけ……。それでしばらくは何が起こるか分からないから電気を点けたまま寝転んでたんだ。でもいつの間にか――。


    　ドンドンドンと扉が激しくノックされ、そのまま鍵かぎを閉めていなかった扉を開けて誰かが入ってくる。


    「ちょっとケースケ！　寝てる場合じゃないでしょう！　さっきの音が聞こえなかったの!?」


    「お、と？」


    　厳しい表情を浮かべたアリッサが僕を覗のぞき込んできた。バラバラだった意識が繋つなぎ合わさり、僕はようやく先ほど響いた音の重大さを悟る。


    「友月は!?」


    　慌あわてて身を起こし、アリッサに尋ねる。


    「無事よ。ほら」


    　探すまでもなく、友月はアリッサの後ろに立っていた。安心して息を吐く。


    「私はずっとアリッサさんと一緒にいたから。さっきの音はたぶん下の階からだよ」


    「下の階……」


    　そうなると思いつくのは《群れクラウド》の刺し客かくを閉じ込めている地階だけだった。


    　ドォォォォンと再び重い音が響く。ただ事ではない。


    　二人も同じ結論に至っていたようで、僕らは周囲に気を配ることを忘れずに暗い廊ろう下かを駆け、階段を下る。地下へ続く階段の前には既に人の姿があった。一瞬身構えるが、それが執事服を着た男性だということに気づく。


    「九く棚だな、何があったの!?」


    　友月が彼の名を呼び、そう尋ねた。


    「分かりません。私も今ここに来たばかりです。未み由ゆ様もお二方も危険ですので――」


    　九棚さんは僕たちを下がらせようとしたが、今回は従えない。近くには自由になった《群れクラウド》の魔術師がいるのかもしれないのだ。僕らは頷うなずき合うと、階段を駆け下りる。


    「お待ちください！」


    　静止の言葉も無視して、地下に辿たどり着く。そこには鉄の大扉があった。いや、正しくは扉だったものが……。


    「これ……は――」


    　後ろから九棚さんの驚く声。無理もないだろう、目の前の分厚い鉄てつ扉ぴは何かすさまじい力によって中心がぶち破られていたのだから。


    　そう――切り取ったのでも、こじ開けたのでもなく、破られている。


    　閉じたまま真ん中に大穴を開けた扉を僕らはしばらく呆ぼう然ぜんと眺めていたが、一番早く我に返ったアリッサが中へ飛び込む。


    「一人じゃ危ないぞ！」


    　僕も慌あわてて穴を潜くぐり抜ける。中は白熱灯の明かりに赤っぽく照らされていた。しかし周囲を見回して絶句する。窓に格こう子しのついた扉がいくつも並んでいたからだ。


    「趣味が悪いでしょう……叔お父じはここを懲ちよう罰ばつ室しつと呼んでいた。使用人たちの教育に使われていたそうよ」


    　続いて入ってきた友とも月づきが吐き捨てるように告げる。


    「確かに、な。それで《群れクラウド》の男を閉じ込めていたのはどこ――」


    　そう尋ねかけたが、僕は幾いく多たある部屋の中で一つだけ開いている――いや、扉が存在していない場所を見つけた。先に入ったアリッサはその部屋の前で立ち尽くしている。


    「アリッサ！　どうしたんだ？」


    　駆け寄って中を見た僕と友月は、絶句する。扉は――あった。向こう側の壁にめり込んだ形で。だがその扉は異様なほどデコボコしており、その枠からは真っ赤な液体が流れ落ちていた。


    　まるで外側から飛んできた扉に人間が押しつぶされてしまったかのようだ。


    　そして……それが比ひ喩ゆではなく、事実だと悟る。


    　ここに閉じこめられていた人間といえば、《鳶カイト》という《群クラれウド》の刺客だが――。


    「う……」


    　あまりの惨状に友月が口を押さえる。けれど僕にはそれを気遣う余よ裕ゆうはなかった。何故なら、あることに思い至っていたから。


    　扉はどうみても外側から強い力で中へ吹き飛ばされている。入り口の鉄てつ扉ぴもよく見れば外から内へ穴を開けられた痕こん跡せきがあった。ということは――。


    「気をつけて！　まだここに誰かがいるかもしれないわ！」


    　僕と同じことに気づいたアリッサが声を上げる。


    　最後に入ってきた九く棚だなさんが立ち止まり周囲を見回す。そう、九棚さんが来る前に脱出していなければ、まだこんなことをした奴が残っていることになる。


    　だが僕らが次の行動へ移る前にドンッと入り口近くの扉が吹き飛び、その向こうから影が飛び出す。あまりの素早さに残像しか見えなかった。


    「っ……外へ――」


    　穴の向こうに消えた影を追って僕らは階段を駆け上がる。すると一階には友月の親しん戚せき一同が群がっていた。


    　僕らのことを知らない親戚の人々は訝いぶかしげな顔をしたが、九棚さんを見つけると口々に今のは何だと問いかける。


    「いえ、まだ何が起こったかは……それより今、この階段を何者かが上ってきませんでしたか？」


    「あ、ああ、何かが風みたいにワシらを飛び越えていった。あれは何だ？」


    「それも……分かりかねます。とにかくここは危険なので、自室にお戻り下さい」


    　親族連中を宥なだめる九く棚だなさんを見ながら、僕は人ごみの中に例の夫妻がいないことに気づく。


    「なあ友とも月づき、世よ一いち夫妻の部屋はどこだ？」


    　嫌な予感を覚えながら尋ねる。


    「えっと……東館三階の一番いい部屋を割り当てたと思うけど――」


    「行ってみよう。ここに来ていないのが気になる」


    　アリッサも同意し、僕たちは人ごみの中から抜け出して東館へ向かう。北館と東館を繋つなぐ扉は鍵かぎの部分だけが壊され、開いてた。


    　一気に三階まで駆け上るとさすがに息切れしたが、そのまま友月の案内に従って世一夫妻が泊まっている部屋の前までやってくる。


    「世一さん、静しず江えさん、いらっしゃいますか？」


    　友月が強めにノックをして、呼びかける。しかし返事はない。アリッサが業ごうを煮やしてノブを回すと、扉はすんなり外側へ開いた。


    　途端にむわっと血臭が漂う。


    「これは……」


    　そこに《人間》はいなかった。ただ、白い壁に紅い花が二つ、咲いていた。その中心には人だったモノ。恐らく凄すさまじい力で壁に叩きつけられ、血の花弁を咲かせた――友月世一と友月静江。


    　窓は割れていて、ガラスが床に散乱していた。テラスから吹き込む風がこちらに血の臭においを運ぶ。


    「くっ――ケースケ、追うわよ！　まだ遠くには行っていないはず」


    　テラスから外を見回してアリッサが言う。


    「え、でもこんな暗闇で……」


    「今ならまだ手はあるわ。ミユはここに残っていて。さすがに二人も抱えて高速で飛べないし、ミユまでいなくなったら大騒ぎになるからね。あたしたちのことは適当にごまかしておいて。帰るときは自分たちの部屋のテラスからこっそり入るから」


    「友月を一人にして大丈夫なのか？」


    「これだけ派手にやっているのにミユは襲おそわれてない。だったら狙いはミユじゃない可能性が高いわ。だけどミユ、もしも何かあれば躊ちゆう躇ちよしないで魔術を使いなさい」


    「わ、わかりました」


    　友月が頷うなずく。


    「油断はしないでくれよ。ぼくたちは気分が悪くなったから部屋に戻ったってことにでもしてくれ」


    　僕はそう付け足して、アリッサの「彼方に運ぶ風フアラウエイ！」という叫びと共に窓から飛び立つ。


    「で、アリッサ。どんな手があるんだ？」


    　腰にしがみ付きながらそう尋ねると、アリッサは不敵に笑い、いったん屋敷の屋根に降り立った。そして両手を翳かざし、静かに告げる。


    「撫でるそよ風イーズブリーズ！」


    　ふわっとした風がアリッサを中心に吹き渡った。


    「――！　見つけたわ！」


    　アリッサはそう叫ぶと、再び飛行呪文を告げ空へ浮かぶ。


    「何をしたんだ？」


    「今のは、この家を探るのにも使った探査魔術よ。風の感触で周囲を調べるの。本来は特定のものを見つけるための術じゃないんだけど、さっきの相手はすごい速さで逃げたでしょう？　だから高速で移動している人間を探したのよ」


    　目標に向けてまっすぐ飛びながら、アリッサが答える。ぐんぐんスピードが上がり、耳元を過ぎる風の音が甲かん高だかく響く。振り落とされないように、しっかりと掴つかまるが、何か違和感を覚える。


    　こうして空を飛ぶのは何度目か分からない。いつも恥ずかしさなど忘れるほど、必死にしがみついているのだが、今回は何かが違う。


    　……熱い？


    　そう――そうだ。服越しに感じるアリッサの体温がやけに高いのだ。


    「ケースケ、相手の進行方向が変わってなければ、もうすぐ追いつくわよ！」


    　しかしアリッサは、普段以上に覇は気きを漲みなぎらせてそう告げる。別に体調が悪いというわけではなさそうだ。というか精神体が風か邪ぜを引くことなど恐らくないだろう。


    「分かった、僕も準備をしておく」


    　とりあえず今は目の前のことに集中だ。僕は降りたらすぐに《貪れ魔狼デイバウアー》を発動できるよう、呪文を唱え始める。


    　地上を見下ろすと、そこは高級住宅地を抜けた先にある山際の霊園だった。立ち並ぶ墓石の中、一人の男がこちらを見上げていた。


    「……貪れ魔狼デイバウアー」


    　アリッサと共に地面に降り立つと同時に僕は小さくそう呟つぶやき、男にはバレないよう陽かげ炎ろうの腕を顕けん現げんさせる。


    「――まさか空飛んで追ってくる奴がいるとは、さすがの俺様も驚きだ。仕事のついでに雑用を押し付けられたときはキレそうになったが、おもしれえ……本当にこの国がこんな愉快なことになってたとはな。奴の言った通りだったか」


    　犬歯をむき出しにして笑う男は、見た感じ二十代半ばぐらいだろうか。迷彩服のズボンにタンクトップという服装だ。肌は浅黒く、均整のとれた体格をしている。筋肉はあるが、オウルにはとても及ばない。扉や人間を滅茶苦茶に破壊できる膂りよ力りよくがあるようには見えなかった。


    「あんた何者？　やっぱり《群れクラウド》の刺し客かく？」


    　アリッサの鋭い詰きつ問もんに男は笑みを深くする。


    「はっ、その言い方は気に食わないが、似たようなものか。俺様は殺し専門の飼い犬さ。ただし首輪の付いていない、な。《鵺キメラ》とでも呼んでくれ、短い付き合いだろうがよろしく頼むぜ」


    　あっさりと頷うなずき、名前さえ自ら名乗った男に拍子抜けしながらも僕は尋ねる。


    「お前が、殺したのか？　自分の仲間と世よ一いち夫妻を。何故……依頼主じゃなかったのか？」


    「ああ、そうだぜ。つまんねえ雑用だった。理由なんて知らねえさ、大方口封じか、より優先される依頼があったんだろうよ。ちなみに――お前らの顔も見覚えがある。それとは別の雑用に含まれているからな」


    　その言葉に僕らは臨戦態勢を取るが、キメラは肩をすくめる。


    「構えるなよ。どうも〝時期〟と〝順序〟が大切らしくてな。まだお前らの番じゃない。だからまだ殺さないでおいてやる。俺様としてはこんな美お味いしそうな獲物は、今ここで喰い尽くしてやりたいんだが……」
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    「偉そうに言わないで。あたしたちにはあんたを見み逃のがす理由なんてないんだから！」


    　アリッサの言葉に、キメラは獰どう猛もうな表情を浮かべる。


    「ほう、そうかい。じゃあ少しだけ遊んでやろうか。どの程度俺様を満たせるのか、見せてみろ――」


    　そうキメラが叫んだ瞬間、ぞわっと背筋が冷たくなる。殺気――とはまた違う。まるで僕らを餌えさだと思っているかのような……欲望だった。


    「群集せし雷弾シヤインブレツト！」


    　戦いの口火を切ったのはアリッサ。《起動言語トリガー》が閑かん散さんとした墓地に響くと同時に、アリッサの周囲に幾いく多たもの輝く光弾が生まれる。


    「すげえな。それが本物の魔術ってやつか。いいぜ面白くなってきた！」


    　臆するどころか、歓喜の表情を浮かべて、こちらに突進してくるキメラ。アリッサは彼目め掛がけて全ての弾丸を撃ち放つ。


    　だが目も眩くらむ光の弾幕をキメラはいとも簡単にすり抜け、向かってくる。速い、とても人間の動きとは思えなかった。


    「なっ！」


    　アリッサの顔に焦りが浮かんだ。攻撃は防御――それは攻撃が意味を成せばの話だ。時間稼ぎにもならなければ、次の魔術を唱える隙すきが生まれない。


    「アリッサ！」


    　僕はアリッサの前に飛び出し、キメラを迎え撃つために右腕を構えた。手加減できる相手ではないと判断し、最小出力だった《貪れ魔狼デイバウアー》に力を注ぐ。ぼんやりと巨大な腕の輪りん郭かくが現れる。


    「だあぁぁぁぁぁぁぁっ！」


    　僅わずかな躊ちゆう躇ちよを吹き飛ばすために声を上げながら、右腕を振りかぶった。弾幕を完全に潜くぐり抜けたキメラが、僕を見て笑い、応じるがごとく拳を突き出す。


    　だが僕は接触の寸前、右手を開く。全てを抉えぐり取る《口》を開放する。


    　飲み込め！


    「……!?　ちいっ！」


    　その瞬間、キメラの表情が変わった。舌打ちをして触れる寸前だった拳を引っ込め、後ろへ飛び退のく。そして慎重に距離を取ると、低く呟つぶやく。


    「おい、今……ぞくっと来たぜ。久々の感覚だ。一瞬、俺様と同じ〝獣〟の匂においがしやがった。いいぜ、いい！　ただの獲物かと思えば、お前も肉食獣か。狩るだけじゃない、喰い合える戦いができそうだ！」


    　哄こう笑しようしながら瞳をぎらつかせるキメラ。僕は体が震えそうになるのを堪こらえながら、立ち向かう。だが――。


    　どさ、と後ろで音が聞こえた。振り向くとアリッサが倒れている。


    「あ？」


    　キメラが呆あつ気けに取られた顔して、動きを止めた。


    「アリッサ!?」


    　僕はキメラに注意を払いながらもアリッサを抱き起こし、呼びかける。


    「はぁ、はぁ、はぁ……ケース、ケ。か、体が突然……」


    　アリッサは荒い息を吐きながら、異常を訴えた。触れた体は先ほどよりもずっと熱い。


    「お前、何をした!?」


    　アリッサを庇かばうように立って、キメラへ問う。


    「はあ？　俺様は何もしてねえよ。ちっ……拍ひよう子し抜ぬけだな。もういい、今日はやめだ。それにこれ以上やると、止められそうにねえ。じゃあな、お前の番が来たときに殺し合おうぜ」


    　そう告げるとキメラは化物じみた跳躍力で、霊園を囲む柵さくを跳び越して夜の中に消えていった。


    　追おうにもアリッサがこんな状態ではそれもままならない。


    「ま、待ちなさい……」


    　アリッサはよろよろと立ち上がろうとするが、すぐに足元がふらつき僕に倒れ掛かってくる。


    　その熱く軽い体を抱えながら、僕は積み重なった異常が何かを壊し始めた気配を感じていた。


    



    
      ＊

    


    



    「――また一つ、魂たましいが還かえったか。《鸚鵡パラツト》、これで残りはいくつだ」


    　月を背に、高い木の上から墓地を見下ろす金髪碧へき眼がんの少女が隣を飛ぶ蝙こう蝠もりに尋ねる。


    『先ほど六十九人目を仕留めたという報告が入りました。リストにあるのはあと一人でございます』


    　どこから声を出しているのか、蝙蝠がざらついた声で答えた。


    「ふむ、そうか……次で時は満ちるか。我が娘ながらよく持ちこたえたものだ。器うつわの大きさは我が考えていた以上だったようだな。いよいよか、しかしその前にやるべきことがある。我と願いを同じくする欲望が絶えてしまったのでな」


    『例の娘でございますか？　《鵺キメラ》をお使いなればよろしいかと。彼の家との縁えん故こは深くとも、あなたさまのご依頼ならば主は何より優先いたしましょう。《鵺キメラ》への指示はいつでも私が仲ちゆう介かいいたしますが』


    「くく、それは有難い……では一つ茶番に付き合ってもらうとしよう。だが聞いておったであろう？　《時期》と《順序》が肝かん要ようなのだよ。《鵺キメラ》に任せるのは茶番だけ。まだ仕事をしてもらうには早い。あやつらと《鵺キメラ》には最後に重要な役割があるのでな。ここは我自身が手を下すさ。しかし我は望みを叶える者。ただ奪うだけでは在り方が許さない。故ゆえにその対価は払おう」


    『……また自ら動かれるのですね。他に手もありましょうに――』


    「そう言うな、ようやくあの娘の願いが分かったのだ。それを我の手で叶えてやりたいのだよ。死を導く対価としてな」


    　金髪の少女はそう言って、深い笑みを口元に刻んだのだった。
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    第三章　奪われし魔女、猛りし魔獣
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    　何も――見えなかった。


    　周囲は冷たい闇に満たされて、体の自由も利かない。


    　ただ、右手にだけ感触がある。それは温かさでもあり、痛みでもあった。


    　離してはいけない。脳裏を占めるのは、その言葉だけ。


    「お兄ちゃん……」


    　聞こえるはずのない声が響き、暗闇の中に僕が掴つかんでいる人の姿が浮かび上がる。そうだ僕は、海に落ちて――。


    「ゆ、い……」


    　僕は声を絞しぼりだして、幼い妹の名を呼んだ。しかし闇が再び彼女を覆おおい隠してしまう。


    「由ゆ衣い！」


    　離してなるものかと右手に力を込め、叫ぶ。


    「啓けい介すけ、くん……」


    　だが闇が払われて現れたのは妹の顔ではなかった。


    「とも、づき？」


    　その名を口にした瞬間、闇が蠢うごめき、荒れくるいだした。


    「くっ！」


    　繋つないだ手に強い負荷が掛かり、右手に痛みが走る。


    「きゃあっ！」


    　決して離したつもりはなかった。だが右手の感触は消え、友とも月づきの姿が遠くなる。


    「友月ぃぃぃぃっ！」


    　腕を伸ばすが、闇の渦うずは僕らを引き離し、友月を呑のみ込んだ。


    「あ、ああ……」


    　途端に凪ないだ闇の中で僕は絶望に体を震わせる。重くなった体が暗い底へ沈んでいくのが分かった。


    　だが金の光が黒を押しのけ、僕へ近づいてくる。アリッサだ。僕はその光に腕を伸ばす。


    「ケースケ！」


    　人の形となった光が僕を呼ぶ。しかしその光は弱々しい。闇に侵食され、徐々に小さくなっていく。


    「あ、アリッサ!?」


    　僕は名前を叫ぶが、アリッサは僕の手に触れる直前で黒に染まってしまう。


    「ケー……スケ……」


    　輪りん郭かくさえも失い、消えていくアリッサ。


    　もう一度名前を呼ぼうとするが、声は出なかった。気が付けば自分の体も黒に侵されている。


    　体はもうぴくりとも動かせず、僕は闇に溶けていった……。
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    　ひどい喪失感を胸に、僕の意識は現うつつに浮かび上がる。


    「……大丈夫よ、ケースケ。あたしはここにいるわ」


    　だが、その痛みを癒いやすかのような声が耳元に囁ささやかれた。


    　さわ、さわ、と優しく髪を撫なでられる感触に目を開ける。


    　ベッドに横たわるアリッサの顔がすぐ近くにあった。僕はベッドの隣で座り込み、頭だけを布ふ団とんに乗せて眠っていたようだ。


    　そうか……昨日はアリッサを看病していて、そのまま……。


    　昨夜、キメラとの短い戦いが終わった後、アリッサは苦しそうな様子を見せながらも転移魔術を使い、友とも月づきの屋敷へ戻った。だがその場で意識を失ってしまい、事件の処理はしておくという友月に甘えて、明け方寮に戻ってきたのだ。


    「ケースケ、ひどい夢を見たわね」


    　アリッサは薄く微笑ほほえんで告げる。僕の頭を撫なでている手は、まだ熱い。


    「え？　どうしてそれを……」


    「あたしも見たのよ。あんたの夢を」


    　僕がアリッサの夢を見ることは多かったが、その逆は初めてかもしれない。


    「そうか、ごめんな。調子が悪いのにあんな夢を見せて――」


    「いいのよ。悪夢を一人で抱えちゃ苦しいでしょ」


    　そう言って笑うアリッサを見ていると、本当に悪夢のしこりが胸から消えていく感じがした。


    「……ありがとな、だけどもう大丈夫だ。それに心配するのは僕の方じゃないか。体はまだ苦しいんだろう？」


    　アリッサは苦い顔になって頷うなずく。


    「ええ……体が熱くて、重い。頭がボーッとして、胸の辺りがずきずきする。あたし、どうしちゃったのかしら」


    「典型的な風か邪ぜの症状に近い気もするけど……精神体のお前が風邪を引くわけはない、か」


    「当たり前でしょう。もっと違う何かによるものよ、たぶん」


    「やっぱり実体化を解けないことと、何か関係があるんじゃないか？」


    　僕の問いに、アリッサは難しい表情になる。


    「だとしたら、精神力の増大が原因かしらね。力が溢あふれすぎて精神体に無理が来てるのかも。もっともその力がどこから湧いているのか、さっぱりだけど」


    「あ――だったら魔術を使って手っ取り早く力を使えばいいんじゃ……」


    　アリッサは少し考える顔をした後、天井に手を翳かざす。


    「輝く雷球ライトニング……」


    　バチバチと火花を散らす光の弾が空中に現れ、パンと弾けて消えた。


    「やっぱり――変わらない……」


    「え？」


    　落胆したように呟つぶやくアリッサに僕は首を傾かしげる。


    「ここ数日、何度も魔術を使う機会、あったでしょう？　そのときから感じていたんだけど……いくら魔術を使っても疲れないの。まるで際限なしの力を汲くみ上げているみたいに――」


    「疲れない？　全く？」


    「そう、全くよ。だから原因がケースケの言うとおりだとしたら打つ手がないの」


    　だとしたらもっと根本的な解決をする以外、この状態は改善されないことになる。


    「くそ……どうしたら……」


    「分からないわ。でも自分の体のことだから、もっとよく考えてみる。ケースケはもう学校へ行きなさいよ。遅刻しちゃうわ」


    　時計を見れば、確かにそんな時間だった。


    「でも――」


    「あたしは平気。それよりミユが心配だもの。まだ狙われているかもしれないから、あんたが傍そばにいなさい」


    　アリッサの真剣な口調に僕は頷うなずかざるを得ず、着替えて玄関へ向かう。


    「……いってきます」


    「いってらっしゃい」


    　その言葉を聞いて、今日はアリッサが図書室に来ることもないのだなと今更悟る。


    　忘れようとしていた悪夢の情景――消えるアリッサと友とも月づき。それが脳裏に蘇よみがえり、僕は頭を強く振った。


    



    　昼休み、密談に最適な屋上で、僕は昨日の出来事とアリッサの状態を二人の少女に伝えた。


    　一人は当然友月だが、アリッサに代わって給水塔の陰に座るのは陽ひ名なちゃんだった。昨夜、《鳶カイト》という《群れクラウド》の刺し客かくまでも殺されたことから、彼女の身にも危険が及ぶかもしれないと考えたのだ。


    「口封じ……ですか。けど、それだとわたくしの方が先に狙われると思うです。しかも、まだ裏切ってもいない仲間を消すだけの理由が分かりません。わたくしたち下部の構成員が知っていることはほんの僅わずかです。情報を流しても揉もみ消されるか誰も信じないかのどちらかなのですよ」


    　陽ひ名なちゃんは首を捻ひねって訝いぶかしげな顔をする。口封じという線はあまり納得がいかないようだ。


    「そういえば――あのキメラっていう男、より優先する依頼があったのかもしれないとか言っていたな……」


    　僕が思い出してそう言うと陽名ちゃんはパンと手を叩いた。


    「あ――それならあるかもです。例えばもっと《群れクラウド》へ影響力を持つ依頼主に、未み由ゆさんを狙う人たちを殺してくれって頼まれたとしたら……任務に失敗して、尚なお且かつ監かん禁きんまでされていた《鳶カイト》は、ついでに切り捨てられてもおかしくないかもしれません」


    　友とも月づきを狙った奴らを、殺す依頼……？


    　その仮定を聞いて、別の見方ができることに気が付く。


    「ちょっと待てよ……もし今の予想が合っていたとしたら、それを依頼して意味がある奴らは――」


    「……私を当主にしたいと考えている人たち。つまりは現当主の派は閥ばつということになる、わね」


    　友月が僕の言葉を引き取って告げる。


    「そうか……別におかしな話じゃなんだよな。もし《群れクラウド》と繋つながっているのが世よ一いち夫妻個人じゃなくて友月家そのものだったら有り得る話だ。というかそう考えたほうが自然かも」


    「うん、私が思っていた以上に、根は深かったみたい。昨日の事件だって、とても手早く処理されたわ。警察の聴取すらおざなりだったもの。三人も死んだのに……。その上、監視カメラの映像は全部押おう収しゆうされて、確認もできなかった」


    「じゃあもしかして今の友月は、《群れクラウド》に狙われているどころか、守られているのか？」


    　しかし陽名ちゃんはそれに懐かい疑ぎ的な顔をする。


    「どうでしょう……未由さんの《家》が一枚岩でないのなら、また依頼は逆転するかもしれないです。優先順位というものはどこまでも上があるものなのですから。それに今回の仕事が単に未由さんの敵の排除だとしたら、それは終わっています。仕事は一回限りのものです。もう一度未由さんを狙えと言われても、同時に逆の依頼がされない限りそのまま遂すい行こうされるでしょう。だから注意はしたほうがいいのです」


    「分かった。油断はできないんだな」


    　僕は頷うなずく。問題は山積みだ。キメラは単なる雑用だと昨日のことを言っていた。ならば本来の仕事とは何なのだろう。さらに気がかりなのがアリッサの異常と友月の……。


    「なあ友月、それで例の顔合わせっていうか……その、見合いの話はどうなったんだ？」


    　その言葉に友月は憂ゆう鬱うつな息を吐く。


    「予定通り行われるそうよ。あんなことがあったのに、着々と準備は進んでいるみたい。反対派の筆頭だった世よ一いちさんたちが亡くなってしまったから、もう拒否する口実が本当になくなっちゃった……」


    「そうなの、か……」


    　どちらにせよ友とも月づきが断れば大きなペナルティを負うのだと九く棚だなさんに言われていた。しかしこのままにしておくことも、できるわけがない。


    　何とかしてせめて見合いだけでも回避する方法はないかと考える。


    　だがふいにガシャンという音が屋上に響いた。


    　扉が開いた……音？　まずい、ここは本来立入禁止なのだ。もしも先生だったらこってり絞しぼられてしまう。


    　恐る恐る給水塔の陰から顔を出す。昇降口の前にいたのは口元に髭ひげをたくわえ、黒いスーツを纏まとった紳士然とした男だった。


    　誰だ？　先生じゃないようだが……？


    「啓けい介すけくん、どう？」


    　友月も横から覗のぞき込んでくる。だが男を見た途端「ひっ」と短い悲鳴を上げた。その声で男がこちらを見つけてしまう。


    「おやおや、こんなところにいたんですね。職員室で教室を教えてもらったのですが、そこにはいなかったので捜してしまいましたよ。しかし未み由ゆは昔から屋上が好きでしたからね。もしやと思って来てみたのです」


    「あ、ああ、ああああ……お、叔お父じ、さま……」


    　友月が震える声で呻うめく。


    　叔父？　だが昨日の親族会議では見なかった顔だ。いや……でも一人だけ僕が会ったことのない《叔父》がいる。でもその人は確か――。


    「叔父さまとは悲しいですね。お養と父うさんとは呼んでくれないのですか？」


    　間違いない。この人は心を壊して療養しているという友月の叔父だ。名前は確か……灘なだ世せ。


    「どう、して？　病院に、いる……はずじゃ……」


    「いやいや、ずいぶん長い間眠っていたようですね。今け朝さ、目が覚めたのですが、おかげで立っているのも辛つらい。彼の助けがなければ階段など上れませんでしたよ」


    　そう言って昇降口への扉を見る男。すると中から見知った顔が歩み出てくる。


    「九く棚だな……」


    　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく友月。


    「灘世様は今朝方突然、我を取り戻されたようなのです。そして現状を聞いた灘世様は、どうしても未由様と会いたいと……」


    　九棚さんもどこか動どう揺ようした様子で答える。


    「おおそうでした。未由、とうとう次期当主として名乗りを上げたそうですね。父として私はとても喜んでいますよ。しかも明後日あさつてには、将来の婿むこ殿どのとの顔合わせが控えているとか。それが済み、婚約が為なされれば次期当主の地位は動かざるものになるでしょう。さあ、そんな大切な日が間近に迫っているというのだから、念入りに準備をしなければ。今日と明日は学校を休みなさい。早く家に戻るのです。学校に届けは出しておきました」


    　そう告げて友とも月づきの腕を掴つかみ、自分の方へ引き寄せる。


    「え……あ……」


    　友月は半ば放心状態でなされるがままだ。


    「おいっ！」


    　強引なやり方に僕は声を荒らげるが、その前に九く棚だなさんが立ちふさがる。


    「――遠とお見み様、お止やめください。少なくとも、今は」


    　瞳を揺らしながらも頭を下げる九棚さんを押しのけることはできず、僕は歯は噛がみする。


    「さあ、早く帰ろう。九棚、また肩を貸してくれ」


    　階段を下っていく三人を為すすべもなく見送る。


    「何か、大変なことになってしまったみたいですね……」


    　後ろから近づいてきた陽ひ名なちゃんはそう呟つぶやき、僕を心配そうにじっと見上げていた。
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    　どうすれば……。


    　放課後、アリッサのこともあるので早く帰らなければいけないのは分かっていたが、僕は組んだ両手を額に押し当て、考え込んでいた。


    「――なぁに遠とお見みくん、まだ残ってたの？」


    　机にずっと固定していた視線を上げると、そこには西日に照らされた冬ふゆ上がみの姿があった。いつの間にか教室には二人きりだ。まるでいつかの再現みたいにも思える。


    「お昼に友とも月づきさんが早退してからずっとそんな調子じゃない。何があったの？」


    「別に……」


    　冬上に話すことではないと、僕はそっぽを向く。


    「ふうん、教えてくれないんだ。まあいいわ、ホントは私、知ってるから」


    「は？」


    「朝あさノの宮みやさんから大おお雑ざつ把ぱにだけど聞いたのよ。友月さんが大変なことになって、遠見くんが落ち込んでいるから私からも励まして欲しいんですって。私に頼むなんてお門かど違ちがいだと思わない？」


    　冬上は苦笑を浮かべる。


    「でも遠見くんがうじうじしてるみたいだったから、つい我慢できなくなっちゃってね。ねえ、一つだけ聞かせて。これは友月さんが自分で解決できることなのかしら？」


    「それは……」


    　僕は答えに迷う。友月は昔とは違う。魔術も使えるし、心も強くなったように感じる。でも、だからこそ、正しさに縛しばられる。仮に叔お父じをもう一度廃はい人じんにし、友月家の因習を力で壊せば、この事態は乗り切れるだろう。しかし今の友月はそんな選択をしない。きっと。


    「もしかしたら……無理――かもしれない」


    　おずおずとそう呟つぶやいた瞬間、パンッと乾いた音が教室に響いた。


    「え――」


    　両頬が冬上の手に挟まれている。冬上は僕の顔を両手で固定しながら、ずいっと顔を近づけた。


    「あのね、だったら遠見くんが何とかしなさいよ。私は友月さんがこんなことで戦線離脱するなんて許さないわ」


    「でも方法が――」


    「知らないわよ、そんなこと。でも遠見くんは動かなきゃいけないんじゃないの？　それしかないんだから。少なくともこんなところでじっとしているのは時間の無駄。せっかくいいかなって思い始めてきたのに、見み損そこなわせないで欲しいわ」


    　冬ふゆ上がみはそう言って手を離し、僕を解放すると、長い髪を大きく靡なびかせて背を向ける。


    「それじゃ遠とお見みくん、また明日ね」


    　教室を出て行く背中を目で追い「また、明日……」と小さく答える。


    　勢いよく挟み込まれた両頬がひりひりと痛む。だがその痛みが、迷いの靄もやをいつの間にか消し去ってくれていた――。


    



    　やってきたのは友とも月づき邸の前だった。高く聳そびえる夕焼けに赤く染まる門は、いつも以上に威圧感を覚える。


    　思い切ってチャイムを押すと、九く棚だなさんが現れ、僕を中へ招き入れてくれた。門前払いされるかもしれないと思っていたが、杞き憂ゆうだったらしい。だが向かっているのは友月の部屋ではなく、前に案内された応接室のようだった。


    「申し訳ありませんが、未み由ゆ様とは……お会いできません。ですが――灘なだ世せ様が遠見様とお話をなされたいそうです。未由様のご友人だとお伝えしたところ、興味を持たれたご様子で……」


    　さすがに全て思い通りとはいかないようだ。けれど、なるようになれと僕は頷うなずく。


    「別にそれでも構いません。灘世さんと話したいこともありますし」


    　そうはっきり答えると、九棚さんは僕を少し驚いたような目で見る。


    「遠見様、どうなされるおつもりですか？」


    「さあ、自分でも分からないです。ただ、このままにはしておけないから……。大丈夫です。友月には迷惑を掛けません」


    「――そう、ですか」


    　九棚さんはどこか悔しそうな表情を浮かべて、頷いた。


    「遠見様をお連れしました」


    　そして辿たどり着いた中庭が見渡せる応接室で、僕は友月灘世と向かい合って座る。九棚さんが扉を出ると同時に、彼は僕に笑いかけてきた。


    「おお君が遠見くんだったのですか、学校でもう会っていましたね。私が未由の養父、灘世です。よろしくお願いします」


    「遠見……啓けい介すけです」


    　屋上で見た印象と変わらない物腰の柔らかさだ。一見友月が嫌うような人間には見えないが、張り付いたような笑顔に胡う散さん臭くささを感じた。


    「未由の学校でのお話なども興味はありますが、まずご用件をお聞きいたしましょうか」


    「はい、友月の……友月未由さんの見合いについて、です」


    　僕は単たん刀とう直ちよく入にゆうに切り出す。


    「ほう、確かに未み由ゆは明後日あさつて、未来の夫になるべき人物と対面する予定ですが、それが何か？」


    　表情は変わらなかったが、口調がやや重いものになる。僕はプレッシャーに負けまいと、視線を合わせる。


    「それは、いわゆる政略結婚だと聞きました。友とも月づきの意思を無視してそんなことを決めないで欲しい。それをお願いにきました」


    　この言葉を告げた途端に部屋を叩き出されることも覚悟していたが、彼は「ふむ」と頷うなずく。


    「私もですね、心苦しいのですよ。しかし見合いも出会いの一つ。将来の伴はん侶りよとして時を重ねれば、情も生まれるでしょう。ですからせめて友月家にとっても意味のある出会いを用意したいのです。娘と《家》が共に幸せになるためにね。誰かに恋をしてからでは娘が辛つらくなります。当主候補に選ばれたことで、早々にお相手が決まり、私はほっとしているのですよ。分かっていただけないでしょうか？」


    　思った以上に理り詰づめの返答をされ、僕は反撃の言葉を見失う。


    　このままじゃ丸め込まれてしまうと思った僕は、今の台詞せりふで唯一隙すきがあった部分を突くことにした。


    「だ、だったらもしも、友月が恋をしていたら……どうするつもりなんですか？」


    「そうですね……《家》も大切ですが娘の幸せには変えられません、その場合は考えを改めざるを得ないでしょう。当主に掛け合うことも辞しませんよ」


    　彼は胸を叩いてはっはっはと笑う。これが演技なのかは分からない。しかし今の発言はチャンスだった。だがそれを利用するには僕は嘘うそを吐つかなくはならない。


    　いや……どちらにせよ偽りを口にしなくては、これ以上踏み込むこともできないのだ。


    　僕は覚悟を決めると、心の中で友月に謝り、こう告げた。


    「友月は……恋をしていますよ。僕と、付き合っています」


    　嘘だとばれないよう、しっかりと目を見て宣言する。彼は、笑うのを止やめて僕を細い目で見つめる。


    「ほう……あなたが、未由と？　それにしては先ほどから名前で呼んではいないようですが？」


    　痛いところ突かれ、僕は必死に言い訳を考える。


    「その……人前では苗みよう字じで呼ぶ癖くせが付いちゃってるんですよ。一応、学校の友達には付き合っていること、隠してるもんで」


    「ふむ、そうですか。まあ、こんなところまでわざわざお出いでになるくらいです。ただのお友達ではないのかもしれないと思っていましたが……」


    「だから、その、今度の見合いはっ――」


    　畳たたみ掛けようとした僕の言葉を、彼は首を横に振って遮さえぎる。


    「それは、無理なのです。もう既に先方へ約束も取り付けています。今更中止にはできないのですよ」


    「そんな……」


    　項うな垂だれる僕を見て、彼はにっこりと再び微笑ほほえむ。完成された、揺らぐことのない笑みの形。僕はそれを一瞬怖いと思った。


    　もっともらしい言葉を並べて、僕を煙けむに巻こうとしているのだろう。やはり話し合いでは何も解決できないのかと諦あきらめかけたとき、彼はこう続けた。


    「けれど、私も娘を苦しめたくはありません。なので遠とお見みさんの気持ちが本物で、相応の覚悟があり、どうしても見合いを止めたいのなら……私から提案が一つあります」


    「提案？」


    「はい、見合いの場で、あなたが未み由ゆを攫さらって逃げるのですよ」


    「は……？　そんなの結局、友とも月づきに迷惑がかかるだけなんじゃ……」


    　彼の思惑が量れず、僕は戸惑う。


    「大丈夫ですよ。これは遠見さんが独断で行うことですから。面めん子つは多少つぶれますが致命的ではありません。その場は混乱すると思いますが、私があなたと未由のことを多少脚色して説明し、収めてみせましょう。最悪の前例――未由の母親のこともあります、その見合いさえ流せれば、当主も強要はしないと思いますよ。もちろん私も口ぞえします」


    　なんだ……こいつ？


    　あまりに都合のいい提案だ。何を考えているんだ？　この男は友月を当主にしたいんじゃないのか？　権力のために友月を利用している男じゃないのか？　あれだけ友月が毛嫌いし、怯おびえていた男なんだぞ？


    　疑問は際限なく溢あふれたが、僕は頷うなずくほかなかった。


    「分かり……ました。僕が友月を、いえ……未由を助けます」


    「遠見さん、お願いします。ただし友月家が一堂に会する場ですから、当然警備も厳しいですよ。私たちのいるＶＩＰルームに辿たどり着くのは難しいと思います。覚悟が必要だと言ったのはそのためです。私は手を貸すことができませんから」


    「大丈夫です。何とかします」


    　僕は断言する。それに満足したのか彼は頷き、ＶＩＰルームの場所を詳しく告げた後、懐ふところから一枚のチケットを取り出した。そこには羽は衣ごろものような衣装を纏まとった美しい女性の写真がプリントされている。


    「これは……」


    「珠す洲ず里りユヤのコンサートチケットですよ。これがないと会場に入れませんからね」


    　僕は礼を言って受け取るが、やはり疑いは消えない。


    　本当に、都合よく進みすぎている。もちろん僕のリスクは高い提案だったが、それでも解決策があるだけで十分すぎるものだ。


    　まるで……遊ばれているみたいだな。


    　目の前の友とも月づき灘なだ世せという男が何を考えているのかは知らない。だがこれがもし罠わなだったとしても、僕はそれを乗り越えてやろう。


    　その思いを込めて、僕は彼の変わらぬ微笑に、不敵な笑顔を返してやった。


    



    　屋敷を出たときにはもう太陽は沈む寸前で、寮に帰りつく頃には星が満ちる夜空となっていた。


    「…………」


    　プルルルル、プルルルルという呼び出し音が受話器の向こうから聞こえてくる。


    　僕は部屋へ戻る前に、寮の公衆電話で友月の携帯に電話を掛けていた。しかし繋つながる様子はない。結局、見合いから友月を連れ出すことは認めてくれたものの、何故か友月には会わせてもらえなかった。今日はもう休んでいるから、というのが理由だったが本当かどうか……。


    　もしかしたら電話も取り上げられて軟なん禁きん状態なのかもしれない。友月には魔術があるので本当に危ない状況に陥おちいる可能性は低いが、それでも心配だった。ガシャンと諦あきらめて受話器を置く。


    　友月が自分で何とかしようと無茶をしないか心配だったが、一応帰り際に九く棚だなさんへあの叔お父じとのやり取りを簡単に説明し、伝言を頼んでおいた。迎えに行くから待っていてくれ、と。


    　九棚さんは複雑な表情をしながらも、きちんと伝えると約束してくれた。それを信じれば、後は自分のするべきことをするだけだ。


    　これで友月のことには道筋ができた。残りはアリッサだが、こちらは解決しようにも未だ原因が分からない。今日は少し遅くなりすぎたので、早足で四階までの階段を上り、扉を開ける。


    「ただいまー」


    「……おかえりー」


    　玄関から呼びかけた声に返事があり、ひとまず安心する。部屋に入りベッドを見ると、アリッサは家を出る前と同じ様子で、横になっていた。


    「アリッサ、体の調子はどうだ？」


    「見ての通りよ……動くのはちょっと辛つらいわね。朝から特にひどくなったわけでも改善したわけでもないわ」


    「そうか……」


    　僕はアリッサの額に手を当てる。


    「ひゃっ」


    　突然のことに驚かしてしまったのか、声を上げるアリッサ。


    「あ、ごめん。ちょっと熱があるか知りたくてさ。やっぱり……まだ熱いな」


    「ケースケの手はすごく冷たく感じるわ。気持ちいいから……しばらくそのままでいて。それで、ミユはどうだった？」


    「ああ、それが――」


    　僕は今日の事を大まかに語って聞かせた。


    「そう……つまりはあたしたち次第ってことなのね」


    「あたしたち？　僕次第の間違いだろ？」


    「いいえ、ミユの一大事だもの。あたしも行くわ。ケースケだけじゃ心こころ許もとないもの。あたしの魔術があった方が便利でしょ？」


    「あのな、自分の状態考えろよ。そりゃアリッサがいてくれれば、きっと簡単に辿たどり着けるだろうけど、今は歩くことも満足にできないじゃないか。それに……アリッサと一緒だと色々ややこしいことになるんだ」


    「どういう意味？」


    　きょとんとした顔で僕を見るアリッサから目を逸そらし、少し躊躇ためらいながら告げる。


    「その、さ、僕は友とも月づきの恋人だからってことで見合いを邪魔しに行くんだよ。それが別の女の子を連れてたらまずいだろ……」


    「恋、人？」


    　アリッサが呆ほうけたように呟つぶやく。そして額にある僕の手に自らの熱い手を重ね、震える声で続ける。


    「ケースケは……ミユのものに、なっちゃったの？」


    「え――？　あ、ち、違うって、振りだよ恋人の振り！　会話の流れというか、状況的にそう言うほかなくてさ。友月にも後で謝んなくちゃいけないんだ」


    「そう――だったの」


    　僕の説明にアリッサは頷うなずくが、瞳は不安そうなままだった。


    「アリッサ？」


    「なら仕方ない、よね……だけど――」


    「ん？」


    　何かを言いかけたアリッサだったがそこで口をつぐんでしまう。


    「何でも……ないわ。うん……ケースケがやるしかないんだもんね。しっかりしなさいよ。振りでも何でも、明後日あさつてはあんたがミユの恋人なんだから――」


    「分かってるよ。絶対、連れ出してくる」


    　僕がそう断言すると、アリッサは大きく溜ため息いきを吐ついて、表情を和やわらげた。


    「まあケースケなら何とかしてくれる気がするわ……だけどケースケが使える魔術は一つだけだから少し心配ね。単純なだけに汎はん用よう性はあるけど、万能じゃない。明日一日余よ裕ゆうはあるんだから、下調べとか訓練とか、きっちり一人でもこなすのよ？」


    「ああ、むしろ罠わなって可能性が高いからな。できる限りのことはしておく」


    　けれど、頷うなずきながら思う。仮に罠わなならば、罠を仕掛ける意味は何なのだろうと。


    　合理的でない部分が多すぎる。むしろここまで怪しいと、罠であるほうが不自然なぐらいだ。


    　しかし僕の選択肢は否いや応おうなく決まっている。


    　それが何かに操られているようで……不気味に感じられた。


    



    
      ３

    


    



    　金曜日の学校は翌日に迫った珠す洲ず里りユヤのライブの話で持ちきりだった。


    　好きだったコメディアンが暗殺され落ち込んでいた宮みや島じまも、浮かれた空気に当てられて立ち直っている。


    　だが僕は彼らの会話には加わらず、放課後になると直ぐ席を立った。教室を出る間際に冬ふゆ上がみと視線が合う。僕を窺うかがうように見つめる冬上へ頷いてみせると、彼女は満足したような表情を浮かべ軽く手を振った。


    　学園を出て向かったのは、明日僕の戦いの場となるコンサートホールだった。工事が終わってから訪れるのは初めてだ。ホールの外観は近代的で、外壁に多くガラスが使われている。当然まだ中には入れない。入り口の前には大きな立て看板があり、珠洲里ユヤのポスターが貼られていた。


    　友とも月づき灘なだ世せから聞かされた見合いが行われる部屋の位置は、昨日九く棚だなさんにも尋ねて裏を取っている。とりあえず下見を終わらせた僕は、そのままいつも訓練を行っている自然公園にやってきた。


    　いつもと言っても、今週に入ってからは一度も来ていない。しかも一人で来るのはずいぶん久しぶりのことだ。


    　丘の上に一本だけ立つ木の根元に腰を下ろし、風に靡なびく草の音を聞く。


    　ここは、こんなに静かだっただろうか。そんなことを思いながら、僕は目を閉じ集中する。


    「喰らうは心。界の狭はざ間ま、星を阻はばむ牙の門。空を閉ざす天の牢ろう――飢うえ、猛たけり、狂うのは、満たされることなき、魔なる狼――鋭き牙は、世界を抉えぐれ、底なき口に、全て飲み干せ――」


    　僕は右手を掲げて、最後に《起動言語トリガー》を告げる。


    「貪れ魔狼デイバウアー」


    　目を開くと、僕の右腕は薄い陽かげ炎ろうを纏まとっていた。肥ひ大だい化した感覚だけの右腕を動かしながら考える。


    　今の僕にはこれしか武器がない。戦い方はアリッサとの組み手で一応上達してきたが、普通に戦うだけでは大人が三人もいれば手も足も出なくなるだろう。だから僕はこの腕を上う手まく使った戦いをしなければいけない。


    「よし――始めるか」


    　オウルとの戦い以降、自主的に続けているのは右腕をあらゆる場面で有効活用する訓練だった。力を抑えて不可視状態にするのもその一つ。そして右腕を《移動》に使うことがもう一つだった。


    　右腕の力だけで飛び跳ね、右腕だけで着地。バランスが難しいが、右腕の膂りよ力りよくは凄すさまじいため上う手まくいけば人間の限界を超えた動きができる。そんな反復動作を《貪れ魔狼デイバウアー》が消えるまで続けた後、僕は芝しば生ふに仰あお向むけで倒れる。


    　疲れた……。だが前よりずいぶん慣れてきた。これが明日役に立てばいいのだが。


    　陽かげ炎ろうが消えた右腕を空に掲げながら思う。ほかにも何か、魔術が使えればいいのにと。


    　アリッサが言うには高こう次じ存そん在ざいの性質に適合すれば、それは可能らしい。だが僕がイメージできたのは牙になった腕だけだった。あれが性質ならば、これ以外の魔術は思いつかない。


    『――ねえお兄ちゃん、オオカミなんて、どう？』


    　その時、風にまぎれて声が聞こえた。まさか――。


    「由ゆ衣いなのか!?」


    　僕は慌あわてて身を起こし、周囲を見回す。だが幼い妹の姿はどこにもない。気のせいかもしれない。何故ならオウルと戦った夜以来、魔術を使っても声が聞こえることはなくなっていた。でも……。


    　――オオカミなんて、どう？


    　先ほどの声が頭の中に反響する。あれは間違いなく由衣の声だった。狼、か。


    　頭の中に鮮明なイメージが浮かぶ。大きく真っ黒な狼の姿が。そうか、腕以外にもそういう方向性があったか。


    「――喰らうは心。界の狭はざ間ま、星を阻はばむ牙の門。空を閉ざす天の牢ろう――飢うえ、猛たけり、狂うのは、満たされることなき、魔なる狼――」


    　口から自然と詠えい唱しようが漏もれていた。これなら、いけるかもしれない。


    『――オオカミには首輪がいるよ――』


    　ああ――そうかもな。


    　響く幻まぼろしの声に導かれ、黒狼のイメージに銀の首輪が加わる。続く言葉は考えずとも何故か頭に浮かぶ。


    「銀の戒いましめを受け、ここに出でよ。闇より分かたれ、形を成せ――」


    　願いが像を結んだ。あとは引き金を引くだけ。そう、お前の名前は……。


    「銀鎖の黒狼ダルフウオルフ！」


    　翳かざした右手から勢いよく闇が吹き出す。


    「うわっ」


    　辺りが黒い霧きりに覆おおわれ、僕は驚く。咳せき込みながら、僕は目の前の霧が次第に収束していくのに気づいた。


    　上う手まくいったの、か？


    　イメージ通りであれば、巨大な黒狼が現れるはずだ。息を呑のんでそれを見守る。


    　収束した闇がだんだんと質量を持っていく。固まる、固まる、固まる――。


    　あれ、どこまで小さく？


    「ワン！」


    　静かな丘に鳴き声が響いた。目の前にいるのは、狼……だと思う。はっはっはと舌を出して息をし、つぶらな瞳で僕を見上げる小動物を狼と言うならばだ。


    「キャンキャン！」


    　猛烈な勢いで尻しつ尾ぽを振り、僕に飛び掛かってくる黒い毛玉。


    「お、おい！」


    　顔中をぺろぺろ舐なめてくる。なんだこれ、狼というレベルではない。完全にただの子犬だ。


    「は、離れろ～！」


    　異様なほど懐なついてくる子犬を両手で引き離す。本当に手の中にすっぽり収まるほど小さい。一応首にはイメージ通り銀色に輝く首輪がついていたが、これは失敗だろう。


    「くーん……」


    　残念そうな色を瞳に浮かべて僕を見る子犬。地面に降ろして、頭を撫なでてやると満足そうに尻尾を振った。


    「でも、一応発現はしたんだ。もう一回試してみるか」


    　そう呟つぶやき、魔術を解除しようとする。だが――。


    「あれ？」


    　普通、《貪れ魔狼デイバウアー》のような恒こう常じよう型魔術を消すためには、維持のために流れ込む精神力を断てばいいだけのはずだった。しかしそもそも、魔術を発動し続けているような感覚がない。


    「ワン？」


    　子犬は首を傾かしげ、僕を見ている。まさか……解除できない？


    　僕は途方に暮れて、黒く小さな狼を見下ろした。


    



    「おまえな～、足元に纏まとわりつくなよ。歩きにくいだろ」


    　じゃれつく黒い子犬を持て余しながら自然公園の出口までやってきた僕は苦々しく告げる。


    「ワゥーン……」


    「そ、そんな悲しそうな目をするなよ。わかった、わかったから」


    　動きを止めて僕を見上げていた子犬はそう言ってやると嬉しそうに尻尾を振った。


    　ゴォーン……ゴォーン……。


    「ん？」


    　ふと彼方かなたから鐘の音が響いてきているのに気づく。


    　教会……か？


    　そういえば以前、鐘の音で正午を知ったことを思い出す。あれはアリッサが美み澄すみさんと約束していたときのことだったな。


    　何となく立ち止まったまま、その音が聞こえてくる方角を向く。


    「ここはよく通る場所なのに、今まで気づかなかった……」


    　まあここからでは距離があるようで、音はかすかにしか届いていない。耳に入らなかっただけなんだろうか？


    「ふふ、当たり前よ。ここ最近、夕方の鐘は鳴らしてなかったんだから」


    「え？」


    　突然横手から聞こえた声に驚く。そちらを見れば、サングラスを掛けたスタイルのいい女性が入り口にある公園名が刻まれた石柱の上に腰掛けていた。石柱はそれなりに高さがあり今まで視界に入っていなかったのだ。というか彼女はあんな場所に登って何をしているんだろう。


    「あの鐘、普段は正午にしか鳴らさないのよ。だけど今日は……たぶん私に聞かせるために鳴らしてくれたんでしょうね。シスターも粋いきなことをしてくれるわ」


    「えっと……その……あなたは？」


    　一方的に話しかけてくる女性に戸惑いながら僕は尋ねる。
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    「あ、ごめんなさいね。突然話しかけたりして。ただあなたの大きい独ひとり言ごとが聞こえたものだから教えてあげたくなったのよ」


    「そ、その、ありがとうございます」


    　何となく礼を言うと女性は笑った。


    「面白い人ね、その犬にも大おお真ま面じ目めに語りかけていたし。あなたこの町の人？」


    「まだ一年と半年ほどしか暮らしてないんですが……まあ一応そうです」


    「ふぅん、だったら私の勝ちね。私はこの町に十五年住んでいたから」


    　勝ち負けの問題なのかと思いつつも、会話を続けるのは不快ではなかったので僕は彼女に問う。


    「住んでいた……ってことは引っ越したってことですよね？　それにどうみても十五歳には見えませんし」


    「あら、失礼なことを平然と言うわね。まあそうよ、私は今鳴っている鐘がある教会にいたの」


    「教会に？」


    「ええ、あなたは知らないだろうけど、その教会は児童養護施設も兼ねているのよ。私はそこ出身で五年ぶりに戻ってきたってわけ」


    「そうなんですか……」


    　施設という部分で返答に困り、僕はぎこちなく頷うなずく。


    「ふふ、気にしなくていいわよ。一人きりだからこそ見えたものがあった。一人きりだけど本当に孤独ではなかったから得たものがあった。だから私は自分の身の上を恥じたりしてないわ」


    　堂々と言い放つ女性に、僕は要らぬ気遣いをしたことが恥ずかしくなり「すみません……」と詫わびた。


    「なぁーに謝ってるのよ。変な子ね」


    　トンッと軽かろやかに石柱の上から飛び降りた女性はそう言って苦笑を浮かべた。


    「さて、懐かしい場所も一通り見て回って、鐘も鳴り終わったことだし、そろそろ帰ろうかしら。リハーサルが始まっちゃう。皆が私の歌を待ってるわ」


    「歌？」


    「そうよ、私は歌うためにこの町へ帰ってきたの。本当に聞かせたい人たち――シスターと施設の後輩達にはもう聞かせてきたから心残りはないわ。たとえ破けた傘かさでも、雨の中に踏み出す方法があることを伝えられたと思うから」


    　女性は微ほほ笑えむとサングラスを外し、遠くの夕日を眺める。


    「あ――」


    　その横顔は……どこかで見た覚えがあった。


    　それに今の台詞せりふも……。


    　だが僕が記憶の糸を手た繰ぐり寄せる前に彼女はサングラスを掛けなおし、「バイバイ」と手を振って歩み去って行った。


    　どこで見たんだ……歌？　まさか――。


    　僕は財布の中に入れてあったコンサートチケットを取り出し、そこに印刷された美しい女性の姿を凝視する。


    　メイクで多少印象は違うが、その写真は先ほどの女性にとてもよく似ていた。


    「ワンワン！」


    　ずっと立ち止まった僕にしびれを切らしたのか子犬が僕のズボンを噛かんで引っ張る。


    「おいおい、穴が開くから止めろって。今動くから」


    　僕は子犬を宥なだめて歩き出す。


    　さっきの人がもしかしたら――珠す洲ず里りユヤ、だったのかもしれない。


    　明日はきっと歌を聴いている余よ裕ゆうなどないだろう。有名人に会えたと喜べる気分でもない。


    　でも彼女の歌は生で聴いてみたかったなと、僕は心から残念に思った。


    



    「ただいま～……」


    「何、それ？」


    　珠洲里ユヤらしき女性と別れた後、寮に帰った僕を見て、まずアリッサはそう尋ねた。僕の抱えている黒い毛玉をベッドに寝たままじっと見詰める。


    「まさか……こんな大変なときに犬を拾ってきたんじゃないでしょうね？」


    「そんなわけないだろう……いいから話を聞いてくれ。僕じゃどうしていいのか分からないんだ――」


    　そう言って、つい先ほどの出来事を語る。


    「ふーん魔術の失敗でねぇ……」


    　じーっと枕元に座らせた子犬を眺めるアリッサ。


    「そうなんだ。こんな小さくなるはずはなかったし、消すこともできないなんて、どう考えても何か失敗したとしか……」


    「でも、その割りには安定してるわね。ほら――おいで」


    　アリッサは上半身を起こして、腕を広げる。


    「ワンッ！」


    　子犬は嬉うれしそうに胸元に飛び込んだ。


    「ふふ、可か愛わいいじゃない。もしかしたら自律型なのかもね。独自の意思もあるみたいだし。叔お母ばさまも自動人形を創り出す魔術を使っていたわ。力を使うのは生み出したときだけで、後は自分で勝手に動くのよ。それと同じタイプなんじゃないかしら」


    「え、だったら僕の意思じゃどうにもならないのか？」


    「物理的に壊れるか、耐久時間が過ぎるまで消えないと思うわよ」


    「そんな……」


    　僕はがっくりと項うな垂だれる。


    「ね、ケースケ、名前付けてあげましょうよ」


    　アリッサはまだ体が重そうな様子だったが、久々に元気な声で提案する。


    「名前だって？　それ、魔術なんだぞ？」


    「関係ないわよ、そんなこと。だってこんなに可か愛わいいんだもの。名前で呼びたいじゃない。何がいいかしら……狼といえばケースケの魔狼フエンリルだけど、それじゃ似合いそうにないものね。あ、そうだ。最後の文字を取って《リル》なんてどう？　ほら、この子メスみたいだし」


    　そう言って子犬の股またを開いてみせるアリッサ。子犬は恥ずかしいわけでもあるまいにキャンキャンと暴れている。


    「リル、ね……まあいいんじゃないか」


    　一応《銀鎖の黒狼ダルフウオルフ》という魔術名も付けてみたのだが、それを教えても可愛くないと一いつ蹴しゆうされるだろう。


    「じゃあ決まりね！　ケースケ、ちゃんとこの子をリルって呼んであげるのよ？」


    「はいはい、分かってるよ」


    　ぞんざいに頷うなずく僕の懐ふところに、アリッサから逃のがれてきた子犬――リルが飛び込んでくる。


    　そのふさふさした毛並みを撫なでながら僕は小さく「まあ、よろしくな、リル。頼むから部屋では静かにしていてくれよ」と呟つぶやいたのだった。


    



    　その夜、僕は早く眠りについた。明日のコンサートは午後五時開場で、早起きする必要はなかったがやけに疲れていたのだ。アリッサもリルとはしゃぎすぎたのか、いつの間にか眠っていた。


    　お腹の辺りに温かい感触がある。あの黒い毛玉、リルだろう。先ほど潜もぐり込んできた気配があった。


    　その温かさと交じり合うように僕の意識は霞かすんでいく――。


    



    『お兄ちゃん、もうすぐ終わるよ。ううん、始まるのかもしれない』


    



    　耳元で誰かが囁ささやいた気がした。しかし夢の世界を漂う僕には、それが聞き覚えのある声だとしか分からない。一瞬、脳裏にポニーテールを揺らして走るワンピース姿の幼い女の子の姿が過よぎるが、それが誰かは思い出せなかった。


    『あの人が、笑ってる。あの人が、喜んでる。もうすぐネガイが叶うって。つながれたあたしには、分かるの。このままじゃ、だめ……』


    　声は悲壮感を漂わせていた。


    『でも、信じて。あたしが、お兄ちゃんを助ける。クサリは壊させない。あの人は遊んでいて、気がついてない。だからあたしは、お兄ちゃんを守れるの』


    　打って変わって声は力強く続ける。


    『忘れないで――あたしがいるから、終わりがきても終わりじゃない。忘れないで――』


    　声が遠くなっていく。


    　ただひたすらに忘れないでと繰り返し、声はぷつんと途切れた。


    



    
      ４

    


    



    　翌日はやけに時間が経つのが早かった。聞き分けがいいかと思えば、突然甘えてくるリルに振り回されて、あっという間にお昼を過ぎてしまう。アリッサもベッドで横になりながらリルをじゃらして一日中笑っていた。


    「じゃあ――行ってくる」


    　時計の針が午後四時を差した頃、僕はそう告げて立ち上がる。


    「うん、ケースケ……ミユをお願いね」


    「ワン！」


    　アリッサは辛つらそうな様子を見せつつも体をベッドから起こして、僕を見送る。リルは尻しつ尾ぽを振って付いてこようとしたが、アリッサが胸元に抱き上げてくれた。


    「ありがと、アリッサもリルをよろしく頼む」


    「ええ、分かったわ。いってらっしゃい」


    　何故だろう。交わす一言一言が、ひどく惜しいものに思える。


    　――もうすぐ終わるよ。


    　どこで聞いたのか分からないそんな言葉が頭に浮かんだ。しかし立ち止まっているわけにもいかない。


    　僕はもうそれ以上言葉は発さず、手だけ振って部屋を出た。


    　夕暮れには早く、空はまだ青い。


    　寮から川沿いに続く道は、休日のためほとんど人通りがない。元々学生が主に使う道だからだ。しかし滅めつ多たに車も通らないそんな道の脇に黒塗りの大型外車が一台停められていた。


    　僕が近づくとガチャッと扉が開き、数人の黒服を着た男たちと見覚えのある執事服の男性が現れる。


    「九く棚だな、さん……」


    　道を塞ふさぐように黒服達を並ばせ、前に進み出てきたその男の名を僕は呼んだ。


    「遠とお見み様――やはり行かれるのですね？」


    「はい。九く棚だなさんは、何故ここに？」


    　不穏な空気を感じながらも問い返す。


    「……遠見様にお願いがあって参りました。あなたにはここで――引き返していただきたいのです」


    「な――九棚さんは、友とも月づきの味方じゃなかったんですか？」


    「味方ですよ。誰よりも未み由ゆ様の幸せを願っています。だからこそ……です。このまま遠見様を行かせれば、未由様を悲しませることになるでしょうから」


    　九棚さんは切れ長の目に譲ゆずらぬ光を宿して僕を見つめる。


    「どういう……意味ですか？」


    「灘なだ世せ様が何故あなたにあのような提案をしたのかは分かりません。しかしあの方は間違いなく、時期当主の父親という立場を諦あきらめる人間ではないのです。あの方が……いや、彼が未由様に何をしてきたがご存じですか？　将来自分の人形に仕立て上げるため、病院に軟なん禁きんし、薬で自由を奪っていたのですよ。もしかすればご両親――未み世よ様たちが亡くなられた事故にも彼は関わっているのかもしれません……。そこまでして欲しがった権力が手の届く場所まで来たというのに、それを放ほう棄きするわけがないのです。断言します。あなたは……決して未由様の元へは辿たどり着けないでしょう。下手をすれば、永遠に」
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    　重みのある言葉に僕は唾つばを飲み込む。友とも月づきがどんなことをされたのか、僕は今、初めて具体的に知った。それを考えれば、確かにあの言葉は信用できるものではない。


    「――でも、僕は行くしかないんです」


    　危険があるのは承知の上だ。他に選ぶ道もない。


    「そうですか……。ならば仕方ありません。少々手荒なことになってしまいますが、お許しください。私はもう、気持ちを優先させたがために招かれる不幸を……繰り返したくはないのです！」


    　九く棚だなさんが叫び、腕を振るうと同時に後ろに控えていた黒服たちが一斉に襲い掛かってくる。


    　三人――。僕は体勢を低くし、右手を地面に付ける。それはもうただの右腕ではない。寮を出るときに《貪れ魔狼デイバウアー》は不可視の状態で掛けてある。後は昨日まで積み重ねてきた陽かげ炎ろうの腕を軸じくにした戦闘の実じつ践せんだった。致命傷を負わせることのないよう、右手はぐっと拳の形に固める。


    　黒服は一人が真ん中、残り二人が左右に回りこんできていた。僕は正面の奴に狙いをつける。


    「だあっ!!」


    　そして僕は右拳をアスファルトに叩きつけて、前方へ跳んだ。左肘ひじをまるで槍の穂先のように構えて。


    　どんっと全身に衝撃が走る。僕は一瞬で男の懐ふところに移動していた。


    「ぐ……あ……」


    　白目を剥むいて呻うめく黒服。凄すさまじい加速と全体重を乗せたエルボーが黒服の鳩みぞ尾おちに決まっていた。


    　残りの二人は僕が突然消えたように見えたのか、驚いた目でこちらを眺めている。この機を逃のがしてはいけない。僕はもう一度右腕で地を蹴けり、エルボーつきの体当たりを食らわせて、もう一人を倒す。だがさすがに最後の黒服は、平静を取り戻し、構えながらじりじりと近づいてきた。不意を突かなければ、いくら速くても体当たりは避けられてしまう確率が高い。僕は右腕を前に向けて男を待ち受ける。


    　そして相手が間合いに入ったと同時に僕は右腕を振りかぶった。


    「っ!?」


    　黒服は警戒しながらも訝いぶかしげな顔をする。何故なら、黒服の目にはどう見てもまだ間合いの外だと映ったのだろうから。けれど僕の右腕は、もっと大きいのだ。


    　ドガッと黒服の顔面に見えない拳が突き刺さる。黒服はゴロゴロと地面を転がり、鼻血を出しながら気絶した。


    「遠とお見み様……いったい、何を……」


    　見えない拳の一撃は九棚さんから死角になるよう放ったつもりだったが、やはり不自然に見えたのだろう。九棚さんは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。


    「言ってませんでしたっけ。僕は――手品師なんです。ちょっとズルをしました」


    　ごまかすように冗談めかして告げる。


    「でもズルをする手品師だからこそ、まともにやったら勝てない相手にだって勝てるかもしれないんです。そこを、通してもらえませんか？」


    　九く棚だなさんは僕の言葉を聞いて苦笑する。


    「ズル……ですか。それは、卑ひ怯きようですね。しかしそれぐらいしなければ、どうにもならないことなのかもしれません」


    　どこか楽しそうに言う九棚さんに、折れてくれるつもりなのかと期待する。だが彼は半身を引き、構えを取った。


    「けれど私にも意地があります。ここまでしたのです。完全に乗り越えてもらわなければ、納得はできません！」


    　武道の心得はあるようで、しなやかな動きで僕に向かって駆けてくると、鋭い蹴けりを放ってくる。だが常人離れしたアリッサや、化け物じみていたオウルと比べれば――遅い。


    　蹴りを寸前で見切り、右拳で地面を軽めに叩いて九棚さんの脇を抜ける。急激な制動をこれまた右腕でかけた。振り向けば九棚さんの背中がある。後ろを取った！


    　――トスッ。


    　手刀を九棚さんの首筋に振り下ろす。これで気絶してくれるかどうかは自信がなかったが、彼はぐらっと崩くずれ落ち、地面に倒れ伏した。


    「すみません……」


    　僕は意識を失った九棚さんに頭を下げて謝る。そして誰か通りかかる前にと、倒れた男たちと九棚さんを車に運び入れて、その場を後にした。


    　ここまで九棚さんが止めたがるのだ。この先には本当に大きな危険が待っているんだろう。


    「でも……友とも月づきを悲しませることだけは、絶対にしませんから」


    　僕は小さく呟つぶやき、コンサートホールに向けて足を速めた。


    



    　駅前まで来ると人波が大きくコンサートホールのある方向へ流れているのが分かった。特に駅から出てくる人々の多くがそちらを目指している。


    　珠す洲ず里りユヤを待ち望むファンの熱気とざわめきに包まれながら、僕はホールの前で開場を待った。あちこちに張られたポスターのユヤは見れば見るほど昨日の女性そっくりだった。


    　中へはチケットに書いてあるランク別整理番号順に入れるらしい。僕が持っているのはＳ席で、しかも一ひと桁けた台のチケットだった。その辺りはさすが友月家というべきだろう。


    　番号が呼ばれ出して直ぐに会場へ入ることができた僕は、まだ塵ちり一つ落ちていないピカピカの通路を歩く。あちこちに誘導係がいて、なかなか道を外れることができない。僕が目指すのは一般客が立ち入れないＶＩＰ席だ。どこかで姿を隠さなければいけない。


    　なので僕はわざとゆっくり歩き、後ろからやってきた大勢のグループに紛れる。そしてちょうど看板で順路が示されている十字路を見つけて、気づかれないように一人だけ矢印とは逆の方向に曲がった。


    　上う手まくいった――か？


    　ざわめきが遠くなるのを感じながら、静かな通路を進む。ホールのスタッフに出会わないことを願いながら、僕は階段を探す。


    　教えられたＶＩＰ席の位置は二階席と三階席の間。そこにもっとも眺めのいい大部屋が用意されているそうだ。だからとにかく上の階に行かなければ。


    　しかし一つ先の曲がり角から足音が響いてきて、足を止める。まずい、どこかに隠れないと。


    　周囲を見回すとちょうど非常口のマークがある扉を見つけた。慌あわてながらも、音を立てないように扉を開き、慎重に中を窺うかがいながら入る。


    　小こ綺ぎ麗れいだったそれまでの通路とは雰ふん囲い気きが変わった。特に洒しや落れたデザインもなされていない、コンクリートがむき出しの空間だ。ホールの裏側に踏み入ってしまったのだろう。だがちょうどいいことに非常階段が目の前にあった。足音に気をつけながら上へ向かう。


    　ＶＩＰ席のある階は、友とも月づき灘なだ世せによると表側から入ることができず、裏口からの専用エレベーターによる直通だそうだ。しかし非常階段がないわけはないだろう。


    　案あんの定じよう上り続けると２・５階と表示された踊り場に出る。よし、辿たどり着いた。


    　でも……簡単すぎやしないか？


    　これほどすんなり侵入できていいものなのだろうか。世界中で暗殺事件が続発している現在、珠す洲ず里りユヤも当然警備を強化しているはず。正直僕は並み居る警備員を全部なぎ倒して進む心構えさえしていたのだ。


    　これも罠わななのかもしれないが……まあいいだろう。無関係な人たちと争わずに済むのは願ったり叶ったりだ。


    　僕はそうっと２・５階の扉を開き、廊ろう下かを覗のぞく。誰も――いない。本当に友月たちが来ているのかさえ怪しくなってくる。


    　けれど実際行かなければ真偽は分からない。僕は大きく深呼吸する。ここまで来たらあとは勢いだけだ。


    　覚悟を決めて廊下へ飛び出す。しかし、きっとこのとき扉を閉めたまま深呼吸をしていたら気づいていただろう。非常階段の上からわずかに漂う錆さびた鉄の匂においと、とくとくと流れおちる一筋の赤い液体に――。


    



    　元々中途半端な階層であるためか、扉はほとんど見当たらない。あったのはトイレと先ほど上がってきたような非常口、そして裏口から直通だというエレベーターだけだった。


    　廊ろう下かの形状的に、ＶＩＰ席はこの先にあると思われたが、僕はエレベーターホールの前で立ち止まらざるを得なかった。


    「よお、また会ったな」


    　何故なら、道の真ん中に獰どう猛もうな表情を浮かべた男が立っていたから。いや――正確に言えば、男の赤く輝く瞳を見た途端、体が動かなくなってしまったのだ。


    「――キ、メラ」


    　僕は男の名を呟つぶやく。以前の迷彩服とタンクトップではなくスーツ姿だが見間違えはしない。そうか……やはり友とも月づき灘なだ世せは僕を辿たどり着かせるつもりなど一片もなかったのだ。


    「はっはっは、覚えてくれてたか。嬉うれしいぜ」


    　犬歯をむき出して笑うキメラに、僕は尋ねる。


    「……この痺しびれ……お前の仕し業わざ、なの、か？」


    　そう、僕の体が動かなくなったのは、相手の殺気に呑のまれたわけでも、恐怖に足が竦すくんだわけでもない。ここまで来たら誰が阻はばんでも足を止めず、突破するつもりでいた。しかしそんな意思とは無関係に体が言うことを聞かなくなったのだ。


    「ああ、俺様の《麻ま痺ひの魔眼》を直視したせいだぜ。今日はあまり騒がしくするわけにはいかなくてな。大人しく死んでもらおうと思ったわけだ。まあ《石化》を使ってもよかったんだが、お前が話すこともできなくなったら俺様がつまんねぇだろ？」


    　魔眼……麻痺に石化、だって？　それに前回見た凄すさまじい運動能力に、鉄てつ扉ぴをぶち破った謎なぞの力。こいつ本当に……。


    「人間、なのか？」


    　そう、とてもただの内的魔術を使う《群れクラウド》の刺し客かくとは思えない。あまりに枠わくを逸いつ脱だつしている。人としての――規格を超えすぎている。


    「人間？　いや、違うぜ。俺様は《塊かたまり》だ。肉食獣の中でもタチが悪い、化け物の寄せ集めさ」


    「どういう、意味だ？」


    「あ、気になるか？　まあいい、お前に止とどめを刺すまでは質問に答えてやるよ」


    　キメラはにいっと口元を吊り上げると、こちらへゆっくりと近づいてくる。


    「人間の中にはいるんだよ。生まれながらに妙な力を持った奴らがな。《群れクラウド》にはそんな奴らが多く集まっていやがるが、そもそも何故人間としちゃ必要のない力を持っていると思う？　それは余計な〝血〟が混ざっているからさ」


    「血……？」


    　一歩ずつ間合いを詰めるキメラに焦あせりながらも問い返す。


    「人じゃないモノの血。人を超えたモノの血。神や悪魔、鬼や妖あやかしの血さ。千年前までは頻ひん繁ぱんにあったことらしいぜ。そんな〝混血〟は当然親の力を受け継ぐ。人間を超えた能力を持って生まれるのさ。だが《壁》ができてからは新たな血が混ざることもなくなった。半神、半妖だった奴らも死に絶え、血は薄まる一方。だが俺様の家系はそれを良しとしなかった」


    　皮肉な笑みを浮かべるキメラ。


    「ひたすらに混血同士の交配を繰り返したのさ。そして俺様が完成した。世界中のあらゆる化け物の血を引いた俺様がな。だから魔眼なんて力の一つでしかねえんだよ」


    　そうか、だから合成獣キメラ……か。


    　疑問は解けたが、危機は間近に迫っていた。


    　体は相変わらず動かない。しかし僕はこの不自由さに覚えがあった。体よりも、むしろ精神の自由が利かない感覚。


    　アリッサに根こそぎ精神力を奪われたときにひどく近い。


    　だったら――。


    　僕は《貪れ魔狼デイバウアー》を発動したままの右手に意識を集中し、そこから力を引き上げる。僕の精神を侵おかす異物を押し流すかのように。


    「それじゃあ、そろそろお別れだな」


    　とうとう目の前までやってきたキメラは上着の内側から拳銃を取り出した。


    「意外か？　どれだけ特別な力を持っていても、コレが一番確実で静かに息の根を止められる。皮肉なもんだ」


    　サイレンサー付きなのだろう。太い銃身をゴリッと僕の額に押し当てて、キメラは笑った。


    　しかしその時僕は既に――魔眼の支配を脱していた。


    「…………っ！」


    　引き金に掛かった指が動く寸前、僕は左手でキメラの銃を持った腕を上に弾く。パスッという音が響き、天井に弾だん痕こんが刻まれる。


    「なっ！」


    　キメラが驚き、身を引こうとするがもう遅い。右腕はもうキメラの懐ふところにあった。


    「やああああああっ！」


    　加減はしない。陽かげ炎ろうの腕の不可視化を解き、全力の右拳でキメラのみぞおちを撃ち抜いた。


    「ぐおっ!?」


    　廊ろう下かを一直線に吹っ飛んで行くキメラ。そして十数メートル先の壁に激しく激突する。陥かん没ぼつした壁にめり込み、動かなくなったキメラにゆっくりと近づく。


    　気絶した……？


    　渾こん身しんの一撃だったが、少しあっけない気もして、僕は注意深くキメラの前に立つ。だがやはり気を失っているようだ。ならば急ごう。今の音で騒ぎになるかもしれない。


    　僕は再び駆け出して、目的の部屋へ向かう。


    　待ってろ友とも月づき！


    「あれか！」


    　角を曲がった先に見えた木製の扉。間違いない。警備員の姿もやはりなかった。


    　扉の前で一度立ち止まり息を整える。中へ入って言う台詞せりふは決まっていた。


    　何故なら今の僕は友月の恋人を演じてここにいるのだから。


    　バンッと勢いよく扉を押し開く。


    　思った以上に広い部屋の中には多くの男女がいた。親族会議で見た人たちも多い。観覧席というよりもパーティ会場のようだ。片面の壁はガラス張りになっていて広いホールが一望できる。


    「な、何だね君は!?」


    　入り口近くにいた中年男性が叫ぶが、僕はそちらを向かない。見つめるのは一人だけ。大人たちの中、ただ一人鮮やかな赤いドレスを纏まとって佇たたずむ少女。


    



    「迎えにきた！　帰ろう、〝未み由ゆ〟！」


    



    　彼女を見つめてまっすぐに告げる。


    「啓けい、介すけ……くん？」


    　呆ぼう然ぜんした表情の友月。その目尻に涙が浮かんだ。


    　その傍そばには友月灘なだ世せの姿。あいつがどういうつもりだろうが、ここまでしてしまえば、もう約束通りに事を運ぶしかないだろう。


    「啓介くんっ！」


    　こちらに駆け寄ってくる友月。僕は手を差し伸ばす。だが互いの指が触れようとした瞬間、突然部屋の電気が落ち暗闇が僕らを包み込んだ。


    「な、何だ？」


    　戸惑う僕の耳に、朗ろう々ろうと誰かの宣告が響く。


    



    「今、汝なんじの願いは叶った。我が叶えた。ゆえに今、その対価を貰もらい受けよう――《刻む黒傷ダークエツジ》！」


    



    　――ドスッ。


    　鈍い音が僕のすぐ目の前から聞こえた。


    「あ、あ……」


    　か細く響く、友月の呻うめき声。


    「友月っ!?」


    　何が起こったのかは分からなかったが、僕は呼びかける。


    「ふむ、呼び名が元に戻ってしまったか、それではこの娘も報むくわれぬな」


    　その言葉と共に、再び部屋に明かりが灯る。


    　僕がそこに見たものは、ぐるりと周囲を取り囲む仮面の人々と――黒き刃に胸の中心を貫かれた友とも月づきの姿だった。


    



    
      ＊

    


    



    　壁に体をめり込ませ、目を閉じている男がいた。


    　普通なら、そんな状態になった時点で死んでいてもおかしくはないだろう。しかし男は気絶すらしていなかった。


    　まぶたを開き、体を揺らす。それが笑っているためだとは誰にも想像できまい。


    「は……はっはっは、奴の言うとおり魔眼は効かなったか。いい一撃だ。まだ茶番を続けるのかと辟へき易えきしていたが、これで本番がより楽しみになった。さて――そろそろ仕事を済ませようか」


    　ガラガラガラと壁を崩して、壁から抜け出る男。


    　ふらつく様子もなく男はスーツについた粉ふん塵じんを払いながら歩いていく。


    「それが終わればようやく、お前らの番だぜ。そこからは――怪物の時間だ」


    　牙きばのごとき犬歯を見せて笑う男の顔はまさしく――人を外れた獣のものだった。
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    第四章　飢えし怪物、分かつ天剣


    



    
      １

    


    



    　その光景が理解できなかった。


    　先ほどまで部屋にいた親族達が全員、複雑な紋様の描かれた仮面を被かぶっていることも。友とも月づきの胸から黒い刃が生えていることも。そして彼女の背中へその黒刀を突き刺した人物が――友月灘なだ世せであるということも、何もかもが理解できなかった。


    「と、も……づき？」


    「う……あ……」


    　しかし苦しむ友月を見て、理解できずとも執とるべき行動は決定された。


    「あああああああああああぁっ!!」


    　何の躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやもなく、右腕の《貪れ魔狼デイバウアー》を友月灘世に向けて振るった。


    「ふん、焦あせるでない、チュールの右手」


    　だが友月灘世は黒刀を引き抜いて後ろに跳躍し、僕から間合いを取る。崩くずれ落ちた友月を僕は抱き留め、その名前を呼んだ。


    「けい……す、けくん……」


    　友月は胸を押さえながら薄うっすら目を開けるが、それが限界だったようでカクンと気を失ってしまう。
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    「友とも月づきっ！」


    「騒ぐな。まだ死んではおらんよ。人は何よりも生を望む。ゆえに願いに反す〝死〟を我は直接与えられん。だがその娘は自ら命を縮め、果てることになるだろうがな」


    　友月の纏まとう赤のドレスは胸元が大きく開いた作りになっていた。その中心に先ほど刃が突き立っていたはずだが、よく見れば出血は全くない。代わりに細く黒い一本の筋が刻まれており、そこからひび割れがわずかに走っていた。


    「これは……どうなって――お前、何をしたんだ！　そもそも何で友月を……何故なんだ灘なだ世せ！」


    「それは呪いだよ。精神こころが弱るほど傷を広げる刻印。その意味は間もなく分かろう。言っておくが、その刻印は魔術自体ではなくあくまで〝傷〟だ。魔狼フエンリルで消し去れるものではないぞ。だが……く、くくっ、頭に血が昇り、まだ気づかぬのか？　我が誰か」


    　その言葉で沸ふつ騰とうしていた頭がわずかに冷え、思考力が戻る。


    　確かにこの喋しやべり方――知っている。それにさっきこいつは僕を《チュールの右手》と呼んだ。かつてそんな呼び方をした奴はたった一人しかいない。


    「まさか――アリッサの体を使っていた……」


    　そう、オウルとの戦いで僕を助け、アリッサには《群れクラウド》の目的が天使復活にあるという情報をリークし、美み澄すみさんを殺すよう唆そそのかした……謎なぞの人物。


    「当たりだ、チュールの右手よ。この体は中身が壊れていたのでな、今回の遊ゆう興きように使えるかと思い拝借したのだ。バラバラになってはいたが記憶も残っていたので便利だったぞ。どうだ汝なんじにとっても中々に楽しい遊ゆう戯ぎであったろう？」


    「遊戯、だと？」


    　あまりに今の状況にふさわしくない言葉だ。


    「そうだ。今回の目的はその娘の願いを叶えることだったのだがな、ただ叶えるだけでは面白くない。ゆえに少々演出を施ほどこしてみたのだよ。《鵺キメラ》という大きな苦難を乗り越え、囚とらわれの姫を取り返す……どうだ、心躍る物語だと思うのだが？」


    「ふざ……けるなよ。お前が全部仕組んでたってのか！」


    「全てではないさ。この見合いは元から決まっていたことだ。しかし少々事情が複雑だったのでな、分かり易くしてやったのだよ。我わが提案がなければ、ここに乗り込んでその娘を攫さらえば全て解決できるなどと、汝なんじは思うまい？」


    「ぐ……」


    　確かにそうだ。単純な解決法が示されたからこそ、僕は罠わなかもしれないと思いつつも乗ったのだ。


    「安心しろ、我は約束を違たがえぬ。汝が見事ここに辿たどり着いたことを称たたえて、この件は我が収めてやろう。こやつらが次に目覚めたとき、婚こん姻いんに関する記憶は残っておるまい」


    　仮面に支配された親族達を指差して彼は言う。これは恐らくジンが友とも月づき邸の戦いで使っていた《狂信者の面フアナテイツク》だろう。そういえばあの事件の後、皆前後の記憶を失っていたと友月から聞いた。ある程度精神に介かい入にゆうできる魔術なのかもしれない。


    「もっとも、その娘は間もなく命を落とすだろうがな。ゆえにあまり意味はないが。しかし、心より求めた願いが叶ったのだ。その娘もただ死ぬよりは幸福であろう」


    「願い、だって？　お前はいったい友月のどんな願いを叶えたっていうんだ！」


    　友月は意に添そわぬ結婚を押し付けられそうになっていた。そんな状況で願いなどあるはずはない。


    「くくっ、あまりに些さ細さいで、小さな願いさ。だが心から望む、光り輝く強い祈りだ。その娘はな、汝なんじに呼んで欲しかったのだ」


    「呼んで……？」


    　僕は理解できずに問う。


    「名前を――だよ」


    「な、名前？」


    　確かに僕はさっき〝未み由ゆ〟と友月を呼んだ。だけど何でそれが、心から願うことなのだ？


    「その想いを悟れぬか。愚かだな。まあそれも……その娘自身が望んだこと、致し方あるまい。その娘は多くを望みながらも、ほとんどを同時に諦あきらめていた。自らの背負うものを弁わきまえてな。我も叶えるべき望みが何なのか、当初は見通すことができなかったよ。だがそれでもあったのだ。些さ細さいな……己に許すことができるほどの小さな望みがな」


    　それは友月の心の内を語る言葉だった。僕に理解できたのはわずかだったが。


    　名前、か。そういえば友月は自分が苗みよう字じで呼ばれることに違和感があるのだと語っていた。そのとき何か僕に言いかけたこと、それが名前で呼んで欲しいということだったのかもしれない。だとしたら――。


    「それは、お前なんかが叶えていい願いじゃない！　友月が自分で叶えることのできた願いだ!!　ぼくは友月が口に出してくれれば、すぐにでもそれに応えただろう」


    「ふ……そうだな。これは単に口実だ」


    　僕の叫びをあっさり肯定され、戸惑う。


    「我はその娘を舞台から降ろしたかったのだよ。何としてもな。間もなく訪れる終わりと始まりの刻ときに、《嘆きし魔王》を導ける魔女がいては困るのだ。我の書いた筋書きにおいて、その娘は存在せぬ異分子ゆえにな」


    「終わりと、始まり？」


    「ああそうだ。その秒読みが間もなく終わる。チュールの右手よ。共にそれを眺めようではないか」


    　パチンと彼が指を鳴らすと、僕らを囲んでいた仮面憑つきがざあっと左右に分かれた。するとその先、ガラス壁の向こうにあるステージが目に映る。


    　既にホールは観客に埋め尽くされていて、開演は間もなくのようだった。


    　薄暗いホールに合わせてか、次第にこの部屋の照明も弱くなっていく。そして全部が闇に包まれ、ホールのざわめきが静まった瞬間、ステージが光り輝きチケットの写真で見た美しい女性の姿が現れた。ドクンと心臓が跳ねる。


    　珠す洲ず里り――ユヤ。


    　間違いない、生で見て確信した。あれは昨日言葉を交わした女性だ。


    　音楽が流れ出し、スポットライトに照らされたユヤがマイクを手に歌い出す。


    　深みのある声、思いを乗せた言葉。その端はし々ばしから昨日感じた彼女の強さを感じる。


    　次の場所まで共に行こう、並んでいれば雨は遠い、という歌詞が耳に残った。


    「汝なんじは、天使の名がいくつあるか知っておるか？」


    　ステージ上のユヤを見つめながら、彼が呟つぶやく。


    「天使の、名前……？」


    　どこかで聞いたことのある話だ。あれは――アリッサの夢を垣かい間ま見みた時だっただろうか。


    「ああ、この《物質界マルクト》を守護する天使は名が幾いく多たもあるのだよ。その数は七十二。そしてそれは魂の数でもある」


    　ユヤの透き通る歌声の中、彼の言葉は静かに響く。


    「魂は因子として人の中に潜ひそみ、世界に歪ゆがみが生まれれば発芽し、《一片の天使ジヤオエル》となる。だが歪みが大きく天使が逆に打ち倒された場合、他の因子と結合して再び顕けん現げんする。つまり名前とは魂の数による階級のようなものだ。そして七十二、全ての魂が一つになったとき現れる天使王の名をミトロンという」


    「天使王……ミトロン。でも――」


    　僕はそう呟きながら、今の話に違和感を覚えていた。前回は夢の中の話だったので深くは考えなかったが、僕らは美み澄すみさんから生まれようとした天使と戦い、滅ぼしているのだ。今の話が正しいのならば、他の因子がどこかで目覚めてなければおかしい。それともあれは完全に発現する前だったので大丈夫だったのか？


    「くくっ、以前の事象が矛む盾じゆんすることに気づいたか。だがしかし、順序が逆なのだから、それは当然のことなのだよ」


    「逆？」


    　話についていけない。そもそもこうやってのうのうと会話をしていていいのか？　だが周囲は仮面憑きに取り囲まれ、友とも月づきを抱えての脱出は難しい。


    「そう、逆だ。既に《天使王ミトロン》は顕現している」


    「は……？」


    　腕に抱いた友とも月づきの容態を見ていた僕は、驚いて顔を上げる。


    　何を言ってるんだ？　それじゃもう《群れクラウド》の目的は達成されているじゃないか。


    「――ただし、不完全な形でな。《真の名シアー》と器だけがそこにある。ゆえに他の因子が滅びれば、その辻つじ褄つまを合わせるために、《天使王ミトロン》の器に取り込まれるのだ。分かるか、この意味が？」


    　もうユヤの歌声は耳に入らなかった。凄すさまじく嫌な予感がする。まるで彼が告げようとしているのが、僕らへの死刑宣告だというように。


    「《真の名シアー》を除く、残り七十一の因子保持者が命を終わらせる度たびに、その因子は《天使王ミトロン》の中に転生するのだよ。ただ一つの障害であった《停滞した因子》美み澄すみ透とう子こは汝なんじらが処理してくれた。その時点でカウントダウンは始まったのだ」


    　思い出す。あの後から頻ひん繁ぱんに起こりだした暗殺事件を。


    「因子保持者は運命を味方につける。ゆえに名を馳はせる者が多い。おかげで少々世間を騒がせることになってしまったがな」


    　さらに思い返す。暗殺事件が続くほどに、異常を訴えていたアリッサのことを――アリッサが触れることで目覚めたという美澄さんの天使のことを。


    「教えてやろうか？　器の名を。そして残りのカウントを」


    　いつの間にか珠す洲ず里りユヤの一曲目が終わっており、ホールは拍手に包まれていた。一礼をするユヤにスタッフらしき男性が歩み寄っていく。


    　まさか――。僕は二重の悪お寒かんに苛さいなまれる。


    



    「器の名は――アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。残りのカウントは……」


    



    　男はマイクの調整をするでもなく、ユヤの真横で立ち止まった。ユヤがとまどったように男の方を向く。男は口の端をつり上げると、ひどく自然な動作で懐ふところから黒い鉄の塊かたまりを取り出した。その瞳が赤く輝く。


    



    「一、　だ」


    



    　――銃声は聞こえなかった。しかし珠洲里ユヤは額に穴を穿うがたれ、ステージに血を散らし……倒れる。


    　一瞬前まで全く別人の顔だったはずなのに、今、銃を手に笑みを浮かべているのは間違いなく――キメラ。


    「な……」


    　僕は呆ぼう然ぜんとその光景を見つめる。現実に認識が追いつかない。こんなの有り得ない、あっちゃいけないはずなのに。


    　ホールにいた誰もがそうだっただろう。つかの間、静寂が満ちた。


    　だが、現実に思考が追いついた時点で、一斉に悲鳴が上がる。


    　阿あ鼻び叫きよう喚かんのホールを見下ろしながら、僕は今起きた出来事と、彼の言葉の意味を繋つなぎ合わせる。


    「ユ、ユヤが、もしかして……」


    　昨日見た彼女の笑顔、交わした言葉が頭の中をぐるぐると駆け巡る。


    「ああ、美み澄すみ透とう子こを含めれば、たった今死した歌姫が七十一番目の因子保持者なのだよ。これで準備は整った」


    　そんな……そんなことのために、教会の鐘の音に耳を澄ませていた彼女を、施設の子供達に歌を聴かせることができて満足そうに笑った彼女の命を、こいつらは奪ったのか？


    　だが僕の心情などお構いなしに彼は万ばん感かんの思いに体を震わせる。


    「全ての魂は《天使王ミトロン》の元へ集つどった。後は仮かり初そめの器を――封印を壊すだけ。さすれば七十二の魂はあるべき形を取るだろう。あの娘を創り出してより幾年月、綱渡りの長い日々だったな」


    　――器を、壊す。


    　ユヤの死で怒りに染まりかけていた意識が、その言葉で一気に凍りつく。器のことをさっきこいつは――アリッサと告げた。


    「なん……だって？　壊す？　創った？　何を言って――」


    「つまり、とうとう汝なんじらの番が来たのだよ。《鵺キメラ》は今より器の破壊と汝らの抹まつ殺さつに動くというだけ。そして創り出したというのは、言葉通りさ。アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトは――我が娘なのだから」


    「むす、め……？」


    　僕の呆あつ気けに取られた顔を見下ろして彼は笑う。


    「そうだ。思えば自己紹介がまだであったな。我が名は――ホリィ＝ライト。愚かな願いを肯定し、賛美する者。そして我が娘に《ライト》の姓を与えし者。覚えておくがよい」


    　――ホリィ＝ライト。その名前は覚えがあった。確か一度だけアリッサから聞かされた。アリッサの父親で、《方はこ舟ぶね》の長を代行しているという……ヒース＝ストーリングの弟子であり親友。


    　冗談だとしか思えない。どう考えても《方舟》の側にいる人間だ。それが《群れクラウド》の目的を助けるなど理解できない。しかも何故アリッサが《天使王ミトロン》なんかの器なのだ？


    「な、なんで……」


    「ふむ、疑問は山のようにあるようだな。その全てに答えてやってもよいぞ。もうこの段階に至れば秘することは少ない。しかし――汝にはそんな猶ゆう予よがあるのかな？　キメラはもう……動き出しておるぞ？」


    　背筋に冷たいものが走る。


    　さっきこいつは言った。キメラが僕らを殺しに来ると――器を壊しに動くのだと。


    　アリッサ――！


    「くそっ！」


    　僕は毒づくと立ち上がり、右腕を構える。あいつは今動けない。そこを狙われれば終わりだ。何としてでもここを脱出してアリッサの元に行かなければ――。


    　だがそんな僕を見て、ホリィ＝ライトは腕を軽く振るった。すると親族たちの仮面が消滅し、バタバタと倒れ伏す。


    「行くがよい。我は阻はばまぬ」


    「な…………くっ！」


    　その真意は量れなかったが、僕は友とも月づきを抱え、ホリィ＝ライトに背を向けて走り出した。


    　悪お寒かんは消えない。


    　あいつが僕らを行かせるのは、その抵抗が無意味だと突きつけるかのようだった。


    



    
      ２

    


    



    『――焦あせらずに係員の指示に従ってください』


    　ホールは恐らく混乱の只ただ中なかにあるだろう。僕は友月を背負って廊ろう下かを早足で進んでいたが、館内には先ほどから同じアナウンスが繰り返し流れている。表から出るのは難しいと考え、僕はエレベーターを使い、地下の駐車場まで降りるとそこから外へ出た。途中、警備員の姿はない。いや、警備員だったものなら物陰に一人転がっていたが……。


    　キメラの仕し業わざに違いない。ＶＩＰ席に行くまで警備の人間に見つからなかったのも、奴が間引いていたからなのだろう。


    　まだ中の事件は伝わってないのか、通行人は駐車場から出てきた僕らにも無関心な様子だ。空は日が沈みかけているようで半分は真っ赤に、もう半分は藍あい色に染まっている。


    　騒ぎになっていないのを幸いに、僕は駆け出した。駅前を過ぎ、大通りの人波を縫ぬう。


    「う……ここ、は？」


    　橋の上に差し掛かったとき、背中の友月が身じろぎをして声を発する。


    「友月、気がついたのか？」


    「私、どうして……」


    　事態を飲み込めていない友月に、僕はこれまでのことを説明する。話し終える頃には寮は間近に迫っていた。


    「そんな……あの叔お父じが――」


    　友月は驚きよう愕がくを隠せないようだった。叔父の中身がアリッサの父親だったなどと、誰が想像するだろうか。


    「だけど――今は、何よりアリッサさんだね。大丈夫、もう降ろして啓けい介すけくん。私、自分で走るから」


    「え……でも胸の傷は平気なのか？」


    「うん、さっきまでは体がしびれていたけど、いまは、少し傷口がズキズキするだけ」


    　友とも月づきはその言葉を証明するようにしっかりと地面に立つ。胸の中心に刻まれた黒い筋とひび割れを指でなぞっているが、本当に問題はないようだ。


    　しかしホリィ＝ライトの言葉を思い出せば、楽観的になれはしない。


    「絶対に、無理はするんじゃないぞ」


    「うん」


    　僕の言葉に友月は頷うなずく。そして二人で走り出した。


    　寮に着くと、そのまま部屋に直行する。女子を部屋に入れることは禁止なのだが、今はそんなルールを気にしている場合ではない。運良く誰にも見み咎とがめられずに自室に辿たどり着くと、焦あせる手で鍵かぎを開けた。


    「アリッサ!!」


    「ワンワン!!」


    　呼びかけに答え、玄関に入った僕の足元に駆け寄ってきたのはリルだ。ズボンの裾すそを噛かんで引っ張り、部屋の奥へ連れていこうとする。


    「そ、その子は？」


    「リルだ。一応僕の魔術」


    　驚く友月に短く説明すると、僕はリルの導かれるままにベッドへと向かう。


    　そこで見たものは、ぼうっと体全体が発光しているアリッサの姿だった。


    「ぐ……うぅ……」


    「お、おい、アリッサ！」


    　苦しそうに呻うめくアリッサへ駆け寄りその額に手を当てる。熱い――朝とは比べ物にならないほどだ。


    　やっぱり、ユヤが死んだせいなのか……。


    　ホリィ＝ライトはアリッサを器と呼んだ。この苦しみようは、アリッサの中へ転生した天使因子がもたらす膨ぼう大だいな力に、精神体が軋きしみを上げているためなのかもしれない。


    「ともかく、キメラが来る前にここから移動しよう！」


    　僕はぐったりしたアリッサを背負い、友月に告げる。


    「う、うん！」


    　だが部屋を出ようとした僕らの後をワンワンと吠えながらリルが付いてくる。


    「――リル、お前はここで留守番だ」


    「ワンワン！」


    　抗議するように鳴くリル。


    「ごめんな、もしリルに何かあったら、アリッサが悲しむだろ。お前は僕の魔術だけど、もう一度同じことができるかは分からないしな。大丈夫、もし怖い奴が来ても大人しくしておけば見向きもされないはずだ。わかったな」


    　黒いつぶらな瞳をまっすぐに見つめて言い含める。自分の魔術だからなのか、何故か話しかければ理解してくれる気がしたのだ。


    「…………ワン」


    　リルはその場にお座りをすると、僕を見送るように一声鳴いた。どうやら伝わったらしい。


    「いい子だ。じゃあ待っていてくれ」


    　僕は頭を一ひと撫なでしてから、部屋を後にする。


    「――それで啓けい介すけくん、どこに逃げるの？」


    　寮の階段を下りながら友とも月づきが尋ねてきた。


    「……下へ手たに人を頼っても、巻き込むだけだ。キメラは――普通の人間にどうこうできる相手じゃない。だから僕らが全力で戦える場所へ行こう。そこで奴を待ち受けるんだ」


    「うん――そうだね。どこかに隠れても、いつかは見つかるだろうから。屋敷で叔お父じたちを、殺した人なんだよね？　立てこもっても意味はないだろうし」


    　作戦を立てながら、寮を出る。


    　寮の前、川沿いに走る道は、下流に向かうと学校があり、上流へ進むとやがて自然公園に行き着く。


    　だが、僕らにどちらへ向かうかの選択権はなかった。何故なら学校へ通じる側の道には――獣がいたからだ。


    「よお、待ってたぜ。準備は万端か？」


    　キメラ！


    　やはりこいつが僕らより遅いはずがなかったのだ。寮の部屋が戦いづらいのはこいつも同じ。アリッサを連れて出てくるのを待ち受けていたのか。


    　ズボンは同じだが上着は脱いだのか、タンクトップ姿のキメラは、片手に持っていた銃をポイと川に向かって投げ捨てる。


    「ここからは、こんな玩おも具ちやはいらねえ。俺様の牙と爪で、お前らを屠ほふってやろう」


    　ここで戦う気か？


    　まずい、今は人通りがないが、こんなところじゃ僕らの方は満足に戦えない。


    「ケー……スケ。人ひと気けのない場所に、行けば……いい、のね」


    　すると背中からかすれた声が聞こえた。


    「アリッサ!?　意識が戻ったのか！」


    「ええ……ちょっと、前に、ね。まだ状況は、よく分からないけど……とにかく《跳ぶ》わよ」


    　僕の肩を熱い手でぎゅっと掴つかみ、アリッサは囁ささやく。意図を察した僕は友月の腕を掴んだ。


    「――過ぎた、輝きパストグロウ！」


    　耳元でアリッサが呪文を告げた途端、辺りの景色がぶれる。


    「なっ！」


    　キメラの驚いた顔が消失し、代わりに大きな木と緑の芝しば生ふが目の前に現れる。


    「ここは――自然公園か」


    　自分のいる場所を把は握あくした。男子寮からは数百メートルは離れている。


    「撫でる……そよ風イーズブリーズ」


    　アリッサの声が響き、ざあっと緩ゆるやかな風が吹いた。


    「――ケースケ、ミユ、ぼーっとしている暇は……ないわ。あいつ、こっちに向かって来てる」


    　苦しそうな様子を見せながらも、アリッサは僕らに警告する。


    「なっ、一瞬でここまで移動したのに、もう見つかったっていうのか？」


    「みたい、ね。ケースケ、できればもうすこし奥に場所を変えてくれない？　この丘は……戦いで汚けがしたく、ないの」


    　その言葉に、ここで過ごした日々を思い出す。アリッサには風の音楽を聴かせてもらい、友とも月づきとは約束を交わした。そして毎日繰り返された訓練。


    　確かにこの丘は特別な場所だった。


    「そうだ……な」


    「ありがと……」


    　そう答えたきり、アリッサは再び気を失ってしまった。


    　僕は友月と頷うなずき交わし、自然公園の奥へ向かう。丘を下り、しばらく進めば公園はそこで終わり、後は山林になっていたはずだ。その境界でキメラを迎え撃とう。


    　僕は背中のアリッサから伝わる熱さに汗を垂らしながら走る。友月はちらちらと後ろを警戒しながら、後に続く。


    　そして低い木製の柵さくがある公園の終しゆう端たんに辿たどりついた時、友月が叫んだ。


    「啓けい介すけくん！　来た！」


    　まさか――早すぎる！


    　だが振り仰あおいだ僕の視界に、丘の上から駆けてくる影が映る。その影は僕らが数十秒かかって移動した距離を、たった一跳びで制せい覇はし、すぐ目の前に降り立った。


    「追いついたぜ。風上に移動したのが悪かったな。俺様は鼻も特別製なんだよ」


    　匂においで追ってきたのか。つくづく人間離れしている。しかも今のキメラは先ほどよりも足が二倍以上の太さになっていた。ズボンが所々ちぎれかけている。


    「友月、あいつの目を直接見るな。動きを封じられるぞ！」


    　僕は友とも月づきに注意を促しながらアリッサを柵さくに凭もたれさせ、その前に立つ。


    　アリッサには指一本触れさせはしない。


    　口の中で小さく、今日何度も断続的に発動させている《貪れ魔狼デイバウアー》の《姿の言葉シヤープワーズ》を唱え始める。


    「はん！　もう魔眼なんてつまんねえもん使わねえよ。お前には通じねえし、魔眼を出すと、他の《変化》が制限されるからな」


    　変化……だと？


    　僕は疑問に思いながらも、今は呪文を唱え続ける。


    「全力を出してもいい、数年ぶりにそう言われてんだ。俺様のとっておきの〝血〟を表に出してやる。俺様はヒトならざる者との混血の《塊かたまり》だ。だから何者でもねえし、逆に何にだってなれるのさ！」


    　キメラがそう叫び、右腕を掲げた。ボコッと右腕全体の筋肉が肥ひ大だい化する。いや――巨大化し、何か別のモノに変わっていく。肩からはまるで骨が飛び出したかのような突起物が生はえ、浅黒かった肌は鱗うろこのようなものに覆おおわれて手の指は鋭い鉤かぎ爪づめとなる。


    　まるで……恐竜の腕だ。そうか、こいつの能力は《変身》なのだ。ユヤを殺したとき、別人に見えたのもそのため――。何にでもなれる、どんな能力でも使える。それはまさに怪物だ。


    「どうだ？　お前は右腕を武器にしてるようだからな。俺様もそれに合わせてやった。まずはこれで勝負と行こうぜ！」


    　地を蹴けり、疾風のごとく突っ込んでくるキメラ。しかし僕は変身に気を取られていたせいで、まだ詠えい唱しようが終わっていない。


    「怒りの炎ヒユアリブレイズ！」


    　そこに友月の声が響き、キメラの進路を遮さえぎるように赤い炎の弾が放たれる。


    「ちっ――」


    　キメラは舌打ちをすると高く跳躍し、炎をかわした。そのまま僕めがけて降下してくるが、時間稼ぎは十分だった。


    「貪れ魔狼デイバウアー!!」


    　僕は《起動言語トリガー》を叫び、右腕に陽かげ炎ろうの牙を創り出す。もう拳の形には固めない。指を広げ、牙を解き放ち、振り下ろされるキメラの竜りゆう腕わんを迎げい撃げきする。


    　牙と爪が交こう錯さくした。


    「ぐうっ！」


    　うめき声を上げて後退したのはキメラだった。肘ひじから先が消失し、傷口から血が迸ほとばしっている。僕の右手が抉えぐり取ったのだ。


    「は……ははっ、ははははっ！　ようやくあの時感じた震えの正体が分かったぜ。真正面からぶつかればこうなるわけだ。おもしれえ、おもしれえぞ！」


    　重傷を負ったというのに生き生きと笑うキメラ。その様子を不気味に思いながら注意深く見守るが、隣の友とも月づきの様子がおかしいことに気づく。


    「う……」


    　胸を押さえる友月の口からは苦く鳴めいが漏もれていた。


    「どうしたんだ友月!?」


    「け、啓けい介すけくん、胸の傷、が……」


    　そう言って友月が手をどける。


    「な――」


    　僕は驚く。友月の胸にホリィ＝ライトが刻みつけた黒い傷が広がっている。その周囲のひび割れも拡大していた。


    　精神こころが弱るほど傷を広げる刻印……。あいつが語った言葉が脳裏に蘇よみがえった。もしかしてそれが意味していたのは――。


    「友月、もう魔術は使うな！　その傷はたぶん精神力を消耗するほどに広がるんだ！」


    「そんな……」


    　愕がく然ぜんとした様子で傷を見下ろす友月。


    「おいおい、俺を無視して仲良くお喋しやべりか？　言っとくが戦いはまだまだこれからなんだぜ！」


    　キメラが僕らに向かって叫び、おもむろに短くなった右腕を掲げて見せた。


    「こんな程度じゃ、俺様は殺せねえぞ？」


    　すると流れ出していた血が止まり、傷口から肉が盛り上がる。ボコボコと肉は凄すさまじい勢いで増ぞう殖しよくし、五秒とかからずに鉤かぎ爪づめの腕が再生されていた。


    　怪け我がさえも《変身》で補えるのか……。


    　やっかいだ。それでは戦闘力を削けずり取っていく戦い方はできない。


    「友月、アリッサをもう少し離れた場所へ連れて行ってくれ。こいつとは僕だけで戦う」


    「でも――」


    「その傷はホリィ＝ライトの呪いだ。広がれば間違いなく命に関わる。だから友月はもう、魔術は絶対に使っちゃいけないんだよ」


    　悔しそうな顔を見せた友月だったが、頷うなずくとアリッサを背負い、僕の傍そばから離れた。


    「――行くぞ、キメラ！」


    　注意をこちらに向けさせるために、僕はそう声を上げるとキメラの方へ駆け出す。


    「ふん、来な。ただし今度は二本だぜ」


    　キメラが口元に笑みを浮かべ、左腕も右と同じ竜りゆう腕わんへと変化させた。


    「だああああああっ！」


    　繰り出す、消失の牙。応じるキメラは臆することなく、正面から右の鉤爪を僕へ振り下ろす。


    　バクンッ！


    　結果は同じだった。キメラの右手は僕の牙によって削り取られる。だが奴の爪はもう一振りあった。


    　ヒュオンと風を裂いて、左から致ち死しの一撃が迫る。普通なら躱かわせるタイミングと速さではない。


    「くっ！」


    　だが僕は右腕で地面を叩き、その急加速で鉤かぎ爪づめの間合いから脱する。前髪がはらりと散った。


    「いいねえ、そうでなくちゃ困る！」


    　キメラは唇を歪ゆがめると、ぐっと両足に力を込める。ボンッと既に異様な太さだったキメラの脚部がさらに膨ぼう張ちようする。


    　次の瞬間、距離を大きく取ってたはずのキメラの姿が――目の前にあった。


    「な――！」


    　足を強化させたキメラは、右腕での移動速度に余よ裕ゆうで追いついてきたのだ。体勢が悪く、再び迫る左爪を迎え撃つことができない。


    　他に手段もなく、僕は右拳で思い切り地面を殴なぐりつけた。ドンッと土砂が舞い上がり、僕の体は空高く舞い上げられる。森の木々が僕よりもずいぶん低い位置にあった。地上を見下ろすと、土つち埃ぼこりの中でキメラが周囲を見回している。


    　ちょうど真上を跳んでいた僕は、そのままキメラの頭上に落ちるしかない。


    　着地と攻撃、そのために僕は右腕を下に向ける。キメラがはっとしたように空を見上げ、笑みを広げた。


    　削けずり取った右爪を再生させ、僕を待ち受けるキメラ。まずい、空中では両腕からの攻撃を凌しのぐ方法がない。


    　手数が――足りない。足りない……牙が――狼の口が足りない。


    　その時、僕の頭に、あるイメージが浮かぶ。


    　そうか、足りないなら願えばいいんだ。このイメージなら、魔狼フエンリルの本質にとても近い。昨日だって、完全ではなかったが僕の願いは届いた。僕の《魔術》は生み出されたんだ。だったら――。


    　一か八か僕は《貪れ魔狼デイバウアー》を解除する。どちらにせよ、このまま落ちれば確定的な死が待っているのだから。


    「喰らうは心。界の狭はざ間ま、星を阻はばむ牙の門。空を閉ざす天の牢ろう――飢うえ、猛たけり、狂うのは、満たされることなき、魔なる狼――」


    　頭の中で幻視する牙の門への《道パス》をしっかりと繋つなぎ、僕は呪文を――《姿の言葉シヤープワーズ》を創る。


    「深き地の獄、門を守りし三つ首。その姿象かたどり、底なき口で、罪人を抉えぐれ！」


    　祈るのは牙。一つだけじゃない、三つの口。それは地獄を守る番犬。ゆえに名前はイメージした〝それ〟そのもの。考えるまでもなく決まっていた。


    　迫るキメラに右腕を翳かざして叫ぶ。


    「――三頭の獄牙ケルベロス!!」


    　ドクンと右腕が震え、その感覚が拡大――腕の周囲に陽かげ炎ろうのように曖あい昧まいな輪りん郭かくが生まれる。そこまでは《貪れ魔狼デイバウアー》と同じだ。しかし僕の右手の前で揺らめく影の輪郭は三みつ叉またに分かたれる。


    　成功した――！


    　目の前には空中の僕へ放たれた二つの竜りゆう腕わん。だが、三つの《口》を手にした僕の方が手数は多い！


    「やああああああっ!!」


    　三本の狼ろう首しゆはまるで指の延長のように意のままに動き、鞭むちのようにしなやかに伸びた。


    　僕はキメラの両腕を二つの牙で抉えぐり取り、残った一つをその頭部へと振り下ろす。


    「ぐうっ！」


    　キメラは顔を逸そらして寸前で牙を躱かわすが、完全に避け切ることはできず、胴体に攻撃を受けることになる。


    　両腕を失い、体の中心に大穴を開けながらも、地を蹴けって距離を取るキメラ。


    「くっ、やりやがったな……」


    　だがキメラは獰どう猛もうな笑みを消さない。その余よ裕ゆうに不気味なものを覚える。


    「そいつが奥の手か？　すげえな……今のは本当に死んだかと思ったぜ。命の危機なんて感じたのはずいぶん久しぶりだ。ははっ、楽しいじゃねえか、お前もそうだろ？」


    「ふざけるな、こんなの楽しいわけ……」


    　極度の緊張で全身からは冷や汗が吹き出している。楽しむ余裕などあるはずがない。


    「はんっ、自覚しろよ。お前は――本物の肉食獣だ。今、その頭の中は俺様をどうやって食い殺そうか、それだけでいっぱいだろう？」


    「……他の事を考える暇なんてないだけだ」


    「同じことさ。それが獣の思考だ。さて、じゃあ俺様もそろそろ《本物の怪物》になってやるとしよう」


    「本物の……怪物？」


    「ああそうさ、もっと……もっとこの戦いを味わうためにな。拝ませてやるぜ、この世界で唯一無二の化け物をな！」


    　キメラはそう呟つぶやくと全身に力を込めた。傷がほぼ一瞬で塞ふさがり、両腕も復元する。いや、それだけではない。鱗うろこが腕だけでなく全身を覆おおい、キメラの顔が歪ゆがんでいく。犬歯がまさしく牙のように伸び、口が耳まで裂ける。さらに両肩がボコリと盛り上がり、そこからさらに二本の腕が生えた。体格も筋肉が膨ぼう張ちようするに従って大きくなっていく。服がちぎれ飛び、鱗うろこの肌が露出する。


    「あ、あ……」


    　蛇へびに睨にらまれた蛙かえる。それがまさに今の自分だと悟る。目の前にいるのは圧倒的な捕食者。もう決して人間などではない。


    　かつて友とも月づきが召しよう喚かんした竜りゆう頭とうの赤き巨人《嘆きし魔王》の姿に近いものがあるが、目の前のキメラはもっと爬は虫ちゆう類るいの色が濃い。まるでティラノサウルスと人間を混ぜ合わせたかのような風体だ。


    　三メートルを超えた体たい躯くに鋭い爪を有した四本の腕。牙の生はえ揃そろった口。あえて呼び名を付けるならそれは――竜りゆう人じん。


    「はっ、びびってんじゃねえぞ！　俺様はお前を同類だと思ったから、この姿を晒さらしたんだ。さあ、化け物同士、貪むさぼり合おうぜ!!」


    　まだ辛かろうじて人間の声帯は残っているのか、野太くなった声でキメラは叫ぶ。


    「くっ！」


    　そうだ、怯おびえている場合じゃない。アリッサも友月も今は戦える状態じゃないんだ。こいつを止められるのは僕しかいない。


    　地を揺るがす足音を立てて向かってきたキメラに、僕は《三頭の獄牙ケルベロス》を構えた。


    　キメラが繰り出すのは四つの竜りゆう腕わん。またしても僕の腕の数を一つ上回っている。だが使える腕が一本か三本かでは行動の幅は段違いに広がるのだ。


    「はあっ！」


    　二つの牙で、キメラの腕を食い破る。だが当然まだ爪は残っている。しかし僕は残った一本で地面を叩き、その反動でキメラの攻撃から逃のがれた。


    　そう、腕が複数あれば攻撃と回避、両方を同時に行うことができる。これならたとえキメラの手数が増えても対応することが可能だ。


    「ははっ、いいねえっ！」


    　けれどキメラは間髪なく腕を再生させ、僕を追ってくる。


    　そこからはいたちごっこが続いた。僕が反撃を加えながら逃げ、キメラは腕を復元しながら攻め立てる。


    「くそっ！」


    　確かに対応はできる。できるのだが、これでは攻めに転じられない。


    　キメラの体力は無む尽じん蔵ぞうなのか、どれだけ再生を繰り返しても疲れる様子を見せない。対して僕は次第に意識が朦もう朧ろうしてくるのを感じていた。


    「もう限界かあ!?」


    　回避が少し遅れ、胸を切り裂かれた僕にキメラが叫ぶ。そして今度は追ってくることなくガパッと口を開いた。喉のどの奥にチロチロと燃える火種が見える。


    「なっ？」


    　僕はとっさに右腕を前にして体を庇かばう。


    　そこにキメラの口こう腔くうから放たれた火炎が襲い掛かった。


    　凄すさまじい熱波が通り過ぎ、一瞬呼吸ができなくなる。右腕で直撃は避けることができたが、全身が軽いやけどを負ったように痛み、上う手まく体を動かせない。


    　炎まで吐くなんて……。


    「――もう一発だ」


    　膝をついた僕に向けて、あぎとを広げるキメラ。再び喉のどの奥に炎が揺らめいた。


    　避けなければ――！


    　僕は《三頭の獄牙ケルベロス》を操ろうとするが、痛みに精神が乱されて、うまく意思が伝わらない。


    　もたつく僕に向けて容よう赦しやなく火炎が放たれた。


    「あ……」


    　間に、合わ――。


    



    「燃える黄昏グロウダスク！」


    



    　ゴウッと轟ごう音おんが空気を揺らした。


    　キメラの炎がより強力な業ごう火かに呑のまれる。


    　紅あかい――。


    　僕は一瞬その色に見とれた。


    　日が沈み、夜に落ちようとしていた世界が、再び夕焼けの色を取り戻す。


    　キメラを中心に直径十メートルはあろうかという、太い火柱が立ち昇っていた。


    　助かった――でもこれは、まさか……。


    　僕は慌あわてて振り向く。そこには苦しげな顔を見せながらも、キメラへ手を翳かざす友とも月づきの姿があった。


    「友月！　魔術を使ったのか!?」


    　彼女に駆け寄り、今にも崩れ落ちそうな体を支える。


    「啓けい介すけ、くん。一人じゃ……あの人に勝てない、よ。私も……戦う」


    「無茶言うな！　その傷――また広がってるじゃないか!?」


    「でもこのままじゃ……みんな、殺されるだけ。あの人を倒すには、少しずつ攻撃しても――だめ。啓介くんだけじゃ、とどめは刺せない……」


    「それは――」


    　正論ではあった。でも……。


    「大丈夫、あと一回くらいなら……何とかなるよ。自分のことだから、ちゃんと分かる。私はまだ――死なない」


    　友とも月づきは額に脂あぶら汗あせを浮かべながらも、そう断言する。


    「待ちなさい……」


    　しかしそこに弱弱しい声が割って入る。


    「あたしが……何とか、するわ」


    「アリッサ!?」


    　いつ意識を取り戻したのか、アリッサが公園の柵さくを支えに立ち上がり、こちらを睨にらみつけていた。


    



    「ガアアアアアアアアッ!!」


    



    　さらに炎えん陣じんに閉じ込められたキメラの咆ほう哮こうが轟とどろく。見ればキメラは炎の中でのたうちながらも、こちらに這はいずり出ようとしている。


    「もう――時間はないわね。ミユは……下がってなさい。魔術を使ったら……まずいんでしょう？」


    「でも、アリッサさんだって！」


    「あたしは――力が有り余って、るの。意識さえ保てれば……うぅっ！」


    　だが柵から離れて歩いてこようとした途端、バランスを崩して地面に倒れてしまう。


    　驚いて抱え起こすと、アリッサは薄目を開けて「だ、大丈夫よ……」と呟つぶやいた。


    　だがそうは思えない。体温はさらに高くなっているようだし、アリッサの体はまるで脈動するかのようにドクンドクンと明滅していた。


    「やっぱり――」


    　無理だ。そう言おうとした時、ゴオッと辺りの風向きが急に変わった。


    



    「コオオオオオオオオッ！」


    



    　火柱の中から妙な音が聞こえる。キメラだ。


    　見れば炎が風と共に一点に吸い込まれていく。数秒と経たずに紅くれないの炎は全てキメラの口こう腔くうに消えた。


    　キメラは全身が焼け爛ただれ、腕などは炭化している。だがそんな状態でも僕にはキメラが笑ったように見えた。


    「まずっ――」


    　奴が何をしようとしているのか、それを悟ったときには遅かった。


    　視界が真っ赤に染まる。


    　キメラが吐き出したのだ。吸い込んだ炎を――。


    「傷負う鎧ハートアーマー！」


    　友とも月づきがとっさに魔術を唱えたのが聞こえた。目の前に赤い車輪のような盾たてが現れ、攻撃を阻はばむ。だが、自らの魔術を取り込んだ火炎には耐え切れなかったのか、ビシッと亀き裂れつが走る。


    「くっ！」


    　限界だと判断した僕は友月を引き寄せ、アリッサと一緒に抱きかかえた。そして三本の狼ろう首しゆを目の前で交差させる。


    　バギィンと盾が砕ける音と共に、僕らは赤い波に飲み込まれた――。
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    　意識が飛んでいたのはわずかな時間だったと思う。焦げ臭い匂においに目を開くと、藍あい色の空が見えた。どうやら仰あお向むけに倒れているらしい。ひどい頭痛がする。この痛みは知っている。魔術を力ずくで砕かれたときの反動だ。


    　僕は――どうなった？


    　全身もひどく痛む。だが、そのおかげで肉体に欠損がないことは分かった。しかし感覚はあっても動かせそうにない。視線だけを彷徨さまよわせて辺りを探る。周囲には炭になった木々が燻くすぶっていた。先ほどの火炎で森の中にまで飛ばされたのかもしれない。すぐ傍そばにアリッサが倒れている。


    　体の発光はより激しくなり、苦しげな表情を見せているが、何とか無事のようだ。


    　友月、は？


    　頭の向きを変えるだけでも全身全霊の力を要したが、僕は彼女の姿を捜す。


    　ドォン――ドォン――。


    　遠くから何か巨大なものが近づいてくる音がした。キメラ……か？


    「啓けい介すけくん、大丈夫……だよ」


    　声が聞こえた。


    「とも……づき？」


    　頭をぐぐっと動かして、声のした方に目をやる。そこには赤いドレスをあちこち焦こがし、首の辺りまで広がった黒い傷とひび割れを手で押さえながら立つ友月がいた。死角に入っていただけで、すぐ近くに立っていたのだ。


    　その向こうには焦しよう土どとなった林に踏み入ってくるキメラの影。


    「私が……何とかするから」


    　歪ゆがんだ笑顔を浮かべて友月が告げる。


    「お、い……まさか……」


    「ねえ、啓介くん……一つ、我わが侭ままを聞いてもらっても……いい、かな？」


    「や、めろ友とも月づき……もう、さっきの魔術で……傷は――」


    　しかし僕の言葉を無視して友月は続ける。


    「もう一度だけ――名前で、呼んで」


    「友月……やめろ……」


    「お願い、啓けい介すけくん」


    　友月はそう僕の目をじっと見つめた後、こちらに背を向け、キメラの方へゆっくりと歩き出す。


    「行く、な……」


    　だが、止まらない。


    「行くな……友、月」


    　止まってくれない。


    「行くなっ、未み由ゆ!!」


    「――ありがとう」


    　ちらりとこちらを振り返り微ほほ笑えむ友月。だがその足は――止まることはなかった。


    「奪うは幸福。眩くらき赤の満ちる底、痛みに震える猛たけき姿。滅び望みし悲しき王……」


    　友月は掠かすれた声で、呪文を唱え始める。


    「震え、のたうち、彼の日を忘れず、永えい劫ごうに苦しむ者――。止むことのない嘆き。涙は涸かれ、心を染めるのは、赤き怒り……」


    　もう僕が何を叫んでも友月は振り返ることさえしなかった。


    「嘆きが撒まきしは新たな嘆き。怒りが生みしは新たな怒り。王はただ絶望に叫ぶ――」


    　長い詠えい唱しよう……間違いなく高こう位い魔ま術じゆつだ。そんなもの、今使えば――。


    　キメラは友月の行動に気づいたのか、こちらに向かってくる速度を上げた。しかしまだ体の再生が終わりきっていないようで、動きが鈍い。


    　そんなキメラに友月は両手を翳かざした。


    「やめろぉぉぉぉっ！」


    



    「――嘆きの咆哮グリーブハウル!!」


    



    　しかし《起動言語トリガー》は引かれた。


    　赤き閃せん光こうが放たれる。視界全てを飲み込む膨ぼう大だいな輝きが辺りを包む。それはかつて《嘆きし魔王》が放った赤光に酷こく似じしていた。


    　とても目を開けていられず、まぶたを閉じる。


    　そして――次に見た景色は、一変していた。


    　友月はうつ伏せで地に倒れ、そこから先は地面がごっそりと放射状に抉えぐり取られていた。大気まで焼き尽くされたのか、生暖かい風が吹いている。


    「あ……あ……」


    　絶対的な破壊。根源的な消滅。目の前に広がるのはそんな終末の風景。


    　光の先にいたはずのキメラは跡形もない――――はずだった。


    



    「……惜しかったな。俺様が地を這はうだけの獣だったら、今ので終わっていた」


    



    　有り得ない声が夜気を揺らした。


    　キメラは、いた。地上にではない。空の領域に。


    　大きな翼が、キメラの背に生えていた。腹部から下は消し飛んだようでボタボタと血が滴したたっていたが、すぐに肉が盛り上がり復元する。


    「力尽きたか？　まあいい、これで終しまいなら、きっちり息の根を止めてやろう」


    　そう言って友とも月づきの目の前に降り立つキメラ。


    「とも……づき……逃げろっ！」


    　僕は叫ぶが、友月はピクリとも動かない。だがその背中がわずかに上下しているのは見て取れた。まだ生きている！


    「未み由ゆぅぅぅっ!!」


    　気づいてくれと、声の限りに名前を呼ぶ。だが現実は無情で、友月からの反応はなかった。


    「死にな」


    　キメラが鉤かぎ爪づめを振り上げる。


    　ふざけるな。友月が死ぬ？　そんなことあっていいはずがない。そんなの僕は――。


    



    「認めないっ!!」


    



    　だがそれは……僕の声ではなかった。体から夜の闇を押し返すほどの輝きを放ち、アリッサが立ち上がっていた。


    「ミユを殺すなんてこと……あたしが――許さないっ！」


    　ふらつく足取りでキメラへ向かっていくアリッサ。強気な言葉を放ちながらも、表情は熱に浮かされたかのような危ういもので、数歩ごとに転びそうになっている。


    「はっ、なんだそんな有様で？」


    「うる……さい。ミユを殺したかったら……あたしを倒してからにしなさい！」


    「ふん――そういやお前を砕くことが一応最優先の依頼だったか。いいぜ、だったらお前から屠ほふってやるよ！」


    　友月から注意を逸そらすことはできたようだが、あんな状態ではアリッサも戦えるはずがない。


    　ドンッとキメラが地を蹴けりアリッサに迫る。


    「薙ぐクラツプ……」


    　それを見てアリッサは腕をよろよろと持ち上げ、呪文を――。


    「遅おせえっ！」


    　だがキメラの動きは風のようで、アリッサが言葉を告げ終わる前に肉にく薄はくし、その足で彼女を蹴けり飛ばした。


    　アリッサは悲鳴も上げることもできず、林の中に猛スピードで突っ込んでいく。バキバキと木を数本折り倒し、最後の木にめり込むような形でようやく止まる。


    「ぐうっ！」


    　アリッサの受けたダメージが《道パス》を通して僕に伝わったのか、意識を失いそうな痛みが走りぬけた。


    「アリッ、サ……」


    　ドクン――ドクン――。


    　痛みと一緒に何か鼓動のようなものを感じる。それはアリッサの体が明滅する周期と同調していた。


    『――絶対にミユを守る。絶対にケースケも殺させない』


    　頭の中に声が響く。


    『ミユがいなくなったら……すごく悲しい。ケースケに触れられなくなったら――すごく痛い』


    　これはまさか……アリッサの心の声なのか？　そんなものまで《道パス》を通して――。


    『あんなやつに、奪わせてなんてやらない。あたしの大事な友達を。あたしの大切な人を……。絶対に、絶対にっ!!』


    　アリッサの思考が濁だく流りゆうのように流れ込み、閃せん光こうのような感情が炸さく裂れつする。


    　カッと金色の光が迸ほとばしり、アリッサがめり込んでいた木が弾け飛んだ。


    「なんだぁ？」


    　キメラが訝いぶかしげに目を細める。


    　眩まばゆい光を放つアリッサが魔術も使わずに浮かび上がる。すぅーっとそのまま空に昇っていき、ぴたりと宙で静止した。


    　もうアリッサの心は伝わってこない。僕には何が起ころうとしているのか、全く理解できなかった。


    　イィィィィィィィィン――。


    　耳鳴りのような音と共に、アリッサの周囲に幾いく多たの光点が生まれる。その点はまるで夜空に絵を描くように輝く軌跡を残して、飛び回り始めた。


    　軌跡が絡まり合い、何か輪りん郭かくのようなものが現れ出す。
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    「な……」


    　大きな、とてつもなく大きなヒトガタだ。しかも輪郭でしかなかったものが徐々に実体を持ち始め、アリッサを包み込んでいく。


    　絵筆の役を終えた光点は巨人の背中に集つどって姿を変えた。金色に輝く翼の形に。


    　そこでようやく、天使という言葉が思い浮かぶ。


    「まさかこれが……《天使王ミトロン》？」


    　どうなってるんだ……アリッサはまだ壊されてなんかいないのに。


    「は、ははは……なんだこりゃあ……」


    　キメラが巨人を見上げて乾いた笑い声を上げる。三メートルの巨きよ躯くを持つ彼ですら、巨人と比較すれば鼠ねずみ程度の大きさにすぎない。


    　さらにのっぺりとした巨人の外観は、次第に鎧よろいのようなものに覆おおわれていき、手には雲まで届くのではないかという大剣が顕けん現げんした。


    　兜かぶとには十字型の穴が開き、その中心にアリッサが磔はりつけのように拘こう束そくされている。


    　そして唐とう突とつに、その目にあたるであろう部分がこちらを向いた。いや、わずかにずれている。見ているのは――キメラか？


    　オォォォォォォォォ――。


    　それは巨人の声なのだろうか、まるで地鳴りのような音が響く。そしてその巨人はゆっくりと手に持った剣を振り上げた。天の月を串くし刺ざしにするような動作。だがそんなわけはない。そう――剣を掲げる理由は、振り下ろすためにしかないのだから。


    「はっ……はははははははっ！　いい、いいぜっ！　最高だ!!」


    　だがキメラは一片の畏おそれすら見せず、くるったように哄こう笑しようする。


    「行くぜぇっ！　デカブツっ!!」


    　キメラが口こう腔くうから炎弾を巨人に向けて放つ。それは巨人の鎧に命中し大きな爆炎を生むが、巨人はわずかも揺るがない。


    「喰らえ、喰らいやがれぇっ！」


    　しかしキメラは構わずに炎を吐き続ける。


    　オォォォォォォォォッ――。


    　巨人が再び声を発した。それは恐らく攻撃に対する苦く鳴めいではなく――キメラへ向けた死の宣告。


    　ゴォォォッ！


    　大気が動いた。夜空を二つに裂いて剣が地上へ振り下ろされる。


    「俺様を舐なめるなぁぁぁぁぁっ!!」


    　キメラが剣を受け止めようとするかのように右腕を天に掲げる。まだ力を残していたのか、何倍にも膨ぼう張ちようしていく鉤かぎ爪づめの竜りゆう腕わん。対して他の三本の腕は萎しぼみ、体格も小さくなる。恐らく《変身》の力を全て右腕に注ぎ込んでいるのだ。


    　天を分かつ剣に、一匹の獣が挑む光景はあまりに非現実的すぎて、僕はただ呆ぼう然ぜんと見上げるだけだった。


    　剣が――落ちてくる。


    　僕や友とも月づきを狙ったものではない。しかしその大きさゆえに、まるで頭の上に降ってくるような錯さつ覚かくを抱き、反射的に目を閉じる。


    「ガアアアアアアアッ!!」


    　次の瞬間、キメラの咆ほう哮こうと轟ごう音おん、そして衝撃が全身を叩き――意識が遠とお退のいていくのを僕は感じた……。


    



    
      ４

    


    



    　いつの間にか――僕はとても高い場所から地上を見下ろしていた。


    　だがその景色はどんな天変地異が起こったのかという、凄すさまじい様相を呈していた。


    　林は焼け焦げ、地面は大きく抉えぐり取られている。さらには地割れが山を斬ざん断だんするかのようにはるか彼方かなたまで走っていた。


    　その亀き裂れつの両側には二つに分かたれた、恐竜のような死し骸がい。そして少し離れた場所に少年と少女が倒れている。


    　あれはキメラ――それに友月と……僕!?


    　何故自分が自分を見下ろしているんだ。ここは……この視点はまさか――。


    



    『歪ゆがみを絶て……歪みを滅ぼせ……』


    



    　低く不気味な声が響く。頭の内側から。何だ？


    　視界の中に、己が持つ巨大な剣が映る。やはりこれは《天使王ミトロン》の……アリッサの見ているもの。


    『い、や……あたしは――』


    　今度はアリッサの声が聞こえた。何かに抗あらがっているかのような苦しそうな響き。


    



    『歪みを斬きれ……歪みを討うて……』


    



    　剣の切っ先が友月に向けられる。


    『やめて――あたしは、そんなことしない……！』


    



    『我はミトロン。世の理ことわりを守護する――』


    



    『違う、あたしはそんな名前じゃない！』


    　アリッサが叫ぶ。泣きそうな声で。


    『でも――あたしは誰？　思い出せない……思い出せないのよ！　誰か呼んで……あたしの名前を……教えてよ！』


    



    「――ッサ、だ……」


    



    　僕は渾こん身しんの声で叫んだつもりだった。しかし実際に響いたのは掠かすれた音。


    『え――誰？』


    　だがそんな声でもアリッサは聞き取ってくれた。尋ね返してくれた。


    　だったらもう一度叫ぼう。いや、何度だって――。


    



    「ア……ッサだ――お前の名前は……アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトだよ!!」


    



    　やはり小さな声だったが、それでも今度は掠れることなく。僕の声は響く。


    『アリッサ……そう、あたしはアリッサ！』


    



    『歪ゆがみを……ゆが……を……』


    



    　不気味に響く声が遠とお退のく。


    『ありがとう――ケースケ!!』


    　そうアリッサが〝自分〟と〝僕〟を認識した瞬間、ぐんっと意識が引き戻される感覚があり、俯ふ瞰かん風景が逆転する。


    　夜空を背に、山のように聳そびえる巨人を、僕は地上から見上げていた。


    　しかしその視界はぼやけ、掠れている。体の痛みがわずかに覚かく醒せいした僕の意識を再び闇に引き摺ずりこもうとしていた。


    　それに抗あらがうだけの力は、もう僕には残っていない。だが世界が途切れる寸前、巨人の体が金の光となって崩れていくのを――僕は確かに、この目で見た。


    



    
      ＊

    


    



    　激しい戦いの爪つめ痕あとが残る大地。


    　そこには倒れ伏す三人の子供達と、一つの死体、そしてそれらを皮肉な顔で眺めている金髪碧へき眼がんの少女の姿があった。その頭上には一匹の蝙こう蝠もりが羽ばたいている。


    「ふむ、ご苦労だったな《鵺キメラ》よ。汝なんじと魔女の戦いが生んだ歪ゆがみが、最後の鍵かぎを開けた」


    　少女は頭頂部から股また下したまで真っ二つに裂かれた亡なき骸がらに語りかける。


    『そうですな、失敗作としては見事に役目を果たしたと言えるでしょう』


    　蝙蝠が少女の言葉に相あい槌づちを打った。


    「――《鸚鵡パラツト》よ。失敗作などと言ってやるでない。汝らの千年に亘わたる努力の結晶。その一つではないか」


    『確かに《鵺キメラ》は我らが作り出した中でもっとも人を外れた者でしたが、それでも所しよ詮せん混ざり物。目指した域には達せず、ただ扱いに困る化け物を一匹生み出したに過ぎません。この段階に至ってはもはや不要となった《鵺キメラ》を新たな時代の礎いしずえとしていただいたこと、感謝いたします』


    「よい、我はそれぞれの願いを叶えただけだ。汝らと、強大な敵との戦いを望んでいた《鵺キメラ》の願いをな。法を律する剣に《血》を殺された以上、間もなくこやつは灰となろう。安らかな眠りを祈ってやれ」


    『はい……しかし、いささか中途半端な幕切れでしたな』


    「くく、魔女が生き残り、器は形を取り戻したことか？　こやつらにとっては最悪の中の最善を掴つかみ取ったわけだ。その願いの強さは賛辞に値しよう」


    　そう呟つぶやくと少女は、気を失っている少年の元へ近づいていく。


    「だが、我の掌しよう中ちゆうから抜け出すことは決して叶わぬのだ。魔女はかろうじて命を残しただけ。《天使王ミトロン》も、より強大な歪みが目の前に現れれば、器の意思など飲み込み顕けん現げんするだろう。結果は何も変わらぬ。そうであろう？」


    『……いかにも』


    「さあチュールの右手よ。汝の役割を果たすときだ」


    　少年の前で立ち止まった少女は笑い、指を向けた。


    「今こそ戒いましめを解き放とう。これが終わりで――始まりだ。具現せよ、《魔銀の鎖グレイプニル》」


    　少女が厳おごそかに告げた。


    　しかし声の残響が風に流されても、変化は現れない。


    「な、に……？」


    　初めて少女の顔から余よ裕ゆうが消える。


    『どうなされました？』


    「これは――何故だ!?　ない……だと？」


    『何がで……ございましょう？』


    　蝙こう蝠もりの問いかけに数秒押し黙った少女は、ぽつりと言葉を零こぼす。


    「――鎖が、だ」


    『まさか！　それはあなた様以外、干かん渉しようすることは叶わぬはず』


    「その通り、有り得ぬのだ。そうであればチュールの右手はとうに……。もしや、媒ばい介かいが？　しかしその意思などもう……」


    　ぶつぶつと独ひとり言ごとを繰り返す少女だったが、キッと表情を険しくすると、空を見上げる。


    「く……くくくくく……だがそうとしか考えられぬか」


    『――どういうことでしょう？』


    「笑え《鸚鵡パラツト》、我はここまで来て己の術に反旗を翻ひるがえされたのだ。く、くく……猶ゆう予よはないというのに――方はこ舟ぶねが辿り着く前に何としても事を成さねばならぬというのに！」


    　少女は顔を歪ゆがめ、声に怒りを滾たぎらせる。


    「《魔銀の鎖グレイプニル》――我から逃のがれられると思うなっ!!」


    　ゴウゴウと林がざわめく。


    　それはまるで少女の叫びに、世界が怯おびえたかのようだった。

  


  [image: ]



  
    終章


    



    　目を開くと、白い天井が見えた。見慣れた部屋のものでも、やけに高い友とも月づき家のものでもない、知らない天井。


    「――啓けい介すけさん、気づかれましたか？」


    　その声に視線を動かす。


    「陽ひ名な……ちゃん？」


    　そこに見慣れた顔を見つけ、僕は彼女の名前を呼んだ。


    「よかったです。わたくしが駆けつけたときには、啓介さんが一番ぼろぼろの様子でしたから心配したんですよ？　でも実際診察してもらったら、全身に軽いやけどや切り傷はありますが案外軽症らしいです」


    「駆け……つけた？」


    「はい、街の気配が変わったのを感じて、不吉な色が見える方へ向かったのです。自然公園まで来たときに巨人が現れて――しばらくして消えました。それで巨人がいた場所に行ってみたら啓介さんとアリッサさん、それに未み由ゆさんが……」


    　意識を失う前までの記憶が一斉に蘇よみがえった。僕はがばっと起き上がると陽名ちゃんの肩を掴つかむ。


    「アリッサと友月はどうなったんだ!?」


    「――無事ですよ。ただお二人とも意識は戻ったようではあるのですが……まだ動ける状態じゃないみたいです。未由さんはこの病院に入院してるのですが、アリッサさんは診察されるとまずいと思いましたので、未由さんのお家に運んでもらいました。全部、九く棚だなさんが手配してくれたのです」


    　そうか、よかった……。ここは病院なんだなと今更理解しつつ、僕は陽名ちゃんに礼を言う。


    「ありがとう陽名ちゃん、本当に助かった。それで僕はどれくらい寝てたんだ」


    「丸一日……にちょっと足らないぐらいですよ。今は日曜のお昼過ぎですから。街はちょっとした騒ぎになっています。あの巨人は、精神存在を見ることに慣れていない普通の人々には、はっきりと認識することができなかったようなのですが……何しろ山が真っ二つに割れていたので」


    　とりあえずまだそれほど時間が経っていないことに安心する。それにしてもあの戦いの傷きず跡あとはやはり凄すさまじいものだったのだ。


    「陽名ちゃんには……また後でちゃんと説明するよ。でも今はまず――友月の病室を教えてくれ」


    



    　僕は目的の病室を目指して廊ろう下かを歩いていた。


    　体中に張られた絆ばん創そう膏こうや巻かれた包帯の内側が、体を動かすたびに痛む。けれどそれは表面的なもので、陽ひ名なちゃんの言うとおり深刻な怪け我がは負っていないようだった。


    　だが痛いことは痛いので、そろりそろりと傷を刺激しないように進む。


    　そして辿たどり着いた病室。その前には執事服姿の男性が立っていた。


    「あ……九く棚だなさん」


    　僕が名前を呟つぶやくと、彼はこちらに気がつきカツカツと足音を立てて近づいてくる。


    　その表情は険しかった。無理もない……か。僕はあれだけ大口を叩いて友とも月づきを迎えに行ったのに、結果はこのざまだ。殴なぐられたとしても文句は言えない。


    　ぐっと歯を噛かみ締めて九棚さんを待ち受ける。だが彼の執とった行動は予想外のものだった。


    「遠とお見みさま――ありがとうございました」


    　そう言って頭を下げる九棚さん。


    「え？　なんで……僕は友月を――」


    　守れなかったのに……。


    「コンサートホールで起こった暗殺事件……あれは友月家――そして未み由ゆ様をも狙ったものだったと聞きました。その渦か中ちゆうから遠見様が未由様をお助け頂いたこと……感謝しております」


    「それはいったい誰に――」


    「未由様ですよ。今朝方、一度だけお気づきになってお話を伺うかがいました。ですが今は再び昏こん睡すい状態が続いておりまして、面会謝絶中となっております。胸に負われた不可思議な傷も未だ原因不明ですので……」


    「そう、ですか……」


    　また友月に庇かばわれたようで、情けなく悔しい気持ちになる。僕は結局、友月に魔術を使わせてしまったのに――。


    　あの呪いは医者じゃどうにもできないだろう。ホリィ＝ライトは《魔狼フエンリル》でさえ消せないのだと言っていた。元を断たなくてはいけないのか……それとも何か治療法があるのか、それは分からないが……。


    「――僕が……何とか、します……」


    　九棚さんにも聞こえない声で小さく呟く。まだやり直しが利くのなら、どんなことだってしてやろう。


    「何か仰おっしゃいましたか？」


    「いいえ……何でもないです」


    　僕が首を横に振ると、九棚さんは少し訝いぶかしげな顔を見せた。


    「そうですか？　ならいいのですが。しかし遠見様、そのご様子ではもう退院なされても大丈夫なようですね。私は今から屋敷に戻ろうと思うのですが……ご一緒いたしますか？　アリッサ様は朝あさノの宮みや様の強いご要請で屋敷にお預かりしているのです」


    　その言葉に僕は頷うなずいた。


    「はい――お願いします」


    



    　アリッサは、僕らが屋敷に泊まったときに宛あてがわれた部屋のベッドで横になっていた。


    「ケースケ、よかった……眠ったままだって聞いて、すごく心配してたのよ」


    　ノックをして部屋に入った僕へ視線を向け、アリッサは安あん堵どしたように微笑ほほえんだ。


    「あのな……アリッサは心配する方じゃなくて、される方だよ。体はどうなんだ？」


    「重くて熱いし……胸も苦しいわ。でも少し慣れてきた。キメラと戦っていたときよりは――ずいぶんましよ」


    「あの、さ、覚えてるのか？　あの時のこと……」


    　僕は巨人――《天使王ミトロン》に変化したアリッサを思い出しながら尋ねる。


    「よく……分からない。途中、あたしがあたしじゃなくなって――でもあたしはあたしだってことを思い出して――気がついたらここにいたわ」


    「そうか……」


    　僕はアリッサに天使のこと、そしてホリィ＝ライトのことを話そうか迷う。


    　間違いなくアリッサには伝えるべきことだというのは分かっている。だけどアリッサが天使の《器》で、しかも敵は自分の父親なのだと……こんな状態の彼女へ背負わせるにはあまりに酷こくな内容だ。


    「ねえ、ケースケ」


    　僕が逡しゆん巡じゆんしている間に、アリッサが呼びかけてくる。


    「な、なんだ？」


    　少し口ごもりながら問い返すと、アリッサはベッドから腕を伸ばし、僕の服の裾すそをぎゅっと掴つかむ。


    「帰ろ」


    「え？」


    「家に――帰ろ。リルが待ってる」


    　そう言ってじっと僕を見上げてくる。


    　ああそうだった。あいつに留守番を任せてたんだったな……。僕は苦笑を浮かべ頷うなずく。それにアリッサはここで安静にしていても治るわけではない。


    「――わかったよ。帰ろう」


    



    　背中にアリッサの熱を感じながら、僕は寮への道を歩く。さすがに法ほう衣い姿すがたは目立つのでアリッサはワンピース姿だ。


    「名前って、大切なのね」


    　脈みやく略りやくもなくアリッサがそんなことを呟つぶやいた。


    「名前？」


    「あたしが、あたしじゃなくなったとき――すごく、すごく不安だったの。まるであたしが別のモノに塗り変えられていくみたいで……」


    　その時の恐怖を思い出したのか、僕の肩をアリッサが強く掴つかむ。


    「でも……だから名前を思い出したとき――泣きそうなぐらい嬉うれしかった。あのね、名前を呼んでくれたのはケースケの声だったの。あれは……夢だったのかしら？」


    「さあ――どうなんだろうな」


    　僕自身、あれが夢か現実か判断がつかない。


    「ふふ、なあにその返事？」


    　突然アリッサが腕を僕の首に回して体を密着させてきた。


    「お、おい！」


    　驚いて声を上げるが、その腕が震えていることに気づく。


    「忘れないでね、ケースケ。あたしの名前」


    「……ああ。お前こそ忘れるなよ？　僕の名前を」


    　冗談っぽくそう返すと、アリッサは笑った。
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    「当たり前でしょう？　忘れるわけないじゃない」


    　その言葉に僕もどこか安心を覚える。まるで僕が、いつか僕でなくなることを予感しているみたいに――。


    「お、寮が見えてきたぞ。だけどこんな格好、もし見つかったらヤバイな」


    「安心しなさい。あたしが見えなくしてあげるわよ」


    　そう言ってアリッサは透明化魔術を使う。見つかる心配はなくなったものの、アリッサを背負っての四階までの道のりには息が切れた。体の傷もズキズキと痛む。だが、なんとか部屋へ辿たどり着いた僕は、扉を開け玄関に入る。


    「ただいまー」


    「リル、帰ってきたわよー」


    　部屋の中へ僕らは呼びかける。だが――返事はなく、駆け寄ってくる黒い毛玉の姿もない。


    「リル？」


    　もう一度名前を呼ぶが、やはりあいつの鳴き声は聞こえない。


    　部屋の中はまるで、何もいないかのように――静寂だけが満ちていた。


    



    
      ＊

    


    



    　まだ昼間だというのに日が届かない、暗い路地裏。


    　以前通り魔事件が頻ひん発ぱつしていたことから滅めつ多たに人が立ち入らなくなった細い道を一人の少女が走っていた。


    　後ろを何度も振り返り、息を切らせながら、必死な様子で少女は駆ける。まるで何かから逃げるかのように。


    　まだ幼く、小学校の中学年程度だと思われたが、少女の容姿は年齢など気にならなくなるくらい特徴的だった。


    　頭部にはまるで獣のような耳がぴょこんと生え、青いワンピースの裾すそからは尻しつ尾ぽが飛び出している。そして首には銀色の首輪とそれに繋つながった鎖。ファッションとしては少々度が過ぎていた。


    　少女はひどく疲れているようだったが足を止めようとはしない。だが――。


    　ドンッ！


    「きゃあっ!?」


    　少女は、突然曲がり角から出てきた人物に衝突し、転んでしまった。まさかこんな人通りのない場所で出合い頭がしらにぶつかるなどと思っていなかったのだろう。


    「っとと……」


    　少女がぶつかった人物はよろめきながらも踏みとどまる。長い金髪の若い女性だ。


    「あー悪いね、お嬢ちゃん……ってずいぶん妙なナリしてるわね。まあいいか、大丈夫かい？」


    　そういう女性もなかなかに奇き天て烈れつな格好をしていた。服の形状はチャイナ服が一番近いように思えるがその柄が異様だ。あちこちに幾き何か学がく的な文様が描かれている。


    「ご、ごめん……おばさん」


    　差し出された手を掴つかんで起き上がった少女はそう告げる。だがその瞬間、女性の表情が強こわ張ばる。


    「――おばさん？　誰のことかしら。ここにはおねえさんしかいないはずだけど？」


    「あ、ご、ごめんなさい、おねえさん」


    　怯おびえたように少女が言いなおすと女性はにっこりと微ほほ笑えんだ。


    「はっはっは、いいのよいいのよ、私もうっかりしてたんだし。でも自分から謝れるなんていい子ねー。どこかの生意気娘とはえらい違いだわ。私はウルト＝クラノ＝ストーリング。よろしくね」


    「あ、よ、よろしく」


    　いきなり名を名乗った女性に戸惑いながら少女が答える。すると女性は少しむっとした顔をして少女の額を指で小突いた。


    「違うでしょ、私が名前を言ったんだから、あんたも名乗るの」


    　少女はまた「ご、ごめんなさい」と謝った後、こう告げた。


    「あたしの名前は――遠とお見み由ゆ衣い、だよ」

  



  
    あとがき


    



    　どうも、ツカサです。


    　一巻から数えるとこれが四回目の挨あい拶さつです。はじめまして、お久しぶりです、こんにちは……今までの冒頭はこんな挨拶から始まっていました。それで今回は何にするか考えた結果、このような感じに。


    　こうして順番に見てみると、他人だった人達が打ち解けていく過程に見えるような気もします。そしてそれはあながち的外れでもないかもしれないです。この本を含めてここまで四冊を読んでいただいた方には、たぶん私のことが思った以上に分かってしまうのだろうし、私も様々な場所で本の感想を見聞きします。少なくとも一巻の頃よりは互いの距離が近づいているはずです。


    　……となると次の挨拶はどうなるのでしょうね。


    　この流れで考えると「うぃっす」とか言ってしまいそうで怖いです。フレンドリーにも限度があるのでこの辺りで自重しておかないと……。


    



    　さて、そろそろ話を進めなければいけないですね。


    　実は今回、あとがきが四ページだというので出だしから長々と行数を稼かせいでいたりします。


    　前回が本当に短かったので、この四ページの終しゆう端たんが凄まじく遠く感じている次第です。


    　まあそんな事情は置いておいて、とうとう四巻です。今回は友とも月づきが軸となり、三巻から急速に動き出した物語をさらに加速させていきます。


    　四巻はこれまでの中で登場人数が最多です。初登場のキャラクターだけで片手の指では足りません。


    　その理由はと言えば、今まで書きたくてたまらなかったエピソードを詰め込んだからであります。多くは友月の話であり、それとアリッサ側の物語が絡まって、とても濃い内容となりました。そして同時に主人公達にとっては波乱の展開となっています。


    　次巻はＲＩＧＨＴ×ＬＩＧＨＴという物語を全体で見たとき、一つ目の大きな山場となる予定です。よければもうしばらくお付き合いください。


    



    　普通ならここで謝しや辞じに入るところなのですが……まだずいぶんスペースが残っていますね。なので、少し私について書こうと思います。


    　実は先日、担当のＭさんがこれまで寄せられた愛読者カードを電話越しに読み上げてくれました。ちょうどその日は私の誕生日で最高のプレゼントになったわけなのですが、その愛読者カードにあったご意見に「仕事を進めるペースなどが知りたい」というのがありました。


    　なので、参考になるかは分からないのですがとりあえずそのことを……。


    



    　私はまだ「書き上げた小説」を数えてみると十に達していません。ガガガに応募した一巻の原稿が短編やお蔵入りを合わせても人生四作目なのですから当然と言えば当然です。


    　ですから駆け出しもいいとこなのですが、最近は少し自分のペースが出来てきました。


    　まず一つ前の原稿が終わり、担当さんと絵師さんを交えてその巻の打ち合わせが終わった後ぐらいから、次のプロットを練り始めます。


    　キャラクターや物語の方向性を書いた大雑把な概要プロットをまず送り、それにＯＫが出れば詳細プロットに進みます。この詳細プロットさえできていれば、原稿を書くとき迷うことはまずなくなるので、二週間から一ヶ月かけてじっくり練ります。


    　それが完成してＧＯサインが出れば執筆に入るわけですが、これは毎巻約一か月から二か月程度かかります。私はエンジンが掛かるのが遅く、前半二章を書くのに多くの時間を割いてしまいます。


    　そして仕上がった原稿を何回か手直しして一ひと先まず完成ということになります。その後、まだ校正やこの「あとがき」という難関もあるのですが、それはまた次のプロットを練りながらの作業となります。


    



    　以上、このような感じです。特に面白味もない話で申し訳ないです。ですがいい感じに行数が埋まりました。


    　今度こそ謝しや辞じに移りたいと思います。


    　近衛このえ乙おと嗣つぐさん、いつも私の想像を超える素晴らしい衣装デザインとイラストをありがとうございます。天使の外観は一目見ただけで圧倒されました。キメラなどの新キャラに関しても、細かな私の意見を反映してくださり感謝の極みです。どうかこれからもよろしくお願いします。


    　さらに担当のＭさん、毎回同じような台詞せりふになってしまいますが、いつもお世話になっています。文章や表現のおかしい箇所では何度もお手を煩わずらわせてすみません。Ｍさんとの校正作業を通して、文章を書いて世に出すことの責任の重さを知った気がします。


    　あと最後にこの文章を読んでいただいている方へ、本当に心から感謝いたします。


    　では、また。
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    京都在住、８月15日生まれの2*歳。相変わらず真っ直ぐ歩くことが苦手な人生の方向オンチ。運動不足を解消しようといきなり山登りに挑戦した結果、一週間筋肉痛に苦しんだ無謀人。
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